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　これは今から三年前。我──月つき宮みやアテナがまだラブコメの神様として地上に降り立つ前の話だ。

　ラブコメの神様は十五歳を迎えると、人間の恋愛の手助けをするという役目を果たすために地上へと降りるのだが、実はその数年前に自分が住む予定の街を下見するために一度だけ家族同伴で地上に降りる機会があるのだ。

　そして当然、例外なく我も十三歳の頃に地上へ降りたのだが──。




「まずい。いきなり迷子になってしまったぞ」

　市街地。澄んだ青い空からは太陽が燦さん々さんと照りつけ、周りは沢山の人々が行き交う中、我は必死に目をキョロキョロとさせていた。が、先ほどまで一緒にいたはずの母はどこにもいない。

「……どうしよう」

　このままだと我は天界に戻れなくなってしまうのだが。

　下手したらずっと見知らぬ地上で一人。……それは非常に困るのだ。




「おい、大丈夫か？」




　不安になっていると、誰かから声を掛けられてしまった。

　振り向くと、年齢は我と同じくらいの少年だった。

　学生なのか、どこかの学校の制服を着ている。

　ちなみに今の我は黒髪のウィッグとカラーコンタクトを着けて変装をしているので、周りから浮いた感じにはなってないはずなのだ。

「何かあったのか？　何もないなら俺はこのまま帰るけど……」

「その……母とはぐれて迷子になったのだ」

「…………」

　突然、少年が無言になってしまった。……恥ずかしい。

「……はぁ、わかった。じゃあ俺が一緒にお前の母親を探してやる」

「よ、良いのか！」

「あぁ、別に家帰ったってやることないしな」

　なんて優しいのだ、この少年は。こんな我に救いの手を差し伸べてくれるなんて……。

「お前、名前は？」

　感動していると、唐突に少年から訊きかれた。

　少年は優しい……が、母から容易に本名を名乗るなと言われているのだ。

　ここは彼には申し訳ないが偽りの名前を使うことにしよう。

「そ、その……つ、月つき野の！　月野アルテミスだ！」

「なんかすげぇ名前だな。……じゃあ月野。早速お前の母親を探しに行くぞ」

　そう言って少年が歩き出すと、我は置いて行かれないよう彼の隣をキープする。

　もしまた一人になったら、一生迷子のままになってしまうかもしれないのでな。

「まずは今日お前が行った場所を教えてくれ。もしかしたらお前の母親もお前を探して今まで立ち寄ったところに戻ってきてるかもしれないからな」

「う、うむ」

　どうやら少年は本気で我の母を探してくれるらしい。……やはり優しいのだな。

「そういえばお前の名前は何と言うのだ？」

　気になって隣を歩く少年に訊たずねた。我だけ名乗って少年は名乗ってないからな。

「俺か？　俺は桐きり島しま優ゆう吾ごだ」

「なるほど。優吾か」

「呼び捨てかよ」

　少年はまたどこか呆あきれたような顔をしていた。そんな彼を見て、何な故ぜかはわからないが自然と口元が緩んでしまう。このフワフワした感じ……悪くないのだ。

　こうして我は優ゆう吾ごと我の母を探すことになった。







「全然見つからないな。なんかすまん」

　我と優吾は市街地近くの河川敷にいた。

　茜あかね色いろの光に照らされながら二人で並んでベンチに座っているのだが、空気はすごく重い。

　というのも、二人で何十分も我の母を探したのだが一向に見つかる気配がない。通りすがりの人や商店街の店員などに母の特徴を言って母のことを訊たずねても「知らない」としか返ってこなかった

「な、なぜ優吾が謝るのだ。優吾は我……じゃなくて、私のためにわざわざ一緒に母を探してくれているというのに。優吾は全く悪くないぞ」

「そっか。そう言われると少し気が楽になった」

　優吾がほっと息をついた。そんな彼を見て我もなんだか安心した。

「くちゅん」

　陽ひも落ちて気温が低くなってしまったせいか、くしゃみをしてしまった。

「寒いのか？」

「そ、そんなことはない」

　そう強がってはみたが、我の格好は肌の露出が多く正直に言って寒い。

　でも優吾に我のことを心配させるわけには……。

「ほらよ」

　と思っていたのだが、優吾はサッと我の肩に上着を掛けてくれた。

　しかも自分が着ていた上着だ。

「こんなことをしたら優吾が……」

「気にすんなって。それに俺は暑がりだからこれくらいが丁度いい」

　優吾はそう言ってはいるが、視線を落とすと彼の膝は少しだけ震えていた。

　きっと彼も寒いのだ。それなのに我のために上着を掛けてくれて……。

「っ！」

　その瞬間、我の胸が少しだけ締め付けられたような気がした。

　でもそんなに悪い感じがしない。むしろ心地良い。

「優吾、もうお前は帰って良いぞ。あとは我一人だけで探すのだ」

　そう言って我はしょんぼりする。

「あのな、そんないかにも一人じゃ寂しいみたいな雰囲気を出しておいて置いていけるわけないだろ」

「で、でも……」

　正直、地上については右も左もわからないので優ゆう吾ごが一緒にいてくれるのは心強い。

　……しかし、我には一つだけ疑問があった。

「優吾、どうして我にここまで優しくしてくれるのだ？」

　彼は優しい少年だ。それはまだ半日しか一緒に過ごしていない我にでもよくわかる。

　だが、さすがにこれは優しすぎではなかろうか。

　何か理由や動機がないとおかしい気がしなくもないのだが……。

「そうだな……まあ正直に言うと、気晴らしだな」

「気晴らし？」

「あぁ……実は今日放課後に友達とゲーセンで遊ぶ予定だったんだ。でも突然全員に断られちまった」

「そうなのか。……それはなぜだ？」

「みんな彼女とデートをするらしい。それで彼女がいない俺は一人でぶらぶら街を歩いていたわけだ」

　なるほど。そうしてぶらぶら歩いている最中、迷子になっている我を見つけたと。

「でも別に友達が悪いわけじゃない。同級生より彼女を優先するのは当たり前だと思うし……それより問題なのは俺なんだ」

　それから少し経たったあと。優吾は緊張しているのか一つ深呼吸をしてからこう言った。

「俺はな、今まで一回も誰かを好きになったことがないんだ」

「……今まで一回も」

　優吾はおそらく我と同じくらいの年齢だろう。

　だとしたら生まれて十三～十四年間は恋をしていないことになるということ。

　これはそこまで珍しいことでもないだろうが、かといってそんなに多いことでもないだろう。実際、我も未いまだに恋とかしたことがないし。

　そしてここでようやくわかった。

　優吾は友達に約束を断られたことで、今まで自分が恋をしたことがないことを改めて実感させられてしまった。その気晴らしに迷子の我のことを助けようとしたのだ。

「だから俺は放課後にデートとかに行くやつらが純粋に羨ましい。何なら片思いしているやつもな。だって好きって感情を知ってるんだから」

　優吾は少し顔を下へ向けて、寂しげな表情を浮かべる。

　そんな彼を見ると、胸の辺りがチクリとした。

　だから我は……。

「ではもし優吾が初めて恋をした時は、その恋は私が応援をしてやろう」

　我が宣言すると、優吾は一瞬キョトンとする。その後、彼は急に笑い出した。

「な、なぜ笑うのだ。私は真剣に言ったのだぞ」

「いやだって、急に何を言い出すのかと思ったら、まさかの上から目線で応援宣言って」

「べ、別に良いではないか。言っておくがな私が応援するのはすごいことなのだぞ」

　我はラブコメの神様なのだ。きっと優ゆう吾ごの恋を全力でサポートができる。だというのに、彼はそのことを全くわかっていない。

　まあ我がラブコメの神様であることを知らないからなのだけれど。

「でもまあ頼むよ。もし俺が恋をしたらその時はよろしく」

「うむ、頼まれたのだ」

「まあ具体的にどう応援するかはよくわからないけどな」

　からかうように言ってきたので、我はポカポカと優吾の体を叩たたいた。

　まったくもう。ラブコメの神様を馬鹿にし過ぎなのだ。

　冗談っぽく言う優吾だったが、我はそうするつもりだった。

　今回は今日でもう天界に帰ってしまうが、三年後、我はまた地上に戻ってくる。

　その時もし優吾が恋をしていたら、絶対に我は優吾の恋を応援しよう。

「うん！　絶対応援するのだ！」

　そう宣言して、我は目一杯の笑顔を優吾へと向けた。

　我は思う。きっとこの時にはもう我は優吾に恋をしてしまっていたのだろう。
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　七月の初旬。もうすぐ夏休みを迎えるというこの時期。

　今日も今日とて俺は天てん真しんに告白しようとしていた。

「良い天気だねぇ」

　快晴の空の下。中庭のベンチに座っていると隣に座っている天真が空を眺めながらそんな言葉を零こぼした。

　なんかお年寄りみたいなことを言っているけど、彼女の可愛かわいさは相変わらずハンパない。永遠に眺めてられるわ。

「どうしたの？　急にぼーっとしちゃって」

「えっ、いや別に何でもないぞ」

　天真が不思議そうに顔を覗のぞき込んでくるが、俺は平静を装いながら答える。

　いかんいかん。天真のあまりの可愛さに思わず見み惚ほれてしまっていた。

　しっかりしろ、俺。これから俺にはやるべきことがあるんだから。

「ほんとかなぁ？　もしかしてえっちなことでも考えてた？」

「男子高校生はそんな頻繁にえっちなことは考えたりしないから」

　必死に否定すると、天てん真しんはクスクスと笑う。

　いつも通りからかわれてるな。まあ楽しいから良いんだけど。

「じゃあ一緒に絵描こっか」

　天真はそう言うと、にこりと笑った。

　今は美術の授業中。授業内容は学内にある物を自由にスケッチするというものだ。

　そんな中、いまから俺は天真に告白する。何な故ぜ授業時間に告白をするのかというと、もちろん今までの告白を悉ことごとく邪魔しているラブコメの神様──月つき宮みやアテナからの告白の妨害を阻止しつつ告白をするためだ。

　これまで俺は明らかに告白しそうなシチュエーションで天真に告白しては、月宮の神様の力によって失敗させられていた。

　そこで俺は考えたのだ。ならば一見告白しなさそうなシチュエーションで、敢あえて告白をすれば月宮の不意を突けて告白が成功するのではないかと。

　というわけで、俺は美術の授業中に一緒にスケッチするという名目で授業が始まってすぐに天真を中庭に連れてきたのだ。

　天真を誘った時は断られることも十分に危惧していたが、意外とあっさりオーケーしてくれた。ぶっちゃけかなり嬉うれしかった。

　まあその代わりに天真を誘った時の男子からの視線は凄すさまじかったが。完全に殺意の目を俺に向けていた。正直、めちゃくちゃ恐こわかった。チビるかと思った。

　それから俺は一旦辺りを見回す。

　授業が始まって間もないからか、この場にいるクラスメイトは少ない。

　ちなみに月宮だが、あいつは授業開始直後にクラスメイトの女子たちから絵のモデルになって欲しいと頼まれてそのまま強引に連行されていった。

　何でもこの美術の授業は人のスケッチもアリらしいからな。

　文化祭でメイド服を披露して以降、月宮はクラスの一部の女子たちから「アテナちゃん可愛かわいい！」という感じで妙に人気が出ている。

　まあ確かに可愛いというのはわかる。性格は子供みたいだけどな。

「じゃああれにしよっかなぁ」

　男子たちの反応を思い返していると、隣の天真からそんな声が聞こえた。

　どうやらスケッチする絵が決まったらしい。たぶん中庭に生えている大きな木だろう。

　今はもう緑葉が生い茂っているが、春は桜が満開に咲いて綺き麗れいだった。

「ふふーん！」

　鼻歌混じりに手持ちのスケッチブックに大木をスケッチしていく天真。いけないと思いながらも、ちょっと気になって覗のぞいてみると、もう既に大木の五割ほどが描かれていて彼女の絵はかなり上う手まかった。美術部とかにいても不思議じゃないレベルだ。

「天てん真しんって絵描くのが得意なんだな」

「得意かどうかはわからないけど、好きではあるかなぁ。小さい頃からよくお絵かきとかしてたからね」

　天真の小さい頃か。子供の頃の天真はそれはもうさぞかし可愛かわいかったんだろうな。

　めっちゃ見てみてぇ。

「それよりも優ゆう吾ごくん。他人の絵を覗のぞき見ちゃうなんてえっちだね」

　一人勝手に幼少時の天真を妄想していると、不意にからかうように言われた。

「す、すまん。つい気になって」

「ふーん。ひまりのことが気になるんだ」

「そういう言い方をされると別の意味に聞こえるんだが」

「じゃあひまりのことは気にならないの？」

「そ、それは……」

　思わず言葉に詰まってしまう俺。そりゃ気になるに決まってる。

　特に恋愛事情とか超気になる。もし好きな人とかいたら俺はショックで死んじゃいます。

「ひまりは気になるけどなぁ。優吾くんのこと」

「えっ」

　驚いて思わず隣に目をやると、天真はスケッチブックに視線を向けたままスケッチを続けていた。

　聞き間違いか？と一瞬思ったが、よく見ると彼女の横顔はほんのりと朱に染まっていた。

　どうやら先ほどの言葉は聞き間違いではなかったっぽい。

　これは……そういうことなんだろうか。

　まあ気になるっていうのにも色々あるからな。もしかしたら勘違いかもしれない。

　でも、もし『気になる』っていうのが俺が想像している通りの意味なら、これは告白するチャンスなのでは。

「よし」

　天真に聞こえないように小さく呟つぶやく。

　今から天真に告白しよう。というか、元々そのために天真を中庭に連れてきたんだしな。

　あと一週間も経たてば学校は夏休みに入る。夏休み前、もしくは夏休み中に天真に告白して成功すれば、きっと人生で最高の夏休みが送れること間違いなしだ。

　ところで今回俺は直接、天真に告白はしない。周りの人が少ないとはいえ、公開告白とか天真に迷惑だろうし、あとフツーに俺が恥ずかしい。

　ならどうやって告白するのかというと、手元にあるスケッチブックを使うのだ。

　本来ならスケッチするためのものなのだが、これに告白する言葉を書いてサラッと天真に見せる。

　これなら周りの生徒にバレずに告白が出来るし、ちょっとスマートな告白で天てん真しんの心もキュンとさせることが出来るはず……たぶん。

　それから俺はとりあえずスケッチブックに告白の言葉を書いた。

　内容は『お前のことが好きだ！　付き合ってくれ！』

　至ってフツーだ。カッコいいことでも書いてみようと暫しばし考えたが、全く思いつかなかった。そもそも俺自身がカッコよくないんだから当たり前だよな。

「ふぅ……」

　俺は小さく深呼吸する。

　やはり告白する瞬間は毎回緊張するな。幾ら告白しても慣れることがない。

　まあ厳密には月つき宮みやのせいで天真には一度も告白が出来たことはないんだが。

　だが残念だったな、月宮。今日、俺は絶対に天真に告白するぞ。

　さすがのお前も授業中に告白するとは思ってもないだろう。

　今まで告白に失敗すること二十六回。散々告白を邪魔されてきたが、今回でそれも終わりだ。必ず天真に自分の想おもいを届けてあわよくばカップルになってやる。

　そう自身を鼓舞したあと、俺は告白するべく天真に声を掛けた。

「なあ天真。ちょっといいか？」

「ん？　なにかな？」

　一旦スケッチブックを膝元に置いて、天真はこちらに顔を向ける。

　そんな彼女に俺は緊張しながらも告白の言葉が書かれたスケッチブックを開いて見せた。

　今のところ特に異変はない。このまま無事天真に俺の気持ちが伝わってくれ。

　そう願いながら、俺は天真の反応を見るために隣に視線を移した。




「な、なるほど。優ゆう吾ごはそんなに我のことが好きだったのか」




　だがしかし──目の前にいたのは天真ではなく何な故ぜか月宮だった。

　しかも彼女はスケッチブックを眺めながら顔を真っ赤にしている。

「んなわけねぇだろ！」

　思いっきり吠ほえたあと、俺は頭を抱えた。

　天真に告白するつもりがまさかこいつに告白してしまうなんて。最悪だ。

「何でお前がここにいるんだよ！　つーか、天真はどこに行ったんだ？」

　苛いら立だちながら訊たずねる。

　でも、大体のことは分かっているけどな。

　どうせいつもみたいに神様の力とやらで色々とやったに違いない。

「優吾が告白しようとしていたので、その前に我と天真陽ひ毬まりの位置を交換したのだ」

「位置を交換？」

「うむ。あの女は今頃屋上にいるだろう。先ほどまで我はそこにいたのでな」

　月つき宮みやは胸を逸そらしてなぜか自慢げに説明する。世の男共が見たらきっと絶景だろう。

　つまり屋上にいた月宮と天てん真しんの位置を入れ替えたから、こいつは今ここにいるってことか。そして俺はまた月宮に告白を邪魔されたと。

「余計なことをしやがって」

「よ、余計ではないぞ！　優ゆう吾ごが天真陽ひ毬まりに告白をしたら我が困るのだ！」

「そんなこと知るか！」

　ちくしょう。授業中に告白してもダメだったか。

　これで俺が告白に失敗した回数は二十七回。……もうそろそろ三十回いっちゃうんだが。

　一体どうやったらこいつに邪魔されずに天真に告白出来るんだよ。

「そういやお前、クラスメイトから絵のモデルを頼まれていたんじゃないのか？」

「あれは途中で逃げてきたのだ」

「逃げるなよ」

　せっかくクラスメイトと仲良くするチャンスだったっていうのに。

「だって我が目を離したら優吾はすぐに告白しようとするんだもん」

「別にいいだろ」
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　というか、俺としてはそろそろ告白をさせて欲しいんだが。

「念のため訊きいておくが、屋上にはお前以外誰もいなかったんだよな？　もし誰かいたらお前と天てん真しんが入れ替わったことがバレて面倒くさいことになるぞ」

「それは大丈夫なのだ。我が女子たちから逃げてきた時は屋上には誰もいなかったからな」

　ポン！と胸を叩たたく月つき宮みや。本当に大丈夫なんだろうな。

　まあ心配してもこいつを信じるしかないんだが。

「それよりも優ゆう吾ごよ。この告白なのだが……」

　そう言いながら、月宮は恥ずかしそうに俺のスケッチブックを指さすと、

「我は優吾と付き合うぞ」

「アホか」

　即座に月宮の頭にチョップしてやった。

　すると彼女は「痛いのだぁ」と頭を押さえる。

「この告白はあくまでも天真に向けたものであって、お前に向けたものじゃねぇ」

「でも『お前のことが好きだ！』と書いているぞ」

「その『お前』はお前じゃねぇ」

　と言っているのに、月宮は「でも……」と食い下がってくる。

　何が何でも俺の彼女になろうとしてくるな。

「とにかくその告白はお前宛てじゃないから。良いな？」

「むぅ……よくない」

「しつこいな!?」

　そう言っても、必死に俺の彼女になろうとしてくる月宮。

　仮にも神様だというのに、ほんと我わが儘ままなやつだな。

　まあ今となっては慣れて来たから良いんだが……いや良くねぇな。

　そんなことを思いながら、俺は大きく溜ため息いきをついた。







「優吾、そろそろ夏休みなのだ」

　美術の授業後。教室に戻るために廊下を歩いていると、急に隣から月宮がそう言ってきた。

　ニコニコして無邪気なやつだな。こっちはお前に告白を邪魔されて最悪の気分だってのに。しかも美術の時間はこいつと二人きりで過ごす羽目になるし。もう嫌だ。

　月宮の神様の力で屋上に飛ばされた天真だが、その後月宮に絵のモデルを頼んでいた女子たちに捕まって今度は彼女が絵のモデルになってあげたらしい。

　美術の授業が終わった直後に天てん真しんから「一緒に絵描けなくてごめんねぇ」と謝られてから事情を説明された。

　ちなみに屋上に飛ばされた件は、天真は何とも思ってないように見えた。

　たぶんいつものおかしな現象がまた起きたと思っているんだろう。

「夏休み、優ゆう吾ごは予定とかはあるのか？」

　月つき宮みやは瞳をキラキラさせながら興味津しん々しんといった感じで質問してくる。

「そうだな。夏休みは天真とどっか遊びに行きたいな」

「なるほど。予定はないわけだな」

「お前な……」

　厳密にいえば予定はないのかもしれないけど、そうハッキリと言うもんじゃない。

　こいつにはデリカシーというものがないのか。

「では優吾。夏休みは毎日我とデートしよう」

「断る」

「なんだと!?」

　そんなまさか!?みたいな顔されても困るんだが。

　つーか、どうして俺が月宮と夏休みに毎日デートすることを承諾すると思ったのか、逆に訊きいてみたいわ。

「俺はこの夏休みで天真との距離を縮めて、告白して、出来るなら付き合いたいんだ。お前に構っている暇なんて一秒たりともないんだよ」

「むぅ……優吾はまだ天真陽ひ毬まりのことが好きなのか」

「そりゃそうだろ」

「そろそろ我に気持ちが移っても良い頃だと思うのだがな」

「そんなことは天地がひっくり返ってもないから安心しろ」

　俺の言葉に、月宮はぷくっと頬ほおを膨らませた。

「ふんっ。別に良いのだ。我にはとっておきの策があるからな」

　得意げに語る月宮。

　何か策士っぽいこと言ってるけど、ポンコツな月宮が言うことだ。気にするだけ無駄だな。

「むむっ、その顔は我の言葉を全く信じていないな？」

「その通りだけど、なにか？」

「ふふっ優吾よ、時に油断は命取りになるのだぞ」

「はいはい」

　適当に言葉を返すと、怒ったのか月宮はポカポカと叩たたいてきた。

　やめろ。どんだけ構って欲しいんだよ。







　午前の授業が終わり昼休みを迎えた。

　普段は千歳ちとせと昼食をとっているのだが、本日彼女はソフトボール部の大会に出ているので学校にはいない。

　何でも大会は順調に勝ち上がっており、今日が三回戦らしい。

　たしか春先の大会は三回戦で負けてしまったと言っていたので、今回はぜひとも突破して欲しいものだ。

　まあそんなわけで俺は屋上で一人寂しく昼飯を食べようとしていたのだが。

「優ゆう吾ごさん！　お昼ご飯ですわ！」

　傍かたわらで元気な声を上げているのはルナだ。ベンチに座っている彼女の膝元には小さくて可愛かわいらしいデザインのお弁当箱が置かれている。

　とまあこの通り、今日はルナと一緒に昼休みを過ごすことになった。廊下を一人で歩いている最中たまたまルナと遭遇すると、彼女に誘われて一緒に昼食を食べることになったのだ。

　ちなみに月つき宮みやは何かやることがあると言ってどっかへ行ってしまった。

　……いつもこうだったら良いのにな。

「なあルナ。昼飯を一緒に食べる相手が俺で良かったのか？　友達と約束してたんじゃ……」

「良いのですわ。わたくしは優吾さんの告白の協力者ですから」

「それとこれとは関係ないと思うが……」

「そ、それに前々からわたくしは優吾さんと一緒にお昼ご飯を食べたかったんですの」

　ルナは顔を少し赤くして、身体からだをモジモジとさせながら呟つぶやいた。

「えっ、そうなのか？」

「はいですわ。だってアテナやユノが優吾さんと一緒にお昼ご飯を食べたことがあるのに、

　わたくしだけ経験がないなんて不公平ですの」

　一体何が不公平なのか。とツッコもうとしたが、止やめた。

　ルナはぼっち飯をしかけていた俺を救ってくれたのだ。

　そんな彼女に余計なことを言って気分を悪くさせたくはない。

「そういえば優吾さん。今回の天てん真しんさんへの告白はどうでしたの？」

「あぁそれな。また失敗だったよ」

　ルナには今日の告白のことは事前に伝えている。

　彼女は俺の告白の協力者だからな。前もって話すのは当然だ。

「そうでしたの……」

　失敗の報告を受けて、ルナは悲しそうな瞳で顔を俯うつむかせる。

「そんな顔するなって。別にいつものことだろ？」

「そうかもしれませんが、わたくしは優ゆう吾ごさんに恋を叶かなえて欲しいのですわ」

　真剣なルナの表情を見て、ちょっとうるっと来てしまった。

　そんなに俺のことを想おもってくれてるなんて。ルナは優しいやつだな。

　同じラブコメの神様の月つき宮みややユノにも見習ってもらいたいもんだ。

「一体どうすれば優吾さんは天てん真しんさんに告白出来るのでしょうか」

「それは未いまだに俺にもよくわからん」

　というかそんなのがわかっていたら、今頃天真と付き合ってラブラブイチャイチャしている……かもしれない。

　もしくは振られて……いや振られた時のことを考えるのは止やめよう。精神衛生上良くないからな。

　ところで最近、ルナとは協力して告白をしていない。いや正確に言えばルナが協力するのを遠慮しているって感じだな。

　俺としてはルナと一緒に彼女の神様の力を使って天真に気持ちを伝えたいのだが、彼女の方が「優吾さんの迷惑になりますから」と言うので、告白の場面できちんと神様の力を使えるようになるまでは彼女の神様の力を使って告白はしないと二人の間で決めたのだ。

　その代わり、ルナからは新しく思いついた告白の方法があればそれを使ってどんどん告白をしてくださいとも言われている。

　だから今朝俺は一人で告白をしようとしていたわけだ。

「まあもうすぐ夏休みに入るし、とりあえず天真をデートに誘わなくちゃな」

　夏休みは男女の距離をグッと縮めることが出来る期間だ。

　この好機を逃すわけにはいかない。

　月宮の妨害を阻止する方法はデートの予定を立ててから考えればいいだろう。

「でしたら、優吾さんは天真さんと二人きりで海へデートに行くのが良いと思いますわ！」

「二人きりで海!?」

　サラッと放たれた言葉に動揺していると、ルナは楽しげにうんうんと頷うなずいた。

「はいですわ！　そして海の景色をバックに天真さんに告白しますの！」

　海をバックに告白か。ロマンチックで良いかもしれない。

　まあ告白が出来たらの話だけどな。

「恋人同士でもないのに二人きりで海って引かれたりしないのか？」

「大丈夫ですわ！」

　ルナはそう言い切るが、正直物もの凄すごく不安だ。

「でも告白する方法がなぁ……」

「それならわたくしに考えがありますわ」

　悩ましい声を出していると、ルナが自信ありげな声音で返した。

「アテナを海でたくさん遊ばせるのですわ」

「？　月つき宮みやを海でたくさん遊ばせたら何かあるのか？」

　ただあいつが喜ぶだけな気がするけど。

「そうしたらアテナはきっと疲れて寝てしまうと思いますの。先日、国立公園に行った時のように」

　ルナはそう話した。

　文化祭前、ルナの神様の力を練習するために国立公園に行ったんだが、帰り際になったら疲れて眠ってしまったのだ。

　おかげで俺は帰り道の途中まで月宮をおんぶすることになったことは今でも忘れていない。

「その隙に優ゆう吾ごさんが天てん真しんさんに告白をするのですわ」

「なるほど」

　月宮が疲れて眠っている時を狙って告白する。

　それなら彼女に邪魔されずに天真に想おもいを伝えられるかもしれないな。

「優吾さん、どうでしょうか？」

　ルナはこちらを窺うかがうような瞳で訊たずねてくる。

　さっきから俺が渋い反応をしているせいだろう。

「海か……」

　海と言えば水着だ。

　もし天真と海へ行ければ、彼女の水着姿を拝むことが出来るだろう。

　果たして好きな人の水着を見たくない男子高校生なんてこの世にいるだろうか。

　答えは否いなだ。

　だとしたら今から俺がすべき行動はただ一つ。

「天真を海に誘うか」

「っ！　良いんですの？」

　断られると思っていたのか、ルナが綺き麗れいな瞳をぱちくりとさせる。

「あぁ。せっかくのルナからの提案だし」

　それに好きな人の水着には誰も抗あらがうことはできないからな。

「でしたらわたくしが優吾さんと天真さんのデートに相応ふさわしい海水浴場をお探ししますわ！」

「それは助かるな。でもルナばっかりに頼るわけにもいかないから俺も一緒に探すよ」

　張り切り過ぎるルナを落ち着かせるために、彼女の頭にポンと手を乗せて言葉を返した。

　っていかん。またルナの頭を撫なでてしまった。

　ルナって年下だからか何か自然と頭撫でちゃうんだよな。

　前に撫でた時は別に嫌がられなかったけど、今回は大丈夫だろうか。

「わ、わかりましたわ。その……一緒に探しますの」

　ルナは頬ほおに朱を差しながら答えた。

　たぶん嫌がってはいないと思う。恥ずかしがってはいるかもしれないけど。

　それから俺とルナは一緒に昼食をとりながら、スマホを使って天てん真しんとデートに行くための海水浴場を探した。

　ルナと一緒に昼食を食べたのは初めてだったが、普通に楽しい時間だったな。

　頑張ってスマホで海水浴場を調べているルナを眺めながら、そう思った俺だった。







「天真、ちょっといいか？」

　放課後。部活やら委員会やら帰宅やらでクラスメイトが続々と教室を後にする中、俺は帰り支度をしていた天真に声を掛けた。

　昼休みにルナと話した通り、早速彼女を海へ誘うためだ。

　なお海水浴場は昼休みにルナと一緒に良い感じのスポットを見つけたので問題ない。

「どうしたの優ゆう吾ごくん？」

　きょとんとした顔で訊たずねてくる天真。何気ない仕草なのに可愛かわいいすぎる。

「話があるんだ。少し時間あるか？」

　そう訊きくと、天真は暫しばし考えてから「大丈夫だよ」と答えてくれた。

　教室には既に誰もいない。月つき宮みやもだ。さっきまでは「一緒に帰るのだ」とうるさかったが、ユノがお前に大切な話があると言って探していたぞ、と伝えたら一人でユノを探しに行った。……まあもちろん嘘うそなんだけど。

「それで話って何かな？」

　肩に掛けていたスクールバッグを一旦机の上に置いて、天真は訊ねてくる。

　あとはこのまま彼女を海へ誘えば良いんだが……これってハードル高くないか？　恋人でもない異性を海に誘うって、どんな感じで誘えばいいんだよ。

「優吾くん？」

　俺の様子がおかしいと思ったのか、天真は不思議そうな表情でこちらを見つめてくる。

「そ、その……天真は夏休みに予定とか入っているのか？」

　黙ったままだと良くないので、ひとまずそう訊ねた。

　いきなり海に誘うのは相手にも迷惑がかかるかもしれないからな。段階を踏んで質問をしていこう。べ、別にビビったわけじゃないよ？

「それがね、ひまりのお父さんとお母さんが福引で海外旅行を当ててね、夏休みの間はほとんどそれに行くことになったんだぁ」

「えっ、そうなの？」

　訊きくと、天てん真しんはこくりと頷うなずいた。

　まじかよ。ってことは、もしかして夏休み中、天真とは遊べないってことか。

　そして当然、昼休みにルナと立てた計画も全て水の泡に……。

　天真のご両親、何てタイミングで海外旅行を当ててくれちゃってんの。

　まあ良い事なんだけども。

「一日も空いている日とかないのか？」

「あのね、さっきまでは一日だけ空いている日があったんだよ」

　天真は言うと、「だけど」と付け加えて続けた。

「昼休みにアテナちゃんに自分の家に遊びに来ないか？って訊かれたから行くって答えちゃった」

　お茶ちや目めに舌を出した天真が話した内容に、俺は耳を疑った。

　月つき宮みやが天真を自宅に遊びに来るように誘うだと？

　いやいやあり得ないだろ。

　だってあいつ天真のことめっちゃ敵視してるし。

　……でも月宮は昼休みに何かやることがあるって言ってたんだよな。

　それは天真と夏休みに遊ぶ約束をすることだったのか？

「っ！」

　ふとある考えが過よぎった。

　もしやこれは全部月宮が仕組んだことなんじゃないか？

　天真の両親が海外旅行を当てたことも、そのせいで天真の夏休みの予定が全て埋まってしまっていることも。

　目的はもちろん俺と天真が夏休み中に遊べないようにするため。

　きっと月宮はラブコメの神様の力を使って天真の両親に海外旅行を当てさせたのだろう。

　それで天真の夏休みの予定をほとんど埋めたけど、一日だけ空いている日が出来てしまったからやむを得ず自ら天真を遊びに誘った。

　これなら月宮がわざわざ敵視している天真を自宅に招くのも納得ができる。

「あっ、もうこんな時間だ。お母さんからお買い物を頼まれてるからそろそろ行くね」

　天真はそう告げると、ニコッと笑ってから教室をあとにした。

　去り際も超絶可愛かわいいな。……ってそんなこと思ってる場合じゃなかった。

　結局、天真を海に誘えなかったじゃないか。それどころか遊ぶ約束すらできなかった。

　……どうしよう。




「優ゆう吾ご！　我を騙だましたな！」




　頭を抱えていると、バン！と扉が開く音が響いた。月つき宮みやの登場だ。

「学校中を探したがユノはどこにもいなかったのだ！」

　月宮はぷんすか怒りながらこちらに近寄ってくる。

　いや学校中探す前に気づけよ。

「そんなことよりも月宮。お前に訊ききたいことがあるんだが……」

「むっ、我は怒っているのだぞ」

　月宮は少しふてくされたように口にする。

「お前、夏休み中に天てん真しんとお前ん家ちで遊ぶ約束をしたらしいな」

　だが俺が構わず訊たずねると、月宮は蒼あおい瞳を見開いたあとそのまま左右へオロオロと泳がし始めた。

「な、何のことだ？　わ、我はそんなこと全く知らないが」

「嘘うそつけ。さっき天真から聞いたんだよ。昼休みにお前から自宅で遊ぼうって誘われたってな」

　言うと、月宮はビクッと肩を震わせる。

　そんな彼女に俺は続けざまに言葉を重ねた。

「お前、天真の両親に海外旅行を当てさせたろ？」

「さ、さあ？　そ、それも我は全く知らないな」

　月宮はつっかえながら明らかに挙動不審で答える。

　この反応、やっぱりこいつが天真の両親に海外旅行を当てさせて俺と天真を夏休み中に遊べなくしたんだな。

　でもどうやら月宮は自分がやったことを認めるつもりはないらしい。

　良いだろう。そっちがそういう態度を取るならこっちは意地でも吐かせてやる。

「残念だな。お前が正直に話してくれたら俺は夏休み中にお前の家に遊びに行っても良いと思っていたんだが」

「なんと！　それは本当か！」

　月宮はぐいっと顔を近づけて食いついてくると、俺は「あぁ」と首を縦に振った。

　すると、月宮はぐぬぬと葛藤している表情を見せてから、

「わ、我が天真陽ひ毬まりの両親に海外旅行を当てさせたのだ！」

　そうあっさりと白状した。

　作戦成功だな。自ら餌となることによって月宮に本当のことを自白させてやったわ。

「それって俺と天真を夏休み中に一日たりとも遊ばせないようにするためだろ？　お前、やることエグイな」

「ほ、ほら！　我は本当のことを言ったのだ！　これで優ゆう吾ごは」

　俺の言葉をスルーして、月つき宮みやはたわわな胸を揺らしながら訴えてくる。

　だがこいつはまだ気づいていない。

　たしかに俺は月宮の家に行くとは言ったが、いつでも行くとは一言も言っていないのだ。

「別にいいぞ、月宮の家に行っても。……ただし、天てん真しんが遊びに行く時と同じ日だったらな」

「な、なんだと!?」

　月宮は前半の言葉を聞いて至極嬉うれしそうな表情を浮かべたが、後半の言葉を聞くとそんなこと聞いていないと言わんばかりに声を上げた。

「それだと優吾が天真陽ひ毬まりと会ってしまうではないか！」

「会っていいだろ。むしろ会わせろ」

「それは嫌なのだ」

「そうか。なら俺は月宮の家には遊びに行かないぞ」

「それも嫌なのだ！」

　月宮は吠ほえるが、俺はこの条件を全く譲る気はない。

　だって天真がいないのに月宮の家に行ったって全く意味がないからな。

　というか危険だ。

　最近、月宮のスキンシップは段々と過激になっているし、そんな中相手のフィールドである月宮の自宅で彼女と二人きりにでもなってみろ。もう嫌な予感しかしない。

「とにかく俺は天真が行く日じゃないとお前の家には行かないからな」

「むぅ、優吾のスケベ」

「なんでここでスケベ呼ばわりされるんだ!?」

　そう反論するが、月宮は「どうせ天真陽毬と我の家でエッチなことをしようと考えているに違いない」とか呟つぶやいている。全部丸聞こえなんだが。

　つーか、誰がお前ん家ちで天真とエッチなことなんてするか。

　そもそも俺はまだ天真とは恋人でも何でもないのにエッチなことなんてするわけないだろ。

「さあどうする？　もう一度言うが天真が遊びに行く日だったら俺は月宮の家に行く。でもそれ以外の日なら俺はお前の家には遊びに行かないぞ」

　俺の言葉に、月宮は顎に手を当ててうーんと考える。

「……わかったのだ。天真陽毬が来る日と同じでいいから優吾には我の家に来てほしいのだ」

「決まりだな」

　俺は心の中でガッツポーズをした。

　今言ったら後付けっぽく聞こえてしまうかもしれないけど、月つき宮みやの家に行くと彼女に言った時からこうなるところまで事前に俺は計算していた。

　最後の二択は月宮次第だったわけだけど、こいつは多少不利益があっても自分の欲望に従うタイプだからな。きっと俺が月宮の家に行く方を選ぶと思っていた。

　よしいいぞ。これで俺は一日だけだけど天てん真しんと遊ぶことが出来る。

　まあ場所が場所なだけに月宮とかユノとかいらんものが付いてきてしまうが。

「ふんっ、別に良いのだ。どうせ我の家なら優ゆう吾ごは天真陽ひ毬まりに告白なんて出来ないだろうし、我は優吾との距離を縮められるし、良い事尽ずくめなのだ」

　うんうんと自分の言葉に頷うなずく月宮。

　月宮の家に行ったからってお前と俺の距離は縮まらないとは思うけどな。

　彼女は自分の家では俺が告白が出来ないと思っているっぽいが、俺はそうは考えていない。

　むしろ今朝の告白の時の考えと同じように、月宮が油断している時こそ天真に告白出来る最大のチャンスだ。

　まあ今朝は失敗をしてしまったが、この考えは間違っていない気がする。

　それに月宮の家に行く日に告白が出来なかったら、夏休みの間天真には一度も告白が出来なくなってしまうだろう。

　その隙に万が一にも天真に海外旅行で彼氏が出来てしまったら、俺はショックで立ち直れなくなっちゃう。

　だから俺は少なくとも悔いが残らないように、月宮の家に行く日に告白をしたい。

　……まだ告白する方法とかは全く思いついていないけど。

「ふっふっふ、優吾が我の家に来たらあんなことやこんなことをしてやるのだ」

　何やら月宮が企たくらんでいるようだが、ポンコツなこいつのことだ。特に気にする必要もない。

　それよりも俺は月宮の家に行く日までに天真に告白する方法を考えなくては。

　そして絶対に告白を成功させてみせる。
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　月つき宮みやの家に遊びに行くことになった日から一週間が経過して夏休みを迎えた。

　そして初日の今日、俺はいま約束通り月宮の家の前に来ていた。

「なんだこれ……」

　目の前の光景に俺は驚きよう愕がくした。ハッキリ言うと月宮の家は豪邸だった。周りの家と比べても三倍くらい大きい。外観も綺き麗れいでいかにも金持ちが住んでいそうな家だ。

　なんでこんな家に住んでいるんだ。やっぱり神様だからか？

「おぉ。これがアテナちゃん家ちなんだねぇ」

　隣では天てん真しんがそう零こぼしていた。

　彼女とは月宮の家に向かう途中でたまたま会って、そのまま一緒にここまで来たのだ。

　道中、天真と何度も話すことが出来てかなり楽しかった。出来るならこのまま月宮の家になんか行かずに二人きりでどっかに遊びに行きたいと思うくらい。

　……はぁ。なんで俺、月宮の家になんか来てるんだろ。

「でもまさか優ゆう吾ごくんもアテナちゃんと遊ぶ約束をしてたなんてね」

　そんなことを思っていたら、横から可愛かわいらしい笑顔を向けられた。

「お、おう」

　急にひまりんスマイルを見せられて、俺は動揺しながらそう返す。

　天真には事前に夏休みに俺が月宮の家に行くことを伝えておいた。

　そしたら彼女は少し複雑そうな表情をしてたけど……今日はフツーっぽいな。

「これがアテナとユノのおうちですの……」

「すごい大きいね……」

　不意に後ろからそんな声が聞こえた。

　振り返ると、そこにはルナと隣には千歳ちとせが佇たたずんでいた。

「こんにちはですわ」

「こんにちは優吾、陽ひ毬まりちゃん」

　俺と天真に気づくと、二人は挨拶をしてきた。

「おう」

「こんにちは！」

　それに俺と天真もそれぞれ言葉を返す。

　ちなみに二人は俺が誘った。もちろん月宮や天真には許可を貰もらっている（月宮はかなり渋ったが、それなら俺は月宮の家に行かないと軽く脅迫して説得した）。

　ルナは今日俺は告白するつもりなので、それを手伝ってもらうために呼んだのだ。

　次いで千歳ちとせは数日前に彼女から大会が終わったという報告のメールが送られてきたから、それなら千歳も月つき宮みやの家に遊びに来ないか？と返信した。

　何でも大会は春のときと同じようにまた三回戦で負けたらしいからな。

　それで気分が沈んでいるだろう千歳を少しでも励まそうと思って今日の予定に誘ったのだ。

「良かったね、優ゆう吾ご。夏休みに陽ひ毬まりちゃんと遊べて」

　こちらに近寄ってくると、千歳ははにかみながら言う。

　ちなみに天てん真しんとルナは初対面なので互いの自己紹介をしたあと、結構仲が良さそうに話している。まあ二人とも性格は落ち着いているからな。相性は割と良いのかもしれない。

「そういえば千歳。お前はルナと一緒に来たのか？」

「うん。まあ一緒に来たって言っても月宮さんの家の手前あたりからだけどね。そもそもボク、ルナちゃんの見た目とか全く知らなかったし」

　でも月宮の家の付近で女子高生っぽい女の子を見つけたから声を掛けてみたらルナだったらしく、そのまま一緒にここまで来たらしい。

　そういえば一応千歳にもルナが来るとは伝えていたけど、ルナがどんなやつかまでは言ってなかったな。

　つーか、ルナ本人かわからないのに声を掛けるって。すげぇコミュ力とメンタルだな。

「あと優吾、ありがとね」

　なんて思っていたら、急に礼を言われた。

　どうやら今日俺が千歳を呼んだ理由は彼女自身にもバレていたみたいだ。

「おう」

　俺がそれだけ返すと。千歳はニコッと笑う。

　この様子を見るに千歳を誘ったことは間違いじゃなかったみたいだ。良かった。

「いらっしゃいなのだ」

　不意に目の前の扉が開いた。

　玄関から出てきた月宮は微妙な表情でみんなを出迎えている。

　天真は自分から誘ってしまったからまだ良いとしても、ルナと千歳を俺が誘ったと伝えた時はかなり嫌がっていたからな。それをまだ引きずっているのかもしれない。

「では家の中に入るのだ」

　月宮からそう言われると、俺たちは一斉に月宮家へ入っていく。

　その最中、俺が月宮の横を通り過ぎるとき、

「……バカ」

　と彼女から小さな声で言われた。

　よほど俺と二人きりで遊びたかったのかもしれない。

　そんなことを思いながら、俺は彼女の家の中に入っていった。







　月つき宮みや家に招かれると、俺たちは二階にある月宮姉妹の部屋に案内されていた。

　どうやら今日はここで遊ぶらしい。

　家の中は外観と同じように金持ち感満載だった。まずエントランスは一般家庭の十倍以上あるし、そのエントランスのすぐ前にはやたら大きな階段があるし、ホテルにあるような長い通路には赤いカーペットが敷かれている。

　さらに通路の両サイドには何十個もの扉がズラリと並んでいて、まじで何部屋あるんだよって感じだった。まるでお屋敷みたい家だな。

「月宮、お前の家がこんなにすごいなんて思わなかったぞ」

　部屋に案内されている道中、俺は言う。

　ちなみに他のメンバーは三人で楽しそうに喋しやべっている。

「？　我の家はすごいのか？　たしかに他の家と比べると大きいとは思うが……」

　きょとんとする月宮。

　こいつ、まさかこんなデカい家に住めてることが当然だと思っているのか。

　なんか腹立つな。

「そういや今日はお前の両親とかいないのか？」

「うむ、父上はラブコメの神様としての務めを果たすために出かけているのだ。数日間は帰ってこない」

「そうか……」

　父親が務めを果たしているというのに、月宮は遊んでいて良いのだろうか。

「あれ？　母親の方は？」

「母上はそもそもここでは暮らしていない」

「？　じゃあいまはどこにいるんだ？」

「天界なのだ。そこで暮らしながらお仕事をしているのだ」

　月宮はなぜか自慢げに喋る。

　前に月宮はラブコメの神様は地上で人間の恋愛を手助けするのが義務みたいなことを言っていたけど……例外もあるんだな。出張みたいなもんだろうか。

「ってか、お前って自分の両親のことを父上母上って呼ぶんだな」

「そうなのだ。それがどうかしたのか？」

「なんつーか……似合わないな」

　言ったら、月宮は思いっきり頬ほおを膨らませて怒ってきた。

　おぉ全然恐こわくねぇ。

「そういやルナ、お前は月つき宮みやん家ちがこんな豪邸だって知ってたのか？」

　まだ頬ほおをリスみたいにしている月宮をスルーして、傍かたわらにいるルナに訊たずねた。

「いいえ。わたくしはアテナの家に来るのはこれが初めてですから」

「そうなのか。……あっ、もしかしてお前の家もこんなにデカいのか？」

「っ！　そ、それは……」

　苦笑するルナ。

　さてはこいつ。月宮の家よりも大きい家に住んでいるな？

　神様ばっかりずるいぞ。そんなんだったら俺も神様になりてぇ。

「着いたのだ」

　そんなやり取りをしていると、ようやく月宮姉妹の部屋の前に着いた。

　家の中なのに割と歩いたな。まじで広すぎだろ。

「入るのだ」

　月宮に促されて室内に入ると、やはり部屋の中も広かった。

　普通の一人部屋の四倍近くはある。

　部屋の中央には高級そうなソファが向かい合うようにして二つ。その前には何インチあるんだよってくらいの大きな液晶テレビが鎮座している。そしてソファとテレビの間には大理石で作られたテーブル。さらに部屋の奥の方には天蓋カーテン付きのベッドが置かれている。

　何だこのムカつく部屋は。つーか天蓋カーテンとか。どこのお嬢様だよ。

「あら、やっと来たのね」

　声がした方に目を向けると、ユノがソファに座って待機していた。

　居たのか。部屋に圧倒されて気づかなかったわ。

　テーブルの上には器に入ったお菓子とトランプがセットされていた。

　たぶんあれで遊ぶんだろうが……随分と準備がいいな。

「あなたがユノちゃん？」

　天てん真しんがスッと近寄ると、ユノにそう訊きいた。

「そうよ。あなたは天真さんでしょう？」

「そうだよぉ。今日はよろしくねユノちゃん」

「えぇよろしく」

　ユノは少し上からな口調で返した。なんでお前がちょっと偉そうにするんだよ。

「ボクは湊みなと千歳ちとせだよ。知ってるかな？」

　次いで今度は千歳がユノにそう訊ねる。

　千歳はユノと初対面だと思っているけど、実はユノにとってはそうじゃない。

　遊園地に遊びに行ったときに、月宮のことを尾行していたユノは千歳のことを見かけているのだ。

「知っているわ。そこにいる童貞の友達でしょう？」

「そうだね」

「おいお前ら、勝手に俺を童貞という体で話を進めるんじゃねぇ」

　本人の目の前で失礼な会話を交わす二人にそうツッコんだ。

　……まあ童貞なのは事実なんだけれども。

「それでここで何をして遊ぶんだ？　神経衰弱か？」

　トランプに目をやりながらユノに訊たずねた。

「いいえ違うわ！　今日はババ抜きをやるのよ！」

「そ、そうなのか……」

　なんかめちゃドヤ顔で言われた。全く意味がわからん。

　ババ抜きか……修学旅行の夜とかでやりそうな遊びだな。

　でも男女で遊ぶとなるとそれくらいしかすることがないのかもな。

　……あれ、ここに来て気づいたけど、もしかして俺ってかなり邪魔者なのでは。

「ひまり、ババ抜き得意だよぉ」

　急に天てん真しんがそんなことを言い出した。きっと場を盛り上げようとしてくれているんだろう。さすが学園のアイドルだ。

「わ、我もババ抜きが得意だぞ！」

　そして何な故ぜかそれに対抗する月つき宮みや。

　チラチラとこちらに視線を送ってくる。

　いやババ抜き得意アピールされてもな。別にババ抜きが得意な子がタイプってわけじゃないし。

「でもババ抜きならそれはなにかな？」

　テーブルの方に近寄ると、千歳ちとせは訊ねた。

　彼女が示した先──ユノの傍かたわらには一から六までの番号が書かれた割り箸が置かれていた。

「王様ゲームでもやるのかなぁ？」

「その通りよ！」

　天真が呟つぶやくように言うと、ユノがビシッと指をさした。

　……なんかこいつ、今日テンション高くないか？

「今日やるのはただのババ抜きじゃないわ！　ババ抜きと王様ゲームを組み合わせたゲームなのよ！」

　自慢げに口にしたあと、そのままゲームについて説明を始めた。

　まず初めに全員で番号付きの割り箸を引き、次にババ抜きをやる。

　そして一番に抜けた者が王様になるっていうゲームらしい。

　もちろん王様になったやつは番号を指定して何でも一つ命令できる。

　ちなみに何回かババ抜きをやって、成績がビリになったやつは罰ゲームをすることになるらしい。

「そしてこれはあたしが考えたゲームであり姉さんに褒められたゲームでもあるのよ！」

　ユノは得意げに胸を逸そらす。お前が考えたゲームって……ただババ抜きと王様ゲームを合わせただけだろ。

「そうなのだ。よくやったのだユノ」

「えへへ」

　月つき宮みやに頭を撫なでられてデレるユノ。

　なるほど。今から大好きな姉に褒められたゲームをやるからテンションが上がってたのか。まったく、どこまでもシスコンな神様だな。

「ん？　ルナ？」

　ふと気が付くと、ルナが割り箸を見て瞳を輝かせている。

「わたくし、王様ゲームをやるのは初めてですの！」

「そうなのか。まあお前こういうのやりそうじゃないもんな」

　とか言いつつ、実は俺も初体験だったりする。

　だってこういうゲームって合コンとかでやるもんだろ。俺、合コンとか行ったことないし。童貞ですし。

「じゃあ早速始めるのだ！」

　月宮の言葉を合図に、俺たちはそれぞれソファに座ろうとする。

　天てん真しんの隣を確保しようとしたが、その前に月宮が彼女を自分の隣に座るように誘った。

　本来ならあり得ないことだが、きっと俺と天真が隣合わないようにするために違いない。

「ルナ、あんたはこっちよ」

　途中、ユノがルナに言った。

　ルナはもう俺の隣に座っているのに。

「何でですの？」

「何でもよ」

　ルナはきょとんとしながらもそれに素直に応じた。

　席順とかあるのか？

「何よ」

　疑問に思っていると、隣に座ったユノがギロッと睨にらみつけてきた。

「ってか、お前が座るのかよ」

「別にいいじゃない。文句あるの？」

「文句はないけど……！　もしかして俺に惚ほれたのか？」

　だから俺の隣に意地でも座りたかったとか。

「優ゆう吾ご、頭をかち割られて殺されるのと、身体からだを八つ裂きにされてころされるの、どっちがいいかしら？」

「……すいません。殺さないでください」

　ニコニコと笑いながら恐怖の二択を迫ってくるユノに、俺は心から謝罪の言葉を述べた。

　おかしい。なかなかユノフラグが立たないな。

　アテナフラグはビンビンに立っているというのに。……誰か折ってくんないかな。

「次は王様ゲームの番号決めだね」

　天てん真しんの言葉のあと、ユノが割り箸入りの小さな箱をテーブルの真ん中に持ってくる。

　ここで本当は「王様だーれだ？」と言わないといけないんだろうけど、今回はババ抜きの勝者がそのまま王様になるからその必要はない。

　だから掛け声はなく、みんなそれぞれ適当に割り箸を手に取った。

　ちなみに俺の番号は五番だ。

「我がトランプを配るのだ」

　次いで月つき宮みやがトランプを手に取ると、山札をシャッフルしてからみんなに配る。

「月宮ってカード配ったり出来るんだな」

「っ！　し、失礼だぞ！　これくらい幼稚園児でも出来ることではないか！」

　全員の手元にトランプが行き渡ったあと俺が言うと、月宮は顔を真っ赤にして怒る。

　言い方をミスったな。友達にカードを配るくらいの気遣いは出来るんだなって意味で言ったつもりだったんだけど。

「でもお前、たまに幼稚園児みたいに駄だ々だこねるだろ」

「そ、そんなことはない」

「いやいや、かなり頻繁にあるだろが」

「っ！　そ、それよりも早く始めるのだ！」

　俺の指摘から逃れるように、月宮は他のメンバーたちに言った。

　それからすぐに六人でのババ抜きが始まった。

　順番はルナ－天真－ユノ－俺－千歳ちとせ－月宮。

　ルナは月宮から引いて、天真はルナから引いてって感じだな。

「では行きますわ」

　ルナはノリノリで月宮の手札を見つめる。

　一方、月宮はなぜか余裕の笑みを浮かべていた。

　たとえババを引かれそうになっても顔に出さない自信があるのだろうか。

「ではこれを引きますの」

　ルナが月つき宮みやの手札に手を掛ける。

　すると月宮の口元が明らかにニヤつく。

「いえこれにしますわ」

　だが今度はルナが別の手札を引こうとすると、月宮は困ったような表情に変わった。

　なるほど。大体わかったぞ。

　最初にルナが引こうとしたやつがババで、いまルナが引こうとしたやつがババじゃないんだ。

　って、思いっきり顔に出てるじゃねぇか。さっきの意味深な笑みは何だったんだ。

　それにババ抜きが始まる前にババ抜き得意って自分で言ってたよな。嘘うそじゃねぇか。

　こりゃ月宮から一生ババは動かないかもな。

「これに決めましたわ！」

　とか思っていたら、ルナはババを引いちゃうし。

　何でなの。月宮はわかりやすいヒントを出してくれていたよ。

「どうしてですのぉ……」

「ルナよ！　我の演技に騙だまされたみたいだな！」

　ルナは露骨に落ち込むし、月宮は自慢げにそんなことを言うし。もう滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　とまあ出だしからグダグダになりながらも、俺たちはババ抜きを進めていった。

　そして──最終的には俺が負けてしまった。

「いや何でだよ」

　手札に残ったジョーカーを眺めながら零こぼした。

「あんた、ババ抜き超弱いわね」

「ユノちゃんの言うとおりだよ。弱いね優ゆう吾ご」

　両隣からそんな言葉を掛けられる。

「お前らな……」

　別に俺が弱いわけじゃない。ユノと千歳ちとせが強すぎるんだ。

　顔つきで手札がババか見極めようにもユノは一切表情を崩さないし、どういう芸当か知らないが千歳は的確にババを避けて俺の手札を引いてくる。

　こんなの勝てるわけがない。

「これで罰ゲームに一歩前進だね！」

　天てん真しんが冗談っぽく口にして笑いかける。

　月宮がやっていたら脳天にチョップを食らわせているところだが、天真は可愛かわいいから全然オッケー。むしろもっと言ってくれ。

「さて次に王様が命令をする番だぞ」

　月宮がやる気満々に発言する。

　当然だ。だって今のババ抜きで最初に抜けたのは月つき宮みやだからな。

　ちくしょう。ルナがおバカでさえなかったらずっと月宮が最下位だったはずなのに。

「では王様である我からの命令なのだ！」

　胸を逸そらして偉そうに宣言する月宮。腹立つわー。

「二番と五番で『ポッティーゲーム』なのだ！」

　王様の月宮から命令が下された。

「それってあれだろ？　お菓子のポッティーを二人で両端から食べていくやつだろ？」

　訊たずねると、月宮はうんうんと頷うなずいた。

　合コンでよくやるゲームだ。もちろん合コンに行ったことがない俺はやったことはない。

　月宮が指定したのは二番と五番。五番は俺だ。

　……ということは、俺は二番の人と『ポッティーゲーム』をするのか。

　どうか二番が天てん真しんでありますように！

「二番は我なのだ！」

「バカな!?」

　元気に手を上げた月宮を見て、俺は頭を抱えた。

　月宮が二番だと！　ふざけるな！

　そしたらこいつとポッティーゲームをやる羽目になるじゃないか！

　人生初のポッティーゲームが月宮が相手とか嫌なんだが。

「つーか、お前……」

「な、何なのだ？」

　じーっと見つめると、月宮は少し動揺したような反応を見せる。

　よくよく考えたら、こいつ俺の番号をドンピシャで当ててきたよな。

　ただの偶然か？　それとも何か不正してるんじゃ……。

「ちょっと早く始めなさいよ」

　疑っていると、ユノから言われた。

「いやでもなぁ……」

「優ゆう吾ご、往生際が悪いよ。それにそんなこと言ったら月宮さんが可哀かわいそうだよ」

　千歳ちとせはニヤニヤと笑っている。こいつ、絶対面白がってやがる。

「優吾くん、ルールは守らないと」

　天真が人差し指をピンと立てて、お茶ちや目めに注意するように言ってきた。可愛かわいい。

　……でもどことなく浮かない表情をしているように見えるのは気のせいだろうか。

「そうなのだぞ優吾。ルールを守らないのは良くないのだ」

　月宮も天真と同じような仕草でそう言ってくる。お前は可愛くねぇ。

　……でも仕方ないな。場の空気的に断れそうもないし、やるしかない！

　月つき宮みやとの『ポッティーゲーム』を！

「わかったよ。命令を聞けばいいんだろ」

　諦めたように両手を上げると、月宮は瞳を輝かせながらすぐにお菓子が入った器からポッティーを取り出した。準備はやっ。

「で、ではやるのだ！」

　そう言ってから、月宮はポッティーを口に加える。白い肌はほのかに染まっていた。

　それにしても、もし五番が俺じゃなかったら、こいつはどうするつもりだったんだろうな。

「あわわ、優ゆう吾ごさんとアテナが……」

　ルナが両手で顔を覆いながらも、指の隙間からチラチラとこっちを見ている。

　純情な彼女からしたら刺激が強い光景なのかもしれない。

　……俺も純情なチェリーボーイなんですけどね。

「ほら、早くやりなさいよ」

　隣のユノから催促される。

　……そういや、大好きな姉がポッティーゲームをやることになるっていうのに、ユノは文句の一つも言ってこないな。力づくで止めてきてもおかしくないはずなのに。

　ポッティーゲームはセーフなのか？　シスコンの考えていることはよくわからん。

「優吾？」

　ポッティーを咥くわえたまま、月宮は上目遣いで見つめてくる。その瞳はどこか不安げだ。

　……ったく、やりますよ。やりゃいいんでしょ。

「行くぞ、月宮」

　俺は月宮が咥えている方とは反対側の部分を咥える。

　月宮の顔が近い。瞳の蒼あおい色がいつもよりハッキリとわかる。

　くそっ。嫌でも心臓の鼓動が速くなってしまう。

「はい。じゃあ二人ともそこから食べ進めてね」

　千歳ちとせの言葉に従って、俺と月宮はポッティーを少しずつ食べていく。

　同時にみるみる俺と月宮の距離が縮まっていく。

　全く食べないのは何だか負けた気分になるからな。ポッティーの半分くらいまで食べたら止やめよう。

　そう思いながらポッティーゲームを続けていると、予定通りポッティーの半分くらいまで来た。月宮とはもう鼻と鼻が触れてしまいそうなほど近い。

　彼女は最初よりもっと顔を赤くしていて、もう林りん檎ごみたいになっていた。

　かなり恥ずかしいんだろう。

　……でも悔しいことに俺の顔も月宮と同じような感じになっていると思う。

　やっぱりポッティーゲームなんてやらなきゃ良かった。

「っ!?」

　なんて思っていたら、月つき宮みやが食べる速度を急加速してきた。

　ただでさえ近かった俺と月宮の距離がさらに急激に近づいていく。

　そしてあともう少しで俺と月宮の唇が触れそうになった瞬間──。

「っ！」

　俺はなんとかポッティーから口を離して彼女から距離を取ることができた。

「お前！　いきなり何すんだよ！」

「むぅ、もう少しだったのに」

「何がもう少しだ！」

　あやうく天てん真しんの目の前でファーストキスが奪われそうになったじゃねぇか。

「うわぁ、アテナちゃんって大胆なんだね」

　天真はまんまるな瞳をぱちくりとさせる。ほら、めっちゃ驚いちゃってるじゃん。

「やっぱり優ゆう吾ごはモテるね」

　傍かたわらから千歳ちとせに囁ささやかれた。うるせ。

「アテナ、優吾さんに迷惑を掛けないでくださいですわ！」

「ちょっと！　姉さんは別に迷惑なんて掛けてないでしょ！」

[image: ]

　ルナがアテナに注意すると、ユノがアテナを擁護する。

　あっちでこっちでガヤガヤと。面倒くさいやつらだな（天てん真しんを除く）。

　そんな感じで暫しばし経たったあと、俺たちはババ抜き兼王様ゲームを再開した。

　何回か行った結果、一位は色んな人がなったけど、最下位は決まって俺だった。

　なんと五連敗だ。

　やっぱりユノと千歳ちとせは強かった。

　二人のせいで俺からババが全く動かずゲームが進んで、そのまま終わる。

　……ババ抜き、全然面白くないんですけど。

「我が一位なのだ！」

　五連敗目を喫してがっつり落ち込んでいたら、月つき宮みやが嬉うれしそうに声を上げた。

　どうやら今日二度目の一位を取ったらしい。

　さっきはこいつの命令のせいで偉い目にあったが……今度はどうなるか。

　ちなみに俺の番号は三番だ。

「では我の命令は──」

　そこで一瞬だけ言葉が止まった。ん？　なんか月宮の視線がおかしい気がする。

　そう思い彼女の視線を追っていくと、そこにはユノがいた。

　そのままユノを観察していると、彼女はまず俺の割り箸をチラリと見る。次に素早く指を三本立てて月宮に向かって示した。

　直後──。

「一番と三番はチューをするのだ！」

　月宮から命令が下された。三番は俺だ。

「我が一番なのだ！」

「ストーップ！」

　月宮が言ったのとほぼ同時に、俺は叫んだ。

「な、何がストップなのだ！」

「何がじゃねぇ！　お前不正してんだろ！」

　語調を強めて指摘すると、月宮はギクッ！みたいな表情を見せる。

「優ゆう吾ご、いくらババ抜きを負けまくったからって他人に当たるのは良くないよ」

「そっちじゃねぇよ！」

　からかってくる千歳に思いっきりツッコんでやった。

　親友のファーストキスが奪われそうになってるんだぞ。ケラケラ笑うな。

「月宮、お前は王様ゲームで王様として命令を出す前から、俺の番号がわかっていたんだろ！」

「っ！　そ、そんなことはないのだ！」

　強く主張する月つき宮みやだが、一向に俺と目を合わせようとしない。完全に嘘うそついてやがる。

「じゃあこれはなんだよ！」

「っ！　ちょ、ちょっと！　なにすんのよ！」

　と文句を言うユノの手を掴つかんで、月宮に見せた。依然として彼女の指は三本立てられたままになっていた。

「俺の番号を盗み見たユノがその番号を指の本数で月宮に伝えていたんだろ？」

　俺がそう言い放つと、ユノも姉と同じようにギクッ！みたいな表情に変わる。

　こんな時に姉妹っぽいところなんて出さなくていい。

「どうだ！　これで不正を認める気になったか！」

　月宮姉妹にビシッと指をさした。

　ババ抜き兼王様ゲームを始める前にユノがルナが座る位置を移動させたが、それはおそらく俺の隣に座って番号を覗のぞくためだったんだろう。

「ふふっ、とうとうバレてしまったわね」

　観念したのか、ユノが正体がバレた悪役みたいなセリフを口にし出した。

　そういうの全くいらないから。

「ふふっ、バレてしまったのだ」

　月宮も妹の真ま似ねをする。お前もやらんでいい。

「まあ良い。ババ抜き兼王様ゲームはこれくらいで終わりにしよう」

「おい、不正がバレたからって逃げるなよ」

　それから俺は千歳ちとせの方を見る。

「ボクは別に良いよ。結構遊んだしね」

「ひまりも満足したよぉ」

「わたくしもですわ！」

　三人とももうババ抜き兼王様ゲームはやらなくてもいいらしい。

　まあ俺もやりたくはないけど、月宮の不正がバレたから止やめますみたいな態度は気に入らん。

「でも優ゆう吾ごさんの唇が奪われなくて良かったですわ」

「そうだねぇ」

　ルナが呟つぶやくと、天てん真しんは安あん堵どするように零こぼした。

　言ったというよりは、思わず口にしたと言う感じだった。

　今の反応……もしかして夢の天真フラグが立ったのか？　それとも俺の勘違いか？

　なんて考えていたら、月宮がテーブルの上に箱のようなモノを持ってきた。

「ババ抜き兼王様ゲームは終わったが、罰ゲームはしっかりやってもらうのだ！」

　彼女が運んできたモノは空のティッシュケース。

　箱の中は何かが書かれた小さな紙が幾つも入っており、それが取り出しやすいようにティッシュケースは改造されていた。

　おそらく紙に書かれていることは罰ゲームの内容だろう。

「は？　なんで俺が罰ゲームを受けなくちゃならないんだ」

「あんたが一番負けたからに決まってるじゃない」

　隣のユノから当然のように言われた。

　そういやそうだった。俺ってば五連敗もしてたんだった。

　王様ゲームの件で興奮しすぎて忘れてたわ。

「言っておくけど、ババ抜きは王様ゲームみたいに姉さんと協力してズルとかしてないからね。あんたが単純に弱かっただけよ」

　ユノから容赦ない言葉が飛んでくる。

　いや単純に俺の両サイドのユノと千歳ちとせが強すぎただけだろ。

「良いだろう。罰ゲームを受けてやる」

「なんでそんなに偉そうなのさ」

　千歳が苦笑しているが、そんなものは無視して罰ゲームが書かれた紙が入った箱に手を突っ込む。

　続けて紙を取り出すと、それにはこう書かれていた。




『アテナと優ゆう吾ごが結婚する』




　ビリッ！と破り捨てた。

「な、何をするのだ！」

　月つき宮みやは俺の行動にあわあわと動揺する。

「どうもこうもねぇ。なんだこのクソみたいな罰ゲームは」

　俺と月宮が結婚だと？　するわけないだろうが！

　それにこういう罰ゲームでどうして名指しで書かれてんだよ。

　フツーは『あなたは～してください』とかでしょうが。

「ちょっと！　姉さんが考えに考え抜いた罰ゲームなのよ！　ちゃんと受けなさいよ！」

「無理に決まってんだろ！　お前は俺に月宮と結婚しろっていうのか！」

　姉想おもいもいい加減にしろ！　このシスコンめ！

「アテナちゃん！　罰ゲームにそんなこと書いたの！」

　天てん真しんが口に手を当ててびっくりしている。当然の反応だな。

「へぇ、じゃあ他のはどうなってるのかな？」

　続けて千歳が興味深そうに言う。確かにそれは俺も気になるな。

「月つき宮みや、お前が考えた罰ゲームを全部見せてもらうぞ」

　そう言って箱の中から次々と紙を取り出しては内容を確認していく。

　すると紙には『優ゆう吾ごとアテナがキスをする』とか『優吾とアテナが一緒に寝る』とかそんなことが書かれていた。あまりにも酷ひどい罰ゲームだな。

「これ、もし俺以外のやつが負けたときはどうするつもりだったんだ？」

「もちろん同じ罰ゲームを出していたのだ」

「いや意味わかんねぇよ」

　ってことはあれか？　仮にババ抜き兼王様ゲームでルナが負けたとしても、同じ罰ゲームをさせようとしていたってことか？

　バカなのこの子。

　それじゃあ誰が負けても結局罰ゲームを受ける羽目になるのは俺じゃん。

「とにかく罰ゲームはナシだ」

「っ！　そ、そんなぁ！」

　月宮は悲しげな瞳をこっちに向けてくる。

「そんな目をしてもダメだからな」

「どうしても？」

「どうしてもだ！」

　語気を強めて言い放つ。

　それなのに月宮は何度も罰ゲームを受けるように懇願してきたが、もちろん全て断った。

　罰ゲームで結婚とか。そんな結婚の仕方聞いたことないわ。







「お前、俺と月宮に対しては平等なんじゃなかったのか？」

　場所は変わらず月宮姉妹の部屋。

　ババ抜き兼王様ゲームとその罰ゲームが終わったあと（罰ゲームはやってないけど）。

　隣でジュース入りのグラスに口を付けているユノに訊たずねた。

　ちなみに月宮はルナと、天てん真しんは千歳ちとせと会話に花を咲かせている。

「そうよ。だからあんたにも姉さんにも平等にしてるじゃない」

「全然違うと思うんだが」

　ユノは大好きな姉のために俺の王様ゲームの番号を教えていた。明らかに月宮に肩入れしている。

「……仕方ないじゃない。姉さんがどうしてもって言うんだもの」

　じっとユノを見ていると、彼女は申し訳なさそうに零こぼした。

　今の言い方からして、たぶん月宮に何度も頼まれてユノは折れてしまったのだろう。

　姉に甘いな。シスコンだから仕方ないのかもしれないけど。

「まあいい。結局俺は月つき宮みやと結婚せずには済んだしな」

「そうよ。別に優ゆう吾ごに迷惑は掛かってないからあたしが気にする必要はないわね」

「迷惑は掛かってるけどな」

　そう言ってるのに、ユノは勝手に立ち直るとソファから腰を上げて大好きな月宮の下へてくてくと歩いていく。

　それから姉妹仲良く楽しそうに話していた。あいつ、全然反省してねぇな。

　……でもいいや。それよりも俺にはやらなくちゃいけないことがある。

「ルナ」

　他のメンツがお喋しやべりに夢中になっている隙に、対面のソファに座っているルナを呼ぶ。

　ユノに気を遣ったのか、月宮姉妹が話し始めてから、彼女は会話に入ろうとはせず一人でもぐもぐとお菓子を食べていた。

　だが俺の呼びかけに気づくと、ルナは視線をこちらへと向ける。

　それから俺は一回だけ首を縦に振ると、ルナも同じようにこくりと頷うなずいた。

　これが事前に俺たちの間で決めた合図だ。

　何の合図かというと、もちろん天てん真しんに告白するための作戦を実行するためのものである。

　月宮家に遊びに行くと決まってから今日に至るまで。毎晩のようにルナと通話をしながら作戦会議をした結果、今回の作戦が出来た。

　作戦の内容はこうだ。

　まずルナが方法は何でもいいからとにかく月宮を俺と天真から遠ざける。

　次にその隙に俺が適当に理由を付けて天真を外へ連れ出す。

　そして最後に数日前に予あらかじめネットで見つけていた月宮家近くの神社に向かって、そこで天真に告白するといった感じだ。

　事前に調べたところによると、月宮家近くの告白スポットは二つあった。

　一つは河川敷。そしてもう一つが神社だ。

　そこは恋愛成就の神社で人々の恋愛を叶かなえてくれる場所なのだとか。

　そんなところで告白することさえ出来れば、きっと上う手まくいくに違いない。

「アテナ。他の方々のジュースがなくなってしまったですの。ですから新しく注ついできて欲しいですわ」

　作戦を決行するべく早速ルナは月宮に言う。でもそんな彼女の口元には先ほどまで食べていたクッキーの欠片かけらが付いていた。おい可愛かわいいな。

「せっかく姉さんと楽しくお喋りしてるのに邪魔しないでよ」

「ユノ、自分の家に招いた者が客人をもてなすのは当然のことですわ」

「ぐっ、それはそうかもしれないけど……」

　ルナの尤もつともな言い分に、ユノは言い返せない。

　が、ふと何かに気づいたような表情を見せると、

「あんた……まさか何か企たくらんでないでしょうね？」

　目を細めてルナの方を見つめる。

「べ、別に何も企んでいないですの！」

　そう訴えるルナだが、目は右へ左へ泳ぎまくっている。

　嘘うそつくのが下手すぎるだろ。

「なんか怪しいわね」

　そのせいでユノはまだ疑っている。まずいな。このままだと月つき宮みやが部屋から出て行ってくれない可能性が出て来たんだが。

「ユノよ、何でも疑うのは良くないのだ。それにルナが言ったことは正しいことなのだし」

　非常に困っていると、月宮がそんなことを言ってくれた。

「姉さん……」

　おかげでユノは強く反論できない。

　どうやら月宮はルナがフツーにジュースを持ってくるように言ったと思っているみたいだ。

「よし。では、我が新しいジュースを注ついでこよう」

　月宮はソファから立ち上がると空いたグラスが置かれたトレイを両手で持った。

　ナイスだぞ、月宮。これで天てん真しんに告白出来そうだ。

「ね、姉さんが行くならあたしも行くわ！」

　次いでユノも腰を上げると、月宮姉妹は二人して部屋から出て行った。

「優ゆう吾ごさん！」

　直後、ルナからピースサインが送られる。

　まだクッキーの欠片かけらが付いているせいでものすごくおバカに見えるけど……よくやったぞルナ。あとは俺が天真を外に連れ出せばいいだけだ。

「天真、ちょっといいか？」

　ちょうど千歳ちとせとの会話が終わったタイミングで天真に軽く手招きをすると、彼女は不思議そうな面持ちでこっちに近付いてきた。

「なになに？」

「その……今日は月宮の家にお世話になってることだし、そのお礼というか……一緒に近くのコンビニにアイスでも買いに行かないか？」

「アイス？」

　質問の意図が伝わっていないのか、天真はきょとんとする。

「ほら。今日は暑いし、買ってきてやったら月宮たちも喜ぶと思って」

「おぉ！　たしかにそうかも！」

「だろ？」

「うん！　いいよ！　それじゃあ一緒に買いに行こっか！」

「お、おう」

　ここで天てん真しんスマイルが炸さく裂れつする。まじで可愛かわいすぎるんだが。

　アイスを買いに行くことが決まると、俺たちはそのことを千歳ちとせとルナに話してから部屋から出た。ルナは作戦を知っているから付いていくとは言わなかったが、空気を読んでくれたのか千歳も「ルナちゃんと一緒に待ってるよ」と言ってくれた。

　さすが俺の親友だぜ。

　それから二人で部屋を出てすぐの長い通路を暫しばし歩いて、次に月つき宮みや家に入った時に見た大きな階段を下りてやっと玄関に到着した。

　よし。あとはこのまま外に出てコンビニに行く途中で神社に寄って告白するだけだ。

　ちなみにきちんとアイスは買ってくるぞ。俺の告白が終わったあとにな。




「こんにちはなのです」




　不意に女の子の声が聞こえた。でも全く聞き覚えがない。

　辺りをきょろきょろと見回してみると、いつの間にか広いエントランスに小さな女の子がぽつりと立っていた。

　見た目は小学校低学年くらい。銀髪で瞳は蒼あおい。

　何となく月宮に似ているけど……あいつ、実は妹が二人いたのか？

「うわぁ、かわいい！」

　銀髪少女を見て、天真は目をキラキラとさせる。

　可愛いって言ってる天真も可愛いけどな。

「おいチビッ子。お前は月宮アテナの妹なのか？　それとも親戚とかか？」

　少女に近付いてから訊たずねた。ここは月宮の家だ。

　こんなチビッ子がここにいる理由はそれくらいしか思い当たらない。

「チビッ子ではないのです。クソガキ」

「…………」

　おかしいな。いま目の前のチビッ子にクソガキって言われた気がしたんだけど……幻聴かな？

「あなたは目上の人には敬語を使えと親から習わなかったのですか？　このクソガキ」

　うん。幻聴じゃないね。……このガキ、どうやって懲らしめてやろうか。

「優ゆう吾ご！　見つけたぞ！」

　銀髪少女に怒り心頭になっていると、背後から月つき宮みやの声が聞こえてきた。

　彼女を見ると、額や首のあたりから汗が流れている。どうやら俺と天てん真しんがいないことに気づいて探し回っていたみたいだ。

　やっちまった。銀髪少女に時間を取られて天真を外に連れ出せなかった。

「まったく！　優ゆう吾ごはまた天真陽ひ毬まりに──！」

　月宮は文句を言いながらドタドタと歩いてきたが、何かに気づくとピタリと足を止めた。

「……母上」

　月宮は驚いたように呟つぶやく。そんな彼女の瞳には銀髪少女が映っていた。

　銀髪少女が月宮の母親？　はは、そんなバカな。

「嘘うそではないのですよ」

「っ！」

　態度に出ていたのか、少女は俺が思っていたことを否定すると、自身の胸に手を当ててこの場にいる全員に伝わるように言った。

「私は月宮ディアナ。アテナとユノの母親なのです！」
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　銀髪少女が月宮の母親だという驚きよう愕がくの事実が判明したあと。

　月宮母に案内されて俺たちは月宮家のリビングに招かれた。もちろん月宮姉妹の部屋にいた千歳ちとせたちも含めてだ。

　そのせいでアイスを買いに行くのは中止になり、神社に行くことも出来ず。

　もちろん天真に告白することも出来なくなった。

　まさかこんな時に月宮母が現れるなんて。タイミングが悪すぎるんだが。

　ちなみに言うまでもなく月宮家はリビングも広かった。余裕で一般家庭のそれを超えている。

　家具は月宮姉妹の部屋にあったものとメーカーは同じで色やデザインが少し違うものが綺き麗れいに配置されていた。しかもやたら全部高そうだった。

　いいなぁ。俺もこんな家に住んでみたいんだが。

　と思わず口から出てしまいそうになったが、ギリギリのところで飲み込んだ。

　もし月宮に聞かれてしまったら、絶対に「では我と結婚すれば良いのだ！」とか言い出すに違いない。

「さっきはすみませんでした」

　リビングに来てすぐに俺は月つき宮みや母に謝罪した。

　彼女をチビッ子扱いした件だ。

「別に良いのです。小学生と間違われることはよくあることなのです」

　対面のソファに座りながら月宮母は話した。

　背丈が小さすぎるためか足が床まで届いていない。

「ですよね！」

「調子に乗るなです。クソガキ」

　罵倒されて鋭く睨にらまれた。

　見た目はあれなのにすげぇ威圧感。これが神様の風格というやつなのか。

「アテナちゃんのお母さんってこんなに可愛かわいかったんだぁ」

「本当だね。全然お母さんに見えない」

　月宮母の隣で天てん真しんと千歳ちとせがそんな会話をしている。

　えっ、今のはアリなの。割とアウトな気がしたけど。特に千歳。

「それにしてもママ、どうしてここにいるの？」

　俺の隣からユノが訊たずねる。月宮から聞いた話だと月宮母は天界──俺たちが言うところの天国で仕事をしているらしいからな。

　つーか、ユノは自分の母親のことをママって呼ぶのか。

「ちょっとアテナと話したいことがあるのです。なので帰って来たのです」

「姉さんと話したいこと？」

「そうなのです」

　月宮母はそう答えるが、詳細までは喋しやべるつもりはないみたいだ。

　当然か。ここにはラブコメの神様のことを知らないやつだっているしな。

「我はこれから優ゆう吾ごとラブラブする予定があるから忙しいのだが」

「月宮のお母さん。そんな予定はないので安心してください」

　どさくさに紛まぎれて何言ってんだよ。

　これがきっかけで母親公認とかになったらどうしてくれる。

「相変わらずあなたはおバカですね」

　月宮母は大きく溜ため息いきをつく。

　この反応。彼女は月宮の恋愛事情を知っているっぽいな。

「むぅ、まさか実の母親にそんなことを言われるとは」

　不服なのか、むくれる月宮。

　お前がおバカなのは事実だと思うけどな。

「ママ、あたしの姉さんをおバカ呼ばわりしないでよ」

「ユノの方は相変わらずアテナが大好きなのですね」

　ユノが頬ほおを膨らませて怒ると、月つき宮みや母は呆あきれたように額に手を当てた。

　その気持ちすごくわかります。

　月宮母に共感したあと、ふとあることを思った。

「なあルナ、お前って月宮の母親のこと前々から知っていたりする？」

　月宮姉妹の母親ってことは間違いなく娘たちと同じラブコメの神様だろう。

　だとしたらルナが月宮母のことを以前から知っていてもおかしくはないはず。

「いいえ、知りませんわ。会ったのもこれが初めてですの」

「そうなのか？」

「はいですわ。これは前にも言いましたがそもそもアテナたちと知り合ったのも地上に降りてからなので」

　そういや前にそんなこと言ってたな。

　ラブコメの神様は地上に来るまでは天界で過ごすらしいのだが、そこで暮らしていた時はルナは一度も月宮姉妹と関わっていなかったらしい。

「どうしてそのようなことを聞いてきたのですの？」

「なんとなく気になっただけだ。特に意味はない」

　不思議そうにしているルナに、俺は答えた。

「それよりも優ゆう吾ごさん。告白の方はどうしますの？」

　ルナから心配そうな声音で問われた。

　告白なぁ。どうしようか。

　月宮母の登場のせいでそれどころじゃなくなっちゃったよな。

「そうなのです。皆さん、今日はうちに泊っていくといいのです」

　急にパチンと手を叩たたいたあと、月宮母はそう言い出した。

　月宮の家に泊まるだと!?　絶対に嫌なんだが。

　一日中月宮と一緒とか、ロクな目に遭う気がしない。

「そうなのだ！　我の家に泊まるといいのだ！」

　何かに気づいたのか月宮は月宮母と同じようにみんなを誘う。

　時折チラチラとこっちを見ているのは気のせいじゃないだろう。

「でもボクたちは着替えとか持ってきてないんですけど」

「それはうちにあるものを使えば良いのです」

　千歳ちとせの言葉を聞いて、すぐに月宮母は答えた。

　次いで千歳は天てん真しんとルナの方に視線を向ける。

「明日は旅行に行く荷造りの日だけど、それは午後からだからひまりも泊まれるよぉ」

「わたくしもお泊りしたいですわ！」

　天てん真しんとルナがそれぞれそう口にすると、

「二人が泊まるならボクも泊まらせてもらおうかな」

　千歳ちとせも月つき宮みや家に泊まることに決めた。女子たち三人は月宮家に泊まる気満々のようだ。

　天真も泊まるのか……いやいや誘惑に負けちゃダメだ。

　どのみち今日はもう告白なんて出来ないだろうし、帰った方が賢明に決まってる。

　それに女子五人が泊まる家に男子が一人混じるのは色々と問題があるし。

「優ゆう吾ごさん、あなたは泊まっていくのです」

　そんなことを思っていたら、月宮母から名指しで命令された。

　ちょっと待て。なんで俺だけ決定事項なんだよ。

「いや俺は帰りますよ」

「いいえ。泊まっていくのです」

　……この人、全く俺を帰らせる気がないみたいだ。

「言っておきますけど、俺も着替えとかないですよ」

「大丈夫なのです。うちにあるのです」

　それってたぶんあんたの夫のやつだろ？　月宮父の服を着ろってか。

　……まあ別に良いんだけど。

「でも女子ばかり泊まる家に男が一人混じるのは良くないかと」

「その辺は安心しているのです。二カ月ほど前にもこの家に帰ってきたのですが、その時に娘からあなたはヘタレの童貞野郎だと聞いているのです」

「ユノ！」

　声を上げて睨にらみつけると、ユノは目を逸そらして誤ご魔ま化かすように口笛を吹いていた。

　このシスコン。自分の親にまで俺の童貞事情をペラペラと喋しやべったのか。

「優吾さん、あなたは泊まっていくのです」

「いやでも……」

　何とか帰れるように模索するが、もうその手立てがない。

「優吾、もう観念しなよ」

「そうですわ！　優吾さんも一緒にお泊りするのですわ！」

　千歳とルナからそれぞれ言われる。それでも全然気が進まないんだよなぁ。

「うん！　優吾くんが泊まってくれたらきっと楽しくなると思うな！」

　天真が可愛かわいすぎる笑顔をこっちに向けてくれる。

　おっ、なんか一気に月宮の家に泊まりたくなってきたぞ。

「優吾ぉ……」

　月宮は不安そうな表情でこちらを見つめていた。……はぁ、仕方ねぇな。

「わかった。みんなと同じように月宮の家に泊まることにする」

「本当か！　やったのだ！」

　月つき宮みやはぴょんぴょんと跳ねて喜んでいるが、別に俺はこいつのために月宮家に泊まるわけじゃない。

　あくまでも天てん真しんが俺がいたら楽しくなるって言ってくれたからだ。

　そこのところを勘違いしないで欲しい。

「では全員うちに泊まるということで決まりなのです。じゃあもう遅いですし早速晩ご飯の用意をするのです」

　月宮母はちょっと楽しそうな足取りでキッチンの方へと向かっていった。

　そういや月宮母がいない普段は一体誰が月宮家の夕食を作っているんだろう？

　と一瞬疑問に思ったが、おそらくユノが作っているんだろうな。

　前に月宮姉妹とお昼ご飯を食べた時も、月宮のお弁当とかほとんどユノが作っていたし。

　あいつは重度のシスコンさえなければ見た目も良いしかなり高スペックなんだよな。

　ほんと勿もつ体たいないシスコンだぜ。

　……にしてもさっきは月宮母が俺のことを何が何でも泊めようとしていたように見えたけど、理由はなんだろう？

　まさか月宮と結婚してくれとか言われたりしないよな。そうなったらどうしよう。

　なんて考え事をしていたら、いつの間にか月宮が抱きついていた。

　その後、彼女の脳天にチョップを食らわせてやったのは言うまでもない。







「ふぅ、気持ちいい」

　浴槽に浸つかると、俺は心の底からそう零こぼした。

　いま俺は月宮家の浴室に来ていて、そこのジャグジーに入っているところだ。

　普通は家の風呂にジャグジーなんてないのだが、普通じゃないこの家にはもう何があっても驚きはしない。

　つーか、風呂場も当たり前のようにデカいよな。俺ん家ちの五、六倍はある。

　それにジャグジーとは別に電気風呂とか水風呂とかあるし。おまけにサウナも付いてるし。

　ところで女子たちは既に入浴を終えている。なので俺はゆっくりこのデカい風呂場を楽しむことができるのだ。

「そういや月宮のお母さんの晩御飯はめちゃくちゃ美う味まかったな」

　ジャグジーを堪たん能のうしつつ、先ほどの食卓に並べられた料理を思い出しながら一人呟つぶやいた。

　正直に言うと、月宮母は料理が上う手まかった。しかもかなりの腕前だ。

　だっていきなり旅館の懐石料理みたいなのが出てきたんだぞ。

　高級魚のかぶと焼きとか。花弁のように盛られたお刺身とか。

　月つき宮みや母、まじハンパねぇ。

「さて、そろそろサウナに入るかな」

　十分にジャグジーを味わったあと。浴槽から上がってサウナがある扉へ向かう。

　すると──。




　ガチャリ。




　突然、浴室の扉が開いた。

　そしてそこから現れたのはなんと天てん真しんだった。

「て、天真!?」

「ゆ、優ゆう吾ごくん!?」

　二人して同時に声を上げて驚く。

　なんでここに天真が入って来たんだ。

　女子たちはもう入浴を済ませたんじゃなかったのか。

　いやそれよりも早く目線をどっかへやらないと天真のあられもない姿を見てしまうことに……？

　よくよく見ると、天真は何も着ていないというわけではなく、花柄の可愛かわいらしい水着を着けていた。

　めっちゃ可愛いんだけど……どうして風呂場に水着？

「その、ね。アテナちゃんのお母さんからこれを着てお風呂場に行きなさいって言われて……」

「月宮の母親から？」

　なんだそれ。全く意味がわからんぞ。

「それでひまりはなんのことかわからなかったけど、アテナちゃんのお母さんがひまりのためだからって強引にこの水着を着せてきて、それからここに入れられて……」

　そう話す天真の頬ほおは真っ赤になっている。

　ここが風呂場だからってこともあるが、きっとそれだけじゃないだろう。

　ふむふむ。天真の話を聞くにどうやら月宮母に無理やりここに連れてこられたらしい。

　あの小さな体でどうやって無理やり連れてきたのかは疑問だが、天真が嘘うそをついているようには見えないし本当のことなんだろう。

「そっか。それは大変だったな」

　言うと、天真は「う、うん……」と恥ずかしげに頷うなずいた。

　ってか、俺が一人でもタオルで大事な部分を隠す人間で良かった。

　危うく天てん真しんにお粗末なものを見せてしまうところだったわ。

「じゃ、じゃあ俺はもう出るから」

　水着姿とはいえ女の子が風呂場に入ってきた以上、ここは早々に立ち去るべきだろう。

　そう思った俺は急いで浴室から出ようとする。

「ま、待って！」

　天真の横を通り過ぎようとした瞬間、不意に彼女から腕を引っ張られた。

　床が濡ぬれていたこともあり、その反動で俺はずでん！と転んでしまう。

　背中とケツがめっちゃいてぇ……。

「だ、大丈夫!?」

「大丈夫、大丈夫。大したことないから」

　本当は割とマジで痛いけど、好きな人を心配させるわけにはいかないからな。

　平気なフリをしておかないと。

「それよりもどうしたんだ？」

　訊たずねると、天真は身体からだをもじもじとさせる。

「その……少し話さないかな？」

　話？ってなんだろう。

　いやそれよりも風呂場に恋人でもない男女が長居するのはどうなんだ。他の女子たちに怪しまれたりしないだろうか。特に月つき宮みやとか。

　そういえば月宮は邪魔とかしに来ないんだな。絶対しそうなのに。

　俺と天真が一緒に風呂に入っていることを知らないのか？

「ダメかな？」

　色々と考えていたら、天真が上目遣いでこっちを見つめていた。

　うーん、これは断れませんね。可愛かわいすぎますね。

「わ、わかった」

　それから俺たちはひとまず浴槽に浸つかった。ジャグジーだ。

　せっかくの機会だからな。とことんまでジャグジーを味わってやろう。

「それで話って？」

　早速天真に訊ねる。

　状況が状況なため彼女とは若干離れているけど、話す分には問題ない距離だ。

「そ、そうだね。優ゆう吾ごくんとお話しないと」

　そう言ってから天真は「え、えーと……」と考える仕草を見せる。

　でも一向に話とやらを切り出そうとはしない。どうしたんだ？

「その、勢いで優吾くんのこと止めちゃったから……」

　俺の様子に気づいたのか、天真は言いづらそうに口にした。

「だから、実はその……」

「実は話すことはなかったとか？」

　言葉の続きを言ってみると、天てん真しんはしょんぼりと頷うなずいた。

「で、でもね！　優ゆう吾ごくんと話したいって思ったのはホントだよ！」

　天真はグイッとこっちに迫ってきて必死になって言ってくれる。

　そう言ってくれるのは嬉うれしいんだけど、ちょっと近すぎませんかね。

　おっぱいとかその他諸もろ々もろが触れてしまいそうになってるんだけど。

「あっ、ご、ごめんね！」

　俺との距離が近すぎることに気づくと、天真はすぐに元の位置に戻った。

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすためか口まで浴槽に浸つけてブクブクと泡を出している。可愛かわいい。

「ねえ、優吾くんって好きな人とかいるのかな？」

　暫しばし経たつと、いきなり天真が訊きいてきた。

「えっ、そ、そうだな……」

　突然の質問とその内容にやや動揺する。

　ここは素直にいるって答えるべきだよな。

　いや待て。こういう時はいないって嘘うそをつくのも一つの手だと何かの雑誌に書かれていた記憶があるぞ。……ダメだ、段々のぼせてきたせいで頭が働かねぇ。
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「ひまりはね、優ゆう吾ごくんに好きな人がいて欲しいなぁって思うし、いて欲しくないなぁって思ってるんだよ」

　答えに窮していると、天てん真しんが柔らかな口調で語った。

「この意味わかるかな？」

　天真は真剣な口調で問うてきた。

　この感じ、ひょっとして天真は……。

　もし俺の考えが正しければここは告白するチャンスだ。

　二人きりだしシチュエーションも悪くない。

　月つき宮みやもここにはいないし、告白を邪魔される心配はないだろう。

　よし、決めたぞ。俺は今から天真に告白する。

「て、天真。じ、実は今からお前に伝えたいことがあるんだ」

　俺は若干震えた声でそう言った。

　緊張してきたせいか、さっきまでぼんやりしていた意識が一気に覚醒する。

「うん。なにかな？」

　彼女は優しい微笑を向けてそう訊たずねてくる。

「そ、その、俺は……」

　まだ声が震えている。いや声だけじゃなくて手とか足とか色々震えているな。

　今まで告白しようとしてきた回数は二十七回。

　数は十分にこなしているはずなのに、未いまだに告白するのには慣れない。

「ふぅ……」

　ひとまず落ち着くべく俺は大きく息を吐く。

　大丈夫だ。今回こそは絶対に天真に気持ちを伝えられる。

　月宮に告白を邪魔されることはないんだから。

　よし行くぞ、俺。今から天真に自分の想おもいを届けるんだ！

　そう自身に気合を入れてから、俺は天真に向かって言った。




「俺は天真のことがす──」




　刹那、突然天真が激しい光に包まれた。

　あまりに眩まぶしくとても目を開けてはいられない。

　まじか。もうこの時点で嫌な予感しかしない。

　なんて思っていると、光は徐々に弱まっていき次第に視界がはっきりする。

「っ！」

　すると目の前にいたのはなんと幼女化した天真だった。

　身長は先ほどまでいた彼女の半分にも満たなくて、手も足も完全に幼稚園児サイズだ。

　でも体は小さくなったけど、水着までは小さくならなかったようで……そのつまり、今のミニ天てん真しんは何も着ていないってことだ。

「きゃあっ！」

　自分の体を抱きしめるようにして胸を隠す天真。

「ゆうごくん、みた？」

　幼女化しているため天真は舌足らずな声で訊きいてくる。

　なにこれ可愛かわいい。もっと見ていたい。

　……って、裸の幼女相手になに犯罪染みたこと考えてんだ。

　いくら中身が女子高生で好きな人とはいえ、今のはダメだろ。

「み、見てないぞ。何も見てない」

　涙目になっている天真にそう返した。

　本当は上半身の部分だけちょっと見えてはいけないものが見えてしまったけど、さすがに見ましたって言うわけにはいかないだろう。

「ほ、ほんと？」

　幼女な天真に真っすぐに見つめられる。

「あ、あぁ。見てない……」

　と言いつつも、視線を横にずらしてしまった。

　子供の純粋な目ってすごいな。嘘うそつけねぇ。

「っ！　ゆうごくんのえっち！」

　俺の様子を見て察したのか、天真は幼い声で叫ぶとうわーんと泣きながら浴室を出て行ってしまった。

「……やっちまった」

　ジャグジーに浸つかりながらぐったりと項垂うなだれる。

　これで二十八回目の告白も失敗だ。

　今回は急きゆう遽きよ告白することになったけど、割と上う手まくいく自信があったのに。

　まさか天真が幼女化するなんて。

　……でも幼女化した天真も可愛かったな。

「優ゆう吾ご！　また天真陽ひ毬まりに告白しようとしていたのだな！」

　浴室にそんな声が響いた。もちろん声の主は月つき宮みやだ。

「まったくもう。我が天真陽毬を幼女にしなかったらどうなっていたことやら」

「フツーに俺が天真に告白出来て良かったんじゃないか」

　付き合えるかはまた別問題だけどな。

「しかも我の家の浴室で告白するなんて思いもしなかったのだ」

　ぷんすか怒りながら近寄ってくる月つき宮みやは先ほどの天てん真しんと同じように水着を着ていた。

　純白の水着だ。悔しいことにかなり似合ってやがる。

「ど、どうだ？　我は可愛かわいいか？」

「あーはいはい。可愛いんじゃないの」

「すごい適当なのだ!?」

　月宮は瞳をぱっちりと開いて驚く。

　素直に褒めるとこいつは百パー調子に乗るからな。絶対褒めてやらない。

「俺はもう上がるわ」

　勝手に浴槽に入って来ようとする月宮に、俺はそう告げた。

　彼女は「何な故ぜだ!?」みたいな顔をしているけど、当然だろ。こいつと一緒に風呂なんて入ってたまるか。色々と危なすぎる。

　そう思いつつ浴槽から出ようと立ち上がろうとすると、

「っ！」

　不意に視界が揺れた。

　あれ？　なんか体に力が入らない。それに頭がボーッとして……。

「優ゆう吾ご！」

　月宮の声が響いた瞬間、俺は瞬またたく間に意識を失った。







「……っ！」

　目が覚めると、見知らぬ天井が視界に映った。

　ここはどこだ？

　そう思いゆっくりと身体からだを起こして首を巡らせる。

　床には畳が敷き詰められていて、部屋の奥には障子が数枚張られていた。

　月宮家にいることは間違いないとは思うけど……和室か。

　外観が洋館みたいだったのにこんな部屋もあったんだな。

「そんな話は聞いていないのだ！」

　急に大きな声が聞こえてきた。たぶん月宮の声だ。

　すると障子がバン！と開かれて、案の定月宮が出てきた。

　でも彼女は俺に気づくこともなく、顔を伏せながら走って部屋から出て行ってしまった。

　なんだいまの。

「あら、起きたのです？」

　障子の奥から月宮母が出てきた。どうやらさっきまで月宮は自分の母親と話していたっぽい。

「親おや子こ喧げん嘩かでもしたんですか？」

　訊たずねると、月つき宮みや母は娘と同じ蒼あおい瞳を僅かに開いた。

「聞いていたのです？」

「いいえ。全く」

　月宮の最後の言葉だけですよ、と答える。

　すると月宮母は安あん堵どするように息を吐いた。

「まあそんな感じなのです。気にしないでいいのです」

「そうですか……」

　月宮のことだ。どうせあいつが余計なことでもしたんだろう。

「それよりも大丈夫なのです？　あなたは浴室でのぼせて倒れたのですよ」

　言われて思い出した。

　そうだった。月宮と話している最中にのぼせて意識を失ったんだった。

　ったく、あいつが無駄に絡んでくるから。

「そんなあなたをここまで連れてきて介抱していたのはアテナなのですが」

「月宮が？」

　訊きき返すと、月宮母は小さく頷うなずく。

　まじか。全然そんなことしそうにないけど……それだけ心配してくれていたってことか。

　……？　待てよ。介抱ってことは俺の服とか着せたのも月宮ってことに……。

「安心するのです。裸のあなたに服を着せたのは私なのです」

「そ、そうですか……」

　でもそれはそれで複雑な心境。見た目が小学生な神様に服を着せてもらうってのはどうなんだろう。

「着替えた服はあなたの部屋に置いてきたのです。ここに置くと汚いので」

　月宮家に泊まることが決定してすぐに女子たちと俺の寝る場所がそれぞれ決まった。

　俺の部屋ってのはきっと俺が寝る部屋ってことだろう。

　でも汚いっていうのは少し失礼じゃないだろうか。

「あの……他のやつらはここに来たりしてないんですか？」

「アテナと私以外は優ゆう吾ごさんが倒れたことを知らないのです。大事になると優吾さんに迷惑がかかると思って私もアテナも話してないのですよ」

　長々と説明するように話す月宮母。

　なるほど。だからここには月宮母以外に誰もいないのね。

　良かった。一瞬、俺って倒れても心配すらされない存在なの？って不安になっちゃったわ。

「でも情けないのです。せっかく私が告白のお膳立てをしてあげたのに」

　ぼそりと月つき宮みや母が呟つぶやいた。

　今なんて言った？　告白のお膳立て？

　そんな風に困惑していると、不意に月宮母から言葉が放たれた。

「だってあなたは天てん真しん陽ひ毬まりさんのことが好きなのでしょう？」

　何で知ってんの！と言いそうになったが。ギリギリのところで抑えた。

「別に隠そうとしなくても良いのですよ。前々からアテナから聞いていたことなのです」

「えっ、そうなんですか？」

　それに月宮母は「はいなのです」と返す。

　月宮め……あいつも自分の母親に俺のことをペラペラと喋しやべっていたのか。

　ユノといい月宮といい、お前ら姉妹は母親に何か話さないと気が済まないのかよ。

「それにアテナがあなたの告白を邪魔し続けていることも知っているのですよ」

「……まじですか」

「まじなのです」

　月宮母は断言すると、続けて話した。

「だから私はあなたが告白をしやすいように場を整えたのです」

　そういえば天真が浴室に来た理由は、月宮母に強引に連れて来られたせいだったな。

　月宮母の話が本当だったら、それも俺に告白のシチュエーションを作るためってことになるけど。

「俺と天真が浴室にいる間、月宮が告白するまで来なかったのもあなたのおかげですか？」

「そうなのです。私がアテナのお話の相手をしていたのです。……最終的には優ゆう吾ごさんが告白することはバレてしまいましたが」

　月宮母からジト目を向けられる。俺がもっと早く告白していたら上う手まくいったのに、とでも言いたげだ。

　これ、月宮母はまじで俺の告白を手助けしようとしてくれたっぽいな。

「でもどうせ俺に告白をさせようとしてくれるなら、ラブコメの神様の力を使えば良かったんじゃ……」

　そしたら月宮に二十八回目の告白を邪魔されることもなかっただろう。

「アテナから聞いたところによると、あなたは何とか自力で自分の恋を成就させようとしているようなので、簡単に神の力を使うのは良くないと判断したのです」

　なるほど。割と俺のことを考えてくれたのか。

「でもそんな風に俺の告白を助けて良いんですか？　自分でこう言うのはあれですけど月宮って……」

「アテナは優吾さんに好意を抱いているようですが、それが何か問題でも？」

　月宮母は平へい坦たんなトーンで口にすると、そのまま続けた。

「たとえ自分の娘の好きな相手でも人々の恋愛を叶かなえるのがラブコメの神様の仕事なのです」

　月つき宮みや母は言い終えてから少し得意げな表情をする。

　話していて見た目はあれだけど全然月宮に似てないなぁとか思っていたが、今のは結構月宮に似ていた。やっぱ親子なんだな。

　なんて思っていたら、ふと気になることが頭を過よぎった。

「あの思ったんですけど、ラブコメの神様が他人の恋路を邪魔しても大丈夫なんですか？」

　訊たずねるが、月宮母からの返答はない。

　えーと、これは聞こえていないのかな。それとも無視されているのかな。

「それでどうするのです？　優ゆう吾ごさんが手伝って欲しいというのなら私はあなたの告白のお手伝いをするのですが」

　どうやら無視されたみたいですね。はい。

　月宮母からの提案は嬉うれしいが、さすがに自分の娘の失恋を手伝わせるような真ま似ねをさせるわけにはいかないだろう。

「いいえ、遠慮しておきます」

「そうなのです……」

　少し残念そうな表情を見せる月宮母。

　そんなに俺の恋路を手伝いたかったのだろうか。

　でもそうすると月宮が失恋することになっちゃうんだけどな。

「じゃあ俺はそろそろ行きますね」

「わかったのです」

　最後にそんな疑問を抱きつつ、俺は部屋から出て行った。







「あっ、優吾」

　和室から出て昼間に月宮家から出て神社で天てん真しんに告白するために彼女と二人で歩いたのと同じ通路を進んでいると、千歳ちとせと遭遇した。彼女の後ろにはユノとルナもいる。

　今日が初対面なのにだいぶ仲良くなったみたいだな。

「どこに行ってたのさ」

　ちょっと怒ったような口調。

　もしかして俺のことを探してくれていたのか。

「別に。少し月宮家の中を探索してただけだ」

　まるっきり嘘うそだけど、月宮家はアホみたいに広いからバレることはないはず。

　それに千歳たちは俺が倒れたことを知らないらしいからな。

　わざわざ心配させるようなことを言う必要はないだろう。

「浴室にもいなかったので、わたくしたちは心配していたのですわ」

「別にあたしは心配なんてしてないけどね」

　真反対のことを言うルナとユノ。

　ユノに関してはじゃあなんで千歳ちとせとルナに付いてきてんだって話だけど。

「天てん真しんはどこに行ったかわかるか？」

「陽ひ毬まりちゃん？　そういえば月つき宮みやさんのお母さんに連れ去られてから見てないなぁ」

　千歳がユノとルナの方を見やると、二人とも左右に首を振る。

　全員天真の居場所はわからないみたいだ。

　浴室での件を早く謝りたいんだけどな。

　好きな人と気まずいままっていうのは嫌だし。

「ちょっと天真を探してくるわ」

「えっ、うん。それはいいけど」

　千歳の言葉を聞くと、俺はこの場をあとにした。

　後ろから妙な視線を三つほど感じたけど、たぶん気のせいだろう。







「見つからねぇ……」

　あれから二十分近く月宮家の中を探し回ったが、どこにも天真の姿は見えなかった。

　ほんとにどこに行ったんだろうか。……まさか浴室の一件で怒って帰っちゃったりしてないよな。

　不安を抱きつつ、俺は一旦自分の部屋に戻ることにした。

　夕食の前に月宮母から聞いた話だと、月宮家のそれぞれの部屋に小さな冷蔵庫が備え付けられており、その中に客人用のドリンクが置かれているらしい。

　だからそれを取りに来たのだ。

　風呂上がりから一滴も飲み物を飲んでないからな。さすがに喉が渇いた。

　とりあえず水分補給をしてからもう一度天真を捜索するとしよう。

　そう思いつつ部屋の扉を開けると、

「っ！」

　目の前には衝撃の光景が広がっていた。




「はぁはぁ、優ゆう吾ごくぅん」




　何な故ぜか俺の部屋のベッドの上に天真が寝転んでいた。

　まあこれもかなり驚きだが、重要なのはそこではない。

　彼女が手に持っているもの──それは俺のトランクス、もといパンツだった。

　しかも今日一日中穿はいていた使用済みのパンツだ。

　それを天てん真しんは顔に押し付けながらくんくんと匂いを嗅いでいる。

　服は乱れ、息は荒くなっており、同時に恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

「…………」

　俺は言葉を失った。

　これは一体どういうことだ。どうして天真は俺のパンツの匂いを嗅いでいる。

「ぐふふ、優ゆう吾ごくんの匂いってすご～い」

　天真は瞳をとろんとさせながら言葉を漏らすと、今度はパンツを頭から被かぶった。

　どうやら俺の存在に気づいていないみたいだ。

　どんだけパンツの匂いを嗅ぐのに集中しているんだよ。

　……さてどうしよう。このまま天真に声を掛けるか、それとも彼女が俺に気づいていない間にこの部屋から脱出するか。

　もしここで俺が天真に声を掛けてしまったら、きっと彼女は死ぬほど恥ずかしい思いをするだろう。

　だが天真がパンツに意識を奪われている間に、俺がこの部屋を出ることが出来れば彼女がそんな思いをすることはない。
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　よし決めた。天てん真しんのためにもこの場から離脱しよう。

　言っておくが、これ以上天真のあられもない姿を見ていられないとか、俺のパンツをくんかくんかしている真相を知るのが恐こわいとかそういうわけじゃないからな。

　俺はあくまでも天真のためにこの部屋から出るのだ。うん。

　というわけで、俺は天真がパンツに夢中になっている間になるべく音を立てないように移動を開始した……のだが。

　ガタン！

　不意に足元から低い音が響いた。慌てて視線を落とすと、そこにはミニサイズの冷蔵庫。

　たったいま俺は地べたに置かれていたそれを蹴ってしまったっぽい。

　……って、これはどう考えてもまずいよな。

　半分諦めたようにベッドの方を見ると、天真がこちらを見つめていた。

　そんな彼女の身体からだはプルプルと震えていて、顔はゆでだこのように真っ赤に染まっていた。

「ど、どうして優ゆう吾ごくんが……」

　今にも泣きだしそうな声音で訊たずねてくる天真。

　いやそれは俺のセリフなんだが。

「天真の方こそなんで俺の部屋にいるんだ？」

　いきなりパンツの件を訊きくのは恐いので、とりあえず部屋にいた理由を問う。

　すると天真は「そ、それは、その……」と言いづらそうにしながらも話し始めた。

「浴室でひどいことを言っちゃったことを謝ろうと思って優吾くんの部屋に来たんだけど、部屋の中に入ったら優吾くんがいなくてベッドには優吾くんの服があったから、つい……」

　つい俺のパンツの匂いをくんくんしてしまったのだろうか。どういうことだよ。

「えっと……こんなことを訊くのは失礼かもしれないけど、もしかしてこういうことって結構前からやってたり？」

　恐る恐る訊ねると、天真は「うん」と頷うなずく。

　まじかよ。何となく訊いちゃったけど、今回が初めてじゃなかったのか。

「じゃ、じゃあひまりは部屋に戻るね」

「えっ、そんな急に……」

　まだ色々と話さなくちゃいけないことがあるんだが……。

「じゃあね、優吾くん」

　そう告げると、天真は物もの凄すごく素早い動きで部屋を出て行った。

　直後、部屋の外の方から「恥ずかしいよぉぉぉぉぉ」と聞こえたが、間違いなく天真の声だろう。

「……はぁ」

　ベッドの上に座り込むと、大きく溜ため息いきを吐ついた。

　結局、肝心なことは分からず終じまいだな。

　何で天てん真しんは俺のパンツの匂いを嗅いでいたんだろう。

　匂いフェチとか？　うーん、何か違う気がする。

　まあ色々とわからないことだらけだけど、今回の件でたった一つだけわかったことがある。

　どうやら俺の好きな人は変態だったらしい。







　時刻は夜の十時。たったいま女子たちはみんなで遊んでいるらしいが、俺は参加していない。

　そりゃ天真とあんなことがあった後だからな。他のやつらがいるとはいえ、一緒にすごろくとかジェンガとか出来るわけない。

　そういうわけで俺は一人、先に自分の部屋のベッドに入って寝ている……まあ全然眠れていないんだけど。

　原因はもちろん天真の変態シーンだ。

　まさかあの天真があんなことをするなんて。

　何ていうかその……ギャップがありすぎて正直戸惑っている。

　今後、俺は彼女とどう接すれば良いだろうか。

　今まで通りにするのが一番良いんだろうが、俺にはそう出来る自信がない。

　きっと天真と話すたびにパンツをくんくんしている姿がチラついてしまうだろう。

「どうすっかなぁ……」

　まさか天真が変態だったなんて。

　いやまあ人間誰しも変態なところはあるだろうけど、他人の部屋で使用済みのパンツをくんくんしてしまう子はなかなかレアリティが高い。

　……まじでどうすれば良いんですかね。

「もういいや。とりあえず寝よう」

　今考えたところで頭がパンクしそうなので、思考を放棄して就寝することにした。

　寝たら何か良い案を思いつくかもしれないし。

　それから俺は目を瞑つぶって眠りに入ろうとすると、モゾモゾと下半身に妙な感触。

「っ！　な、なんだ！」

　びっくりして起き上がると、暗闇の中俺はすぐに傍そばにある間接照明を探す。

　泥棒か！　いやそれとも幽霊とか！

　お化け屋敷的なのは大丈夫だが、本物の幽霊となると話が違うぞ。

　そんなことを思いながら、ようやく俺は間接照明を点つけた。

　室内が僅かな光で照らされると、すぐにシーツをめくってベッドの中を確認する。

　そして先ほどのモゾモゾの正体がわかった瞬間、俺は呆あきれて溜ため息いきを吐ついた。

「月つき宮みや……」

　ベッドの中には部屋着姿の月宮がいた。

　俺と目が合うと、彼女はあわあわと慌てだす。

　まったく。こいつは……。

「お前、どうしてここに？」

　ひとまずベッドから月宮を出すと、彼女に訊たずねた。

「その……優ゆう吾ごに夜よ這ばいしに来たのだ」

「夜這い……」

　絶句した。遊びに来たとか言ったらまだ可愛かわいかったが、夜這いってなんだよ。

「鍵が開いていたので、てっきり我のことを受け入れてもらえたのかと」

「そもそもこの部屋に鍵なんて付いてないけどな」

　とぼけるように言う月宮に、俺は即座に指摘した。

　わけわからん嘘うそつくなよ。誰がお前の夜這いを受け入れるか。

「つーか、女子たちで遊んでたんじゃなかったのか？」

「それは途中で抜けてきたのだ」

「いや抜けてくるなよ」

　しかも理由が俺に夜這いするためとか。恥ずかしすぎる。

「今日は俺はもう寝たいんだ。だから今すぐ部屋から出て行ってくれ」

「そうか。では我を抱き枕にすると良い」

「夜這いしようとする抱き枕なんて絶対に嫌だ」

　全力で拒否するが、月宮は俺と一緒に寝る気満々のようだ。

「ほら優吾よ。一緒に寝るのだ」

　もう一回ベッドの中に入って、月宮は誘ってくる。

　何てことない表情をしているが、顔は真っ赤だ。

　そんな無理してまで夜這いなんてしなくていいだろうに。

「月宮、まじで自分の部屋に戻ってくれよ」

「嫌なのだ。我は優吾と一緒に寝るのだ」

「だから俺はお前と一緒に寝ないって」

　何度も言っているのに、月宮は一向に部屋から出て行ってくれない。

　相変わらず我わが儘ままなやつだなぁ。まあいつものことだけど。

「あのな月つき宮みや、お前がいつまでも部屋に戻らなかったら他の女子たちが心配するぞ」

「そんなことないのだ」

「そんなことあるだろ。特にユノとかな」

「そ、それはそうかもしれないが……」

　月宮は「ぐぬぬ……」と葛藤しているような声を漏らす。

　妹の話を持ち出すと、こいつは大体威勢が悪くなる。

　これまで何度も月宮とこういうやり取りをしてきて、学んだことの一つだ。

「ほら、早く戻った方が良いぞ」

　勢いがなくなったところで、再度部屋に帰るように促す。

　これで普段通りなら月宮は俺のいうことを聞いてくれるんだが……。

「嫌なのだ！」

　急に叫び出すと、月宮は俺の身体からだを押し倒してきた。

　すると、そのまま彼女にマウントを取られて全く動けない状態になってしまう。

「いきなり何すんだよ」

「我は優ゆう吾ごと一緒に寝るのだ。それで優吾に我のことを好きになってもらうんだもん」

　何言ってんだこいつ。一緒に寝たくらいで好きになったりなんか……！

「ってお前、まじで何やってんの!?」

　月宮の姿を見て、俺は思わず声を上げた。

　なんと彼女は衣服を何も着けていなかった。

　おかしい。さっきまではきちんと着てたはずなのに。

　それから視界の隅──ベッドの端っこの方で月宮が脱ぎ捨てた衣服を見つける。

　こいつ、ガチで夜よ這ばいする気じゃねぇか。

「優吾ぉ……」

　月宮は甘えるような声で呟つぶやく。

　艶っぽい吐息。透き通るほどに白い肌は僅かに紅潮している。

　間接照明の微かすかな明かりに照らされた月宮の身体は綺き麗れいなラインを描いていて、未いまだにそういった経験がない男子高校生には刺激的過ぎる。

「月宮、止やめろ……」

　引き離そうとするが、月宮に馬乗りになられているせいか上う手まく力が入らない。

「や、止めないもん。我は優吾の彼女になるんだもん」

　そう言いながら徐々にこちらに迫ってくる月宮。

　胸には柔らかいものが目一杯押し付けられ、さらには股の間に足を入れられてますます身動きがとりづらくなる。

　まずいぞ。このままだと本当にこいつと……それだけはダメだろ。

「だから止やめろって！」

　大声で叫ぶと、俺はあらゆる力を振り絞り強引に月つき宮みやの身体からだを引き剥はがした。

　直後、月宮は俺のすぐ横にバタリと倒れる。

「ったく、一体何なんだよ。今のお前少しおかしいぞ」

　月宮に押し倒されて乱れた服を整えつつ、俺は指摘した。

　確かに普段の月宮は我わが儘ままだし、他人の言うことは全く聞かないし、強引なところもあるけれど、最低限の引き際はわかっているやつだ。

　だが今の月宮は違った。明らかにやりすぎだ。

「何かあったのか？」

　なんとなくそう思って訊たずねてみる。

　すると、月宮はすぐには答えず少し間を空けたあと、

「別に何もないのだ。我はただ優ゆう吾ごに夜よ這ばいしに来ただけなのだ」

　何な故ぜか得意げに胸を逸そらしながら言葉を返した。

　それはいつも通りの彼女だ。

　あれ？　もしかして俺の勘違いだったか。

「仕方がない。ここは我が部屋に戻るとしよう」

　脱いだ衣服を着て肩を竦すくめたあと、月宮はゆっくりと立ち上がる。
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「お休みなのだ、優ゆう吾ご」

「お、おう」

　俺がそう返すと、月つき宮みやはようやく部屋から出て行った。

「……一体何だったんだよ」

　途中までは全く言うことを聞かなかったのに、最後の方は随分とあっさりしていた。

　やっぱり何かあったんじゃ……いやでも最後の方はいつも通りの月宮だったからなぁ。

「俺の考え過ぎかもな」

　最終的にはそう結論づけて、俺はとりあえず寝ることにした。

　なんつーか、今日は濃厚な一日だったな。

　好きな人が変態だったことが判明して、ラブコメの神様からは割とマジで夜よ這ばいされかけた。

「……なんか疲れた」

　力のない声で呟つぶやいたあと、俺はゆっくりと目を閉じて眠りについた。
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　翌朝。昨日の晩御飯の時と同じように、月宮家のリビングで俺は女子たちと一緒に朝食を食べていた。

　朝食の内容は焼き魚、味み噌そ汁しると白米の和食なメニュー。

　さすがに朝っぱらから懐石料理は出てこないみたいだ。でも物もの凄すごく美う味まい。

　本来なら天てん真しんと一緒にご飯を食べることが出来て喜ぶべき場面なんだろうが、昨日色々あったせいで彼女と一緒にいるのがひたすらに気まずい。

「優吾、あんた全然箸が進んでいないわね」

　いかにも高級そうな石テーブルを六人で囲むようにして食事を取っている中、不意に隣のユノが声を掛けてきた。

「別にそんなことないと思うがな」

「そんなことあるわよ。なに、体調でも悪いの？」

　何でこんな時に限って心配とかしてくるんだ。

　勘が鋭いというか、タイミングが悪いというか。

　そもそも心配して欲しい場面なら今じゃなくても、もっと他にあったんだがな。

「優ゆう吾ごさん、大丈夫ですの？」

　今度はユノが座っている位置とは反対側にいるルナから心配された。

「あぁ大丈夫だ。心配するな」

「ちょっと、どうしてルナにはちゃんと答えてあたしは無視するのよ」

　横合いからユノが文句を言ってくる。うるさいシスコンだ。

「姉さん、ご飯美お味いしい？」

　とか思っていたら、ユノは対面にいる月つき宮みやに話しかけた。

　本当に姉さん大好きだな。

「うむ、美味しいのだ」

「でしょう」

　ユノは自慢げな表情を浮かべる。というのも、今朝の味み噌そ汁しるはユノが作ったらしい。味はフツーに美う味まい。

　ちなみに他の料理を作ってくれた月宮母だが、朝食を作り終えるとそそくさと自室（昨日俺が運ばれた和室がそうらしい）に戻ってしまった。

　たぶん俺たちだけで食事が取れるように気を遣ってくれたんだろう。

「優吾、我のおかずを分けてやるぞ！」

「えっ、いや別にいらんけど」

　急に月宮から話しかけられて一瞬言葉に詰まったが、落ち着いてそう返した。

　……しかし月宮は普段通りだな。今も楽しそうにユノやルナと話しているし。

　じゃあ昨日の様子がおかしいと思ったのはやっぱり俺の思い違いだったのか。

　まあ夜よ這ばい自体は月宮が考えそうなことではあるからな。

「陽ひ毬まりちゃん、元気なさそうだけど大丈夫？」

　千歳ちとせは隣にいる天てん真しんに声を掛ける。

　彼女が言った通り、天真はさっきからあまり喋しやべっておらず朝食にもほとんど手を付けていない。

「う、うん。ちょっと食欲がなくて」

　天真はそう言っているが、彼女がああなっている原因は間違いなく昨晩のことだろう。

　まあ知り合いにパンツをくんくんしている姿を見られたら、食欲もなくなるよな。

　本当は天真の変態的な一面を目撃してしまった俺がどうにかして彼女を元気付けなきゃいけないんだろうが、正直天真にどう話しかけたらいいかわからん。

　フツーに話しに行ったところで、まず間違いなく微妙な雰囲気になるだろうし。

　うーん、どうしたものか。

「っ！」

　なんて思っていたら、ふと千歳と目が合った。

　すると、彼女は俺のことをムッと睨にらんでくる。

　天てん真しんのことを元気付けろ、と訴えているのがよくわかる。

　そう言われてもなぁ……。

　そんな風に俺が戸惑っていると、千歳ちとせの視線が更に鋭いものへ。

　いやいや、そんなに睨むなよ。こっちにだって事情があるんだから。

「優ゆう吾ごのアホ」

　しかも最終的には直接罵倒された。

　それだったら睨む必要なかったじゃん。







　朝食を食べ終えたあと。俺は玄関前の大きな階段に座り込んで一人休んでいた。

　ちなみに女子たちはリビングで楽しげに話している。

　月つき宮みや母曰いわく、帰るのはいつでも良いらしい。

　さすがにいつまでもいるわけにもいかないので、少なくとも昼過ぎには帰るとみんなで決めた。

　これは俺にとっては好都合だ。

　天真との仲直り……ではないけれど、気まずい関係を解決する方法をたっぷり考えることが出来る。

　なるべくなら今日中に天真との関係を改善したいところだ。

　このままだときっと夏休み中に俺と天真が会うことはないだろうし。

「さてどうするべきか」

　ぼんやり天井を眺めながら考える。

「…………」

　全く良いアイデアが出てこない。

　実はパンツをくんくんしていたところなんて見ていなかったよ、なんていうのは無理だし。俺はパンツをくんくんしている天真でも気にしないから、とか言ってもあっちが気にするだろうし。

「なにそんな難しい顔してるのさ」

　うーんと唸うなりながら悩んでいると、傍かたわらから千歳が声を掛けてきた。

　親友を気にかけてくれたのだろうか。

「別に何でもないけど」

「それは嘘うそでしょ」

　即行で否定すると、千歳は俺の隣に腰を下ろす。

「だって今朝優吾と陽ひ毬まりちゃん、一回も話してないじゃん」

「それはまあ……そうだな」

「何かあったんでしょ？」

「……いいや」

　千歳ちとせの問いに、俺は首を左右に振った。

　さすがに天てん真しんがその……変態だったことを話すわけにはいかないだろう。

「本当？」

「本当だよ」

「そっか……って、ボクが信じると思う？」

　ジト目を向けてくる千歳。

　さすが親友。余裕で俺の嘘うそを見抜いてくる。

「まあ色々あったんだよ」

「色々ってなにさ」

　誤ご魔ま化かそうとしても、千歳はすぐに問い詰めてくる。

　でもやっぱり天真のことは明かすことは出来ない。

「まったく、もう……」

　俺が暫しばらく無言を貫いていると、千歳が呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「ボクはね、陽ひ毬まりちゃんのこともそうだけど、優ゆう吾ごのことも心配してるんだよ」

　そう言って、千歳は急に俺の手の上に自身の手を重ねてくる。

「な、何するんだよ」

　動揺しながら視線を向けると、千歳はいつになく真剣な眼まな差ざしでこちらを見つめていた。

「だからさ、何があったのか教えてよ。もしかしたら力になれるかもしれないし」

「お前……」

　千歳は本気で俺のことを心配してくれている。

　本来なら天真のことは誰にも言ってはいけないことだ。

　でも、俺の親友であり今まで俺の恋愛を応援してくれた彼女になら話してもいいかもしれないな。彼女なら絶対に他言なんてしないだろうし。

　それに千歳に相談したら、天真と関係を改善する方法が見つかるかもしれない。

「……わかった。全部話すよ」

　そう答えたあと、俺は天真が変態だったことについて話した。

　俺の部屋で服を乱して鼻息を荒くしながら恍こう惚こつとした表情で俺のパンツをくんくんしていたことを。

「……まじですか」

　全てを話し終えたあと。千歳は目を丸くしていた。

　びっくりしすぎて敬語になってるんだが。

「まじだよ。それで現場を目撃した俺は天てん真しんと気まずくなってるんだ」

「な、なるほど」

　事情を把握した千歳ちとせはうんうんと頷うなずく。

「ちなみに優ゆう吾ごはどうしたいの？　陽ひ毬まりちゃんと普通に話せるようになりたい？」

「そりゃ当たり前だろ」

「陽毬ちゃんが変態だったのに？」

「それとこれとは関係ないだろ」

　即答すると、千歳は顎に指を添えて暫しばし考える仕草を見せる。

「はっきり聞くけど、いま優吾は陽毬ちゃんのことが好きなの？」

「えっ、それはもちろん……」

　と言いかけたところで、俺は言葉を止めた。

　ここですぐに「好きだ」と返答するのは簡単だが、たぶん彼女が訊ききたい答えはそういうことじゃないと思う。

　きっと千歳は、天真が他人のパンツの匂いを嗅いでしまうような変態だとわかった今でも彼女のことが好きなのか？と訊いているのだ。

　俺は暫しばらく思案する。

　確かに昨晩天真が俺のパンツをくんくんしていたことにはびっくりしたけど、それで今までの彼女に対する気持ちが冷めたかと訊かれたら、そんなことはない。

　だってたとえ天真が変態でも、これまでに彼女と交わした言葉や、時折俺に向けてくれた笑顔は嘘うそじゃないんだから。

「そうだな。今でも天真のことが好きだ」

　じっくりと考えて答えを出すと、千歳は「そっか」と返してにこりと笑った。

「じゃあやるべきことは一つだね」

「？　どういうことだ？」

「だって陽毬ちゃんと話せるようになりたいんでしょ？」

「それはまあそうだけど……」

　ここまで話しても千歳の言いたいことがわからないんだが……。

「だから陽毬ちゃんへの気持ちをそのまま本人に伝えればいいんだよ」

　千歳はそう言ってウィンクする。

　気持ちを伝える。それはつまり……。

「告白をしろってことか！」

「えっ、ボクは陽毬ちゃんが変態でも友達でいたいって言えば良いと思ったんだけど」

　千歳は驚いたあとに苦笑する。

　なんだそれ、わかりにくいな。

「いや俺は告白をする。そっちの方が俺の本当の気持ちが天てん真しんに伝わるからな」

「でも振られたら？」

「その時はその時だ」

「というか、そもそも陽ひ毬まりちゃんに告白しても毎回らぶこめのかみさま？に邪魔されるんじゃなかったっけ？」

「……お前な、せっかくこっちがやる気になってるのにテンション下がるようなことを言うなよ」

　千歳ちとせを睨にらむと、彼女は「ごめんごめん」と軽く笑う。

「うん。優ゆう吾ごがそう決めたんならボクは応援するよ」

　千歳は今度はウィンクを決めてそう言ってくれる。

　やっぱり千歳に相談してよかったな。彼女のおかげでどうにか天真との問題を解決できそうだ。まあそのためには天真にきちんと俺の気持ちを伝えないといけないけど。

「頑張ってね、優吾」

　最後に千歳は優しく微笑ほほえみながらエールを送ってくれた。

「おう、ありがとな」

　さすが俺の親友だぜ。改めてそう思った俺だった。







「さてどうやって告白すべきか」

　場所は変わって自分の部屋。千歳と別れたあと俺は一人ベッドの上に腰を下ろして天真に告白する方法を考えていた。

　もし俺が告白しようとしたら、まず間違いなく月つき宮みやが邪魔してくるだろう。

　これまで告白に失敗すること二十八回。

　この経験を活いかして次の告白こそは上う手まくいかせなければ。

　でないと、いつまでも天真と気まずい関係のままになってしまうからな。

　……まあ天真に気持ちを伝えられたとしても、結局振られたら気まずいままになってしまうかもしれないけれど。

　その時はその時だ。

　振られた時のことは振られてからまた考えればいい。

　そんなことを考えていたら、不意にコンコンと扉のノック音。

　俺はベッドに座ったまま返事をした。

「優吾さん、入っていいのです？」

　月宮母の声だ。一体何だろうか。

　疑問に思いつつも「いいですよ」と返すと、ガチャリと扉が開いて月宮母が入ってきた。

　この人、まじで幼女にしか見えないよな。

　これで二児の母親とか。信じられん。

「むっ、いま失礼なことを考えていたのです？」

「いやいや思ってないですよ」

　じとーっと睨にらんでくる月つき宮みやの母に、俺は必死に否定する。

　すると、月宮母は「まあいいのです」と返した。

　一応疑いは晴れたみたいだ。実際はだいぶ失礼なことを考えていたけどな。

「先ほどは深刻そうに考え事をしていたようなのですが、何かあったのです？」

「えっ……あぁ」

　きっと階段で天てん真しんのことについて悩んでいたところを見られていたのだろう。

　ひょっとしてそのことを聞くためだけに俺の部屋に入ったのか？

「それはもう解決したので」

「そうなのです？　それにしてはまだ冴さえない表情をしているように見えるのですが」

　と言って、月宮母は顎に指を添えて暫しばし思案する。

「もしかして陽ひ毬まりさんのことを考えていたのです？」

「……なんでわかるんですか」

「このくらいラブコメの神様なら楽勝なのです」

　月宮母はふふーんと得意げに鼻を鳴らす。

「ということは、陽毬さんに告白でもするのですか？」

「まあ……そんな感じです」

　答えると、月宮母はポン！と何かひらめいたように手のひらを叩たたいた。

「あなたの告白、やっぱり私が手伝ってあげるのです」

「いやそれは結構ですって」

　ここで月宮母の手を借りたら意外と簡単に告白することが出来るかもしれない。

　彼女だって月宮たちと同じラブコメの神様なんだし。

　……でもそれじゃあ、何度も言うように月宮母に自分の娘の失恋を手伝わせるようなもんだし、良くないだろ。

　それにもし月宮母に告白を手伝ってもらったら、今まで俺の告白に一生懸命協力してくれたルナと交わした約束を破ることになってしまう。二人で力を合わせて天真に告白しよういう約束をな。

「でもこのままだと一生陽毬さんに告白できないのですよ」

「な、何言うんですか。そ、そんなことないですよ」

「あるのですよ。あんまり私の娘を舐なめちゃいけないのです」

　確かに。月宮はいつもはポンコツなやつではあるけど、何だかんだ言って二十八回も告白を邪魔されてるからな。

「良いのですか？　このまま陽ひ毬まりさんに告白出来なくても」

「そ、それは……」

　俺は何としても今日中に天てん真しんに自分の気持ちを伝えないといけない。

　そうじゃないと彼女と気まずい関係のまま夏休みを過ごすことになってしまうからな。

　となると、やっぱりちゃんとしたラブコメの神様で月つき宮みやのことをよく知っている月宮母が協力してくれるっていうのは非常に心強い。

　だけど……。

「どうしてそんなに俺に告白させたいんですか？」

「それは昨日も言ったのです。ラブコメの神様として当然のことをしようとしているまでなのです」

「それはそうかもしれないですけど……」

　なーんか怪しいんだよなぁ。

　昨日といい今日といい、やたら強引に俺の告白を手伝おうとしている気がするし。

　本当にラブコメの神様としての義務を果たそうとしているだけなのか？

「あーあ、このままのん気にしていると陽毬さんが誰かに取られてしまうかもしれないですね」

　なんて疑念を抱いていると、月宮母が急にそんなことを言い出した。

「いやそんな安い挑発されても……」

「そして優ゆう吾ごさんは陽毬さんがイケメンの彼氏とイチャイチャしているところを毎日のように遠目で見ることになるのです」

「…………」

　いやいやこんな口車に乗せられちゃあいけない。

　これは罠わなだ。月宮母が俺に告白を手伝って欲しいと言わせるためのな。

　……でも、彼女が言ったことは結構あり得ることなんだよなぁ。

　天真の可愛かわいさなら明日イケメンの彼氏が出来ても全然おかしくない。

　そうなると俺はいま月宮母が言った通り、天真がイケメン彼氏とイチャついているところを遠くから号泣しながら観察することになってしまうだろう。

　……よし、決めた。月宮母に告白に協力してもらおう。

　念のため言っておくが、別に月宮母の口車に乗せられたわけじゃないぞ。

　自分で判断して月宮母が告白に必要だと感じたから彼女に協力を依頼するのだ。

　怪しい面はあるけど、たぶん俺が知っているラブコメの神様の中で一番優秀な神様だろうしな。だからもう一度言うぞ。俺は口車になんか乗せられてない。

「……わかりました。俺の告白を手伝ってください」

「やった！　なのです！」

　瞳をキラキラとさせる月つき宮みや母。

　この人、ホントは子供なんじゃないのか。

「ただし条件があります」

「条件、なのです？」

「はい。あなたは月宮たちと同じようにラブコメの神様の力を使えると思いますが、それを使って俺の告白を上う手まくいかせようとするのは止やめてください」

　もし月宮母がルナのように神様の力を上手く使えないとかではなかった場合。

　彼女の神様の力を使えばきっと容易に月宮に邪魔されずに天てん真しんに告白することができるだろう。

　だがそれじゃあ今までの俺やルナの努力を無駄にしてしまうような気がする。

「つまり私は昨日と同じように神の力を使わないであなたの告白を手伝えばいいのですね？」

「そういうことです」

　まあ昨日の場合は月宮母が勝手に俺の告白を手助けしていたんだけどな。

　でも理解が早くて助かる。

「ではこれからよろしくなのです」

　それから月宮母は俺の前に手を差し出してきた。

「私のことはディアナさんと呼ぶといいです」

「わかりました。よろしくお願いしますディアナさん」

　そう返すと、俺は彼女の手を握って握手を交わした。

　こうして俺は月宮母──ディアナさんと協力して天真に告白することになったのだった。







「よし。じゃあ始めるか」

　場所は変わらず俺の部屋。先ほど告白に協力することになったディアナさんの他に元々の俺の告白の協力者であるルナも呼び出して、三人で天真に告白する方法を考えることにした。

　なお、他の女子たちは昨晩やったすごろくとは別のボードゲームをやっている。

　俺も誘われたが当然断った。もうあまり時間がないからな。

「とその前に、ルナ悪かったな。急に呼び出して。みんなと一緒に遊びたかったろ？」

　ベッドの上に腰を下ろすと、傍かたわらの一人用ソファに座っているルナに謝る。

「いいえ構いませんわ。だってわたくしは優ゆう吾ごさんの告白の協力者なのですから」

　ルナは穏やかな微笑ほほえみを浮かべた。

　なんて優しい子なんだ。俺、感動で泣いちゃいそうだよ。

「他人の前でなにイチャラブしているのです？」

　そんなことを思っていたら、不意にディアナさんが水を差すような言葉を放つ。

「ディアナさん。今のどこがイチャラブしているんですか？」

「全てなのです。そもそもそこにいるルナさんはどう見てもあなたのことが──」

「アテナのお母様！　それ以上は言ってはダメですわ！」

　ルナはわーわーと騒ぎ出すと、そのままディアナさんの口を両手で塞いだ。

　それにディアナさんは「やめるのですー！」と身体からだをバタバタさせている。

　でも見た目通り力が弱いせいか、全く抵抗できていない。

　つーかこの二人、こんなに仲良かったっけ？

「ふぅ、酷ひどい目にあったのです」

　ディアナさんはげっそりとしながら言葉を零こぼした。

　ルナからディアナさんへの攻撃は暫しばし続いたのだが、ディアナさんが「もう何も言わないのです」と言った瞬間、ルナはようやく彼女の身体から離れた。

　今のやり取りは何だったんだ。俺にはさっぱりわからなかったが。

「ルナ、一体何があったんだ？」

「わ、わたくしは悪くありませんわ。その……アテナのお母様の口が軽いのがいけないのですわ」

　ぷいっとそっぽを向くルナ。

　とりあえずディアナさんが悪いらしい。

「で、そろそろ天てん真しんに告白する方法を話し合いたいんだが……」

「はいですわ！」「わかったのです」

　俺の言葉に、ルナとディアナさんがきちんと返事をする。

「わたくしはアテナに睡眠薬を飲ませればよいと思いますわ」

「お前、なかなか酷いこと考えるな!?」

　しかも冗談かと思ったのに、ルナは至って真剣な表情をしている。

「ですが、もうこれくらいやらないと優ゆう吾ごさんは告白が出来ないと思いますの」

「いやまあそれはそうかもしれないけど……」

　なにせ二十八回も月つき宮みやに告白を邪魔されてるからな。

　ルナが睡眠薬とか言ってしまうのも無理もない。

「だが睡眠薬は無理だな。そもそもここにないし」

　そう言うと、ルナは「そうですの」と残念がる。

「私はルナさんの神の力を使えばいいと思うのです」

　次いでディアナさんは律義に手を上げて発言した。

　でも見た目的に授業中に先生の質問に答える小学生にしか見えない。

「ルナさんが神の力を使ってアテナの邪魔を阻止すれば良いと思うのです。そしたら簡単に優ゆう吾ごさんは告白出来るのです」

　ディアナさんが淡々と述べるが、それに俺もルナも微妙な反応をした。

「？　何か問題でもあるのです？」

　俺たちの様子がおかしいことを察したのか、ディアナさんは首を傾かしげて訊たずねてきた。

　一応、今はディアナさんは俺の告白の協力者だ。

　だったら、ルナが神様の力を上う手まく使えないことを明かした方が良いかもしれない。

　このまま黙ってるわけにもいかないしな。

　そう思いルナに視線を移すと、彼女はこくりと頷うなずいた。

　どうやら話して良いっぽい。

「ディアナさん、実は……」

　そういうわけで俺はディアナさんにルナが俺の告白の時にだけ悲観的になって神様の力をきちんと使えなくなることを明かした。ついでにルナが神様の力を上手く使うためには恥ずかしい姿になったり恥ずかしい目に遭ったりしないといけないことも。

「そうなのですか……」

　ディアナさんは納得したように頷く。

「まあ個人的には失敗しても良いから俺が告白する時に何回でもルナに神様の力を使って欲しいんだがな」

「そんなことしたら優吾さんに迷惑をかけてしまいますわ」

　ルナは大きめの声で主張した。

　彼女としては神様の力を完全に使いこなせるようになってから、俺が告白する時に神様の力を使いたいらしい。

「痴話喧げん嘩かをしているところ悪いのですが、私に考えがあるのです」

　またディアナさんが礼儀正しく手を上げて発言した。

　この人、手を上げないと話せない人なのかな。

「ち、痴話喧嘩ですの!?」

　ルナが声を出して赤面する。

　いや何でここで照れる。

「考えって何ですか？　言っておきますけど、ディアナさんが神様の力を使って──みたいなのはダメですからね」

「わかっているのですよ。私は神の力を使うつもりはないのです。なんてったって私は大人の女性なのですからね。レディーは簡単に約束を破ったりしないのです」

　えっへんと胸を張るディアナさん。

　レディーなのに随分とぺちゃんこですね、とか言ったら怒りそうなので止やめておこう。

「そうですか。……それでディアナさんの考えというのは？」

「簡単な話なのです。ルナさんが神の力を使えないのなら練習をすれば良いのですよ」

　ディアナさんはナイスアイデアでしょ？みたいな口調で言ってくる。

「それならしてますよ。ルナは毎週末デートスポットに行っては神様の力を使って人間の恋愛を手助けしてるんです」

　そう。ルナは休日には毎週のように出かけて、神様の力を使って街の人々の恋愛をサポートしている。

　彼女だって何もしていないわけじゃないのだ。

　俺の告白を上う手まくいかせるために頑張ってくれている。

「そうなのですか？　でもそれではどのみち練習になっていないのですよ」

「練習になってない？　ってそれどういう意味ですか？」

　急にルナの頑張りを否定されたんだが。

　ディアナさんがどれだけ優秀な神様か知らないけど、そんな言い方しなくてもいいのに。

　なんて思っていたけど、

「だってルナさんは優ゆう吾ごさんが告白する時だけ神の力を使えなくなってしまうのでしょう？　それなら同じ状況で神の力を練習しなければ意味ないのです」

　ディアナさんの言い分はもっともだった。正論以外の何物でもない。

「逆に同じ状況で何回も練習していたら、そのうち慣れて優吾さんが告白する時でも難なく神様の力を使いこなせるようになると思うのです」

「まあそれはわかりますけど……ルナは俺の告白を練習台に使うのは嫌みたいですし、それに俺が告白する時なんて限られているんですが」

　仮に俺が告白する時にルナが神様の力を練習するとして。

　俺は割と告白の回数は多い方だけど、それでも一カ月に四、五回だ。

　つまりルナは一カ月に四、五回しか神様の力を練習できないことになる。効率が非常に悪い。

「そもそもディアナさん。さっきから練習練習って言いますけど、俺は今日告白するんですよ。そんな時間なんてないですよ」

「それはわかっているのです。なので二人にはちょっと来て欲しいところがあるのです」

　そう言うと、ディアナさんは部屋の扉を開けて手招きをする。

　いきなりなに。どこに連れてかれるの。

　そう怪け訝げんに思いつつも、今のところ俺もルナも特に良い考えは浮かんでいないので、とりあえず彼女に付いて行くことにした。







　ディアナさんに案内されて着いた場所。そこは何もない部屋だった。

　家具すら置かれていなく、広さは月つき宮みや姉妹の部屋の三倍ほどでかなり広い。

　きちんと物を揃そろえさえすれば大人数でパーティーでも出来そうなほどだ。

「……なんですかここ」

「ただの空き部屋なのです。こんなに広い部屋特に使い道がないので」

　ディアナさんは答えると、てくてくと部屋の中央へ。

「ここでルナさんの神様の力を練習するのです」

「ここで？」

　どうやって？　と疑問に思っていると、いつの間にかディアナさんはステッキを持っていた。ラブコメの神様専用のステッキだ。

　これを使うことでラブコメの神様は神様の力を使うことが出来る。

「えいっ！　なのです！」

　ディアナさんがステッキを振ると、無数の光の粒子が現れて、部屋中に飛び散っていく。

「っ！」

　直後、俺は目の前の景色に目を見張った。

　なんと先ほどまで殺風景だった空き部屋が一瞬で美しい花畑へと変化してしまったのだ。

　さらに天井は澄んだ青空へと変わっている。

　間違いなくディアナさんの神様の力のせいだと思うけど、まさかこんなことまでできるなんて。

「綺き麗れいですわ！」

　花畑を見て隣のルナがはしゃいでいた。無邪気なやつだ。

「さらに、えいっ！　なのです！」

　続けてディアナさんはステッキを振るった。

　すると今度は花畑の上に人影が現れる。

　やや遠いので目を凝らしてみると……。

「天てん真しん！」

　人影は天真だった。彼女はキュートな笑みを浮かべながら佇たたずんでいる。

　なんでここに……と思ったが、彼女の様子はどこかおかしい。

　笑顔からずっと表情が変わらない。あれはまるで人形みたいな……。

「幻影なのです」

　怪け訝げんに思っていたら、ディアナさんから補足が入った。

　それから続けて彼女は話す。

「花畑も陽ひ毬まりさんも私が作った幻影なのです」

「なるほど」

　だから天てん真しんが笑顔のまま動かないのか。納得だ。

　……しかし幻影でも天真は可愛かわいすぎるな。もし幻影の天真に告白されたら即答でオッケーしてしまうかもしれない。

「でもどうしてこんなことを？」

　花畑と天真を出した理由について訊たずねる。

「もちろんルナさんに神の力を練習してもらうためなのです」

　ディアナさんはそう答えると続けて話し始めた。

「まず優ゆう吾ごさんは幻影の陽ひ毬まりさんに向かって告白するのです。そしたら私が神の力を使ってそれを邪魔するので、ルナさんは私の邪魔を阻止して欲しいのです」

　ディアナさんが見やると、それにルナは慌てたように「は、はいですわ！」と返す。

　こいつ、花畑に夢中で話を聞いていなかったな。

　そんな彼女にディアナさんは少し呆あきれた表情をしたあと、こっちに視線を戻してきた。

「これなら本番の告白の時と同じような状況で神の力を練習できるですし、それに陽毬さんは幻影なので間髪入れずに何度でも告白できるので短時間で何回も練習できるのです」

　確かに彼女が言った通りだ。

　それにこれなら本当の俺の告白を練習台に使うわけじゃないから、ルナだって心置きなく神様の力を練習することができる。

「ルナ、今の話聞いてたか？」

「は、はいですわ！　聞いてましたの！」

　ちゃんと聞いていたアピールをするルナ。

　今度はきちんと話を聞いていたみたいだ。

「わたくし、優吾さんのために神の力を練習して絶対に優吾さんの告白のお役に立てるようになってみせますわ！」

　ルナは綺き麗れいな瞳を燃やして、胸の辺りには両拳を作っている。

　これはいつものやる気マックスなルナだな。

「そうと決まったら、まずはこうするのです」

　ディアナさんがステッキを一振り。

　すると、ルナの服装が一瞬でナース服へと変わった。

　素直に言ってしまうと、かなり可愛い。

「な、なんですのっ！」

「なんですのっ！ではないのです。あなたは恥ずかしい格好をしないと神様の力を上う手まく使えないのでしょう？」

　顔を真っ赤にするルナに、ディアナさんは静かに言った。

　どうやらディアナさんはルナが神様の力を使えるようにするために彼女を恥ずかしい格好にしてあげたらしい。

　そうしないとルナは通常時ですら神様の力をきちんと使いこなせないからな。

「さあ早く練習を始めるのです。そうしないと陽ひ毬まりさんたちが帰ってしまうかもしれないですからね」

　ディアナさんがそう言うと、早速俺たちは神様の力の練習へと移る。

　配置は俺が天てん真しん（幻影）の前、やや離れたところにルナ、ルナと反対側の位置にディアナさんといった感じ。

　……しかし幻影とはいえ本当によくできているな。本物の天真とほとんど遜色ない。

『優ゆう吾ごくん、ひまりに話ってなにかな？』

　とか思っていたら、不意に天真（幻影）が喋しやべり出した。

　えっ、なにこれ。幻影じゃなかったの？

「無言というのもつまらないので喋らせてみたのです」

　困惑していると、ディアナさんが説明してくれた。

　彼女の手にはステッキが握られている。

　幻影なのに喋らせることも出来るのか。ラブコメの神様の力ってすげぇな。

「それよりも、さあ早く告白するのです」
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　そう促してくるディアナさんだけど、いきなり幻影の天てん真しんを喋しやべらせて驚かせたのはあなたですからね。

　なんて内心で文句を言いつつ、俺は天真（幻影）に告白をしようと口を開いた。

「実は天真に伝えたいことがあるんだ」

『伝えたいこと？』

　天真（幻影）は上目遣いで聞き返してくる。

　再現度高すぎるだろ。超可愛かわいいんだが。

　あまりにも天真（幻影）がリアルに近いからか、段々と緊張してきてしまった。

　って、なにビビってんだ俺。

　いま目の前にいる天真は本物じゃないんだ。こんなところで緊張してたら本当の告白の時にちゃんと気持ちを伝えることができないぞ。

　そう自分に言い聞かせながら、一つ深呼吸。それから俺は天真（幻影）に告げた。




「天真！　俺は天真のことがすーー」




　刹那、ディアナさんがステッキを振るったのが見えた。

　同時に俺の服に変化が生まれた。

　ユニ○ロで揃そろえた私服がいつの間にかレディースへと変わっているのだ。

　内容は上はカットソー、下はミニスカート。

　なんだよ、これ。俺のミニスカ姿とか誰も得しないだろ。

　なんて思いつつ、ディアナさんの方を見ているとくすくすと笑っていた。

　いくらルナが神様の力を練習するためとはいえ、純情な男子高校生をミニスカ姿にさせるのは酷ひどすぎやしませんかね。しかも笑っているし。

「えいっ！　ですわ！」

　なんて思っていたら、ルナの声が聞こえた。

　彼女はステッキを振って神様の力を使っていた。

　直後、俺の格好はカットソー＆ミニスカセットから元の私服に戻った。

　おっ、もしや練習一発目にして神様の力を使うことに成功したのか？

　一瞬そんな甘い考えが過よぎったが、そう簡単には問屋は卸してくれなかった。

「っ！」

　気が付くと、俺の服装は私服からチアガール姿に変わっていた。

　さらに手にポンポンの特典付きだ。……いらねぇ。

「またやってしまいましたのぉぉぉぉぉぉ」

　見事なチアガールに仕上がってしまった俺を見て、ルナは泣き出してしまう。

　やはり今回もルナは神様の力を使えなかったようだ。

　原因はいつもと同じように俺が告白する時になると『失敗してしまうかも』と悲観的な考えが過よぎってしまったからだろう。

　正直、今の告白は天てん真しんが幻影だからひょっとしたらフツーに神様の力を使えるんじゃ……とか思っていたけど、そんなことはなかったみたい。

「そんなに泣くなって。これは練習なんだから、何回失敗したって良いんだよ」

「ゆ、優ゆう吾ごさん……」

　俺が励ますと、ルナはじーんと感動する。

　続けて彼女は俺のチアガール衣装を見て、

「そ、その……とても似合っていますわ」

「それは言わなくて良い」

　平静を装っているが、実際はめちゃくちゃ恥ずかしいんだからな。

　それに下半身がめっちゃスース―して落ち着かない。

　チア部の人ってよくこんな格好で飛んだり踊ったりできるな。

「ルナさん、落ち込んでいる暇はないですよ。早く次の練習に移るのです」

　やや離れた位置からディアナさんはそう言ってくる。

　なかなかにスパルタだな。ルナもルナなりに頑張っているのに。

「は、はいですわ！　わたくし頑張りますわ！」

　とか思っていたけど、ルナはさらに気合が入ったように見えた。

　たぶん彼女は褒めらるよりも怒られて伸びるタイプなんだろうな。

　それから俺たちはそれぞれ配置に戻って、ルナの神様の力の練習を再開する。

　俺が告白をして、ディアナさんが告白の邪魔をして、ルナがそれを阻止しようと神様の力を使う。

　それを何回も繰り返してはみたが……。

「やっぱりダメですのぉぉぉぉぉぉ」

　さっきと同じようにルナは泣きじゃくっていた。

　結局、ルナはまだ俺の告白の時に神様の力を使いこなせるようにはなっていない。

　十回以上は天真（幻影）に告白したんだが、ものの見事に全て失敗した。

「うーん、何回か練習すればすぐに出来るようになると思ったのですが」

　悩ましげな声を漏らすディアナさん。

　ラブコメの神様としてのキャリアが長いであろう彼女でも、ルナに神様の力を上う手まく使えるようにするのは難しいっぽい。

　本当にどうやったらルナは俺の告白の時に神様の力を使いこなせるようになるんだろうな。

　普段なら恥ずかしい格好さえしていれば、何の問題もなく神様の力を使えるんだけどな。

　俺の告白の時も普段通りに神様の力を使ってくれたらいいんだけど……！

「ルナ、ディアナさん。俺に一つ考えがあります」

　俺が言うと、二人ともこっちに顔を向ける。

　考えとは、もちろんルナが俺の告白の時に神様の力を上う手まく使える方法についてだ。

　それから俺は二人にその考えを話すと──。

「たしかにその方法なら優ゆう吾ごさんが告白する時でもルナさんは神様の力を使いこなせるかもしれないのです」

　ディアナさんはうんうんと頷うなずく。

　一方、ルナは少し浮かない顔をしていた。

「ルナ、これ上手くいきそうに思うか？」

「わかりませんの。……でもわたくし、優吾さんの告白のために頑張りますわ！」

　ニコッと笑うルナ。

　なんて健けな気げな子なんだ。ルナが俺の告白の協力者でまじで良かった。

「じゃあ早速その方法で練習を──」

「でも、残念なことにもう時間がないのです」

「えっ」

　ディアナさんの言葉を聞いて、ズボンのポケットからスマホを取り出すと、時刻は十一時四十分。

　今朝決めた予定だと昼過ぎくらいにはみんな帰ることになっているので、天てん真しんを告白する場所に連れ出したり、彼女に告白したりすることを考えると、確かに時間がない。

「そろそろ陽ひ毬まりさんに告白をしに行かないと帰ってしまうのですよ」

　まじかよ。せっかくルナが俺の告白の時でも神様の力を上手く使えるかもしれない方法を思いついたのに。

「じゃあいきなり本番の告白で試すしかないってことですか？」

「そうなるのです」

　まさかのぶっつけ本番。

　こうなるとルナが本番に強いかどうかによるんだが……。

「だ、だだ、大丈夫ですわ！　わ、わたくし、頑張りますわ！」

　ルナは噛かみ噛みでそう言ってくれた。……もう不安しかねぇ。







　正午より少し手前。俺は月つき宮みや家の玄関前に一人でいた。

　天真を待っているのだ。

　空き部屋から戻ったあと。一旦リビングでみんなと昼食を食べたのち、天てん真しんに話があるから後でここに来てくれないか、と伝えたのできっと来てくれるはずだ。

「……来てくれるよな？」

　若干不安になっていると、不意に目の前に影が落ちた。

　すぐに顔を上げると、視界にはやや元気がなさそうな天真の姿。

　彼女を見て、俺は一瞬大喜びしそうになったが今はそんなことをやっている場合じゃない。

「優ゆう吾ごくん、その……なにかな？」

　彼女は気まずそうな表情を浮かべながら訊たずねてきた。

　この様子からして、やはりまだパンツをくんくんしていたシーンを見られたことを引きずっているみたいだ。

「実はな、天真と行きたいところがあるんだ」

「行きたいところ？」

「あぁそうだ」

　今から俺は天真に告白をする。

　でも他ひ人とん家ちの目の前で告白するのはさすがにムードが足りないだろう。

　だからきちんと告白するのに適した場所に移動して、そこで彼女に告白をしたい。

「一緒に来てくれるか？」

　真剣に訊ねると、天真は少しだけ迷ったような表情を見せてから「うん、わかった」と頷うなずいた。

　よし、これでひとまずは天真に告白する機会を得た。

　あとは俺の気持ちを素直に伝えることが出来れば、天真との関係も改善できるかもしれない。あわよくば恋人になれる可能性だってある。

　まあそうなるためには俺の作戦が上う手まくいくかが重要なのだが。

　とりあえず今はさっさと目的地へ移動しよう。あんまり待たせると天真に悪いしな。

「じゃあ天真、早速行ってもいいか？」

「そうだね。行こっか」

　そんなやり取りを終えたあと、俺たちは歩みを始めた。

　きっとこれからする告白も今まで通り月つき宮みやが邪魔してくるだろう。

　だが見てろよ月宮。

　今回こそは必ず天真に想おもいを伝えて見せるからな！







　月宮家から歩くこと数分。俺たちは目的地に着いた。

「ここって……」

　天てん真しんが驚いたように周りを見回す。

「恋愛成就の神社だよ」

　そんな彼女に俺は答えた。

　本当は昨日ここで告白するつもりだったんだけどな。色々あって今日になってしまった。

　一見どこにでもあるような神社に見えるけど、入口の方にハート形の絵馬が沢山飾られてるから、事前に見つけた恋愛成就の神社で合ってるだろう。

　なんて思っていたら、天真が拝殿の方をじっと見ていた。

「とりあえず参拝でもするか」

「えっ、いいの？」

「当たり前だろ。逆に訊きくが天真は参拝したくないのか？」

　訊たずねると、天真は瞳を見開いてからにこりと笑った。

「したいかな」

「じゃあそうしようぜ」

　俺も軽く笑って返すと、二人で奥にある拝殿へと向かった。

　告白はしなくちゃいけないけど、天真がやりたいことがあるならそっちを優先させてやりたい。彼女のことが本気で好きなら当然のことだ。

「これが恋愛成就の神社の拝殿か」

　賽さい銭せん箱ばこの側面に『愛』という文字が大きく彫られていた。

　いや恋愛成就の神社だからってのはわかるけど、直球すぎるだろ。

　それから俺たちは一緒に参拝した。

　俺はもちろん天真と付き合えるようにお願いしたが、天真はどんなことをお願いしたのだろうか。

　もし好きな人がいて、その人と付き合えるように……とかだったら割とショック。

「優ゆう吾ごくんはどんなお願いしたの？」

　参拝を終えたあと、天真が小さく笑みを浮かべながら訊ねてきた。

　だいぶいつもの天真に戻ってきた気がする。

　とはいえ、まだぎこちない感じだな。やはり俺が自分の気持ちを伝えなくちゃ彼女との関係は完全には元に戻らないだろう。

「それはな、たぶんもうすぐわかる」

　天真の問いにそう答えると、彼女は不思議そうに首を傾かしげた。

『準備完了なのです』

　不意に耳元からそんな声が聞こえた。ディアナさんだ。

　事前の話し合いで彼女はいまルナと一緒に俺たちが見える範囲の茂みに隠れている。

　それはもちろん俺の告白に協力するため。

『わたくしも準備できましたわ』

　次いでルナの声も聞こえてきた。

　ちなみに彼女たちの声はルナと協力して告白する時にお馴な染じみのワイヤレスイヤホンを使って聞いている。

「わかった。じゃあ予定通りに行くぞ」

　天てん真しんにバレないように顔を少し横に向けながら小さく呟つぶやいた。

　次いで俺は天真に視線を戻す。

「天真、俺はお前に伝えたいことがあるんだ。聞いてくれるか？」

　やや緊張しながら訊たずねると、天真は一瞬キョトンとしたあと「うん」と頷うなずいてくれた。

「ふぅ……」

　少し張り詰めた空気の中、俺は一つ深呼吸をする。

　今回の告白は先ほど俺が思いついた作戦通りに行われる。

　その内容は簡潔に言うと、ルナが神様の力を使って俺の告白を邪魔してくる月つき宮みやの神様の力を阻止するというもの。

　これだけを聞いたら、ルナと二人で協力して告白をしていた時の方法と何も変わらないじゃないかと思われるかもしれない。

　だが実際は違う。

　今回はルナは神様の力を上う手まく使えるようにするために恥ずかしい格好をしつつ、さらに『メガネ』を掛けて俺の告白に協力するのだ。

　なんでメガネ？と思う人もいるだろう。

　これはルナが度が強いメガネを付けて俺のことがはっきりと認識出来なくなれば、俺のことを意識しなくなり、告白の時に『失敗してしまうかも』みたいな悲観的なことを考えることがなくなって、いつも通り神様の力を使うことが出来ると俺が考えたからだ。

　現状、ルナは恥ずかしい格好をしていれば俺の告白の時以外はきちんと神様の力を使いこなせるからな。

　そんなわけでたったいまルナはメイド服にメガネという萌もえ萌えな姿で月宮の邪魔を阻止しようとしているのだ。

　ちなみにメイド服は自前らしい。文化祭で着て気に入ったのだろうか。

「よし」

　俺は小さく呟くと、ギュッと拳を握った。

　今から天真に告白をしよう。

　これまで失敗すること二十八回。個人的にそろそろ天真に自分の想おもいを届けたい。

　今回はディアナさんの作戦で告白するわけだが、大丈夫だ。

　きっと作戦は上う手まくいって天てん真しんに告白出来る……はずだ。

　だから自信を持って行くぞ、俺。

　今回こそは絶対に天真に気持ちを伝えてやるんだ。

　そう自身を鼓舞しつつ、俺は天真に向かって言った。




「天真！　俺はお前のことがす──」




　刹那、目の前で驚くべきことが起こった。

　なんと天真の服が徐々に溶け始めていたのだ。

「きゃあっ！」

　天真は声を上げると、両手を使って必死に体を隠そうとする。

　しかし服が溶けていく現象は止まらない。

　腕や腰の辺りはもちろん胸やお尻の部分もゆっくりとではあるが肌色が露あらわになってくる。間違いなく月つき宮みやの仕業だろう。

　ま、まずいぞ。このままだと天真のあられもない姿がお披ひ露ろ目めされてしまう。

『わたくしにお任せくださいですわ！』

　かなり焦あせっていると、イヤホンからルナの声が聞こえた。

『ここはわたくしの神の力で天真さんを救ってあげますの！』

　パンッと何かを持ったような音。きっとステッキを出したのだろう。

「わ、わかった。頼んだぞ」

　この場はもうルナに任せる他ない。

　果たしてメガネを掛けたルナはきちんと神様の力を使えるだろうか。

　……いや、きっと使えるに決まってる。ルナを信じるんだ。

『いきますの！』

　ルナは気合が込められた声を放つ。

『えいっ！　ですわ！』

　それからルナの声と共に風を切るような音が聞こえてきた。

　たったいま彼女は神様の力を使ったのだ。

　これで天真の服が元に戻れば良いけど……。

「うぅ、恥ずかしいよぉ」

　しかし残念ながら天真の服は依然溶け続けており、収まる気配は一切ない。

　これはもしや今回もルナは神様の力を上手く使えなかったパターンか。

　ちくしょう。『メガネ作戦』を以もつてしてもダメだったのかよ。

　個人的には割と上手くいくと思ったんだけどな。

　……って、こんなこと考えてる場合じゃねぇ。

　いまの天てん真しんは非常に深刻な状態だ。

　胸の中心部やデリケートゾーンを除いたほとんどの箇所の服が既に溶けてしまって、半裸……いや八割裸みたいになってしまっている。

　かろうじて女の子として大切な部分が隠れてるって感じだ。

　正直に言ってしまえば、こんな天真もえっちで魅力的だけど、このまま服が全て溶けてなくなってしまうのはさすがに可哀かわいそうなので、どうにかしてあげたい。

　……だが悲しいことに、どんな現象でも起こせちゃう神様の力とか持っていない俺には天真を助けることができない。くそ、一体どうすれば。

『優ゆう吾ごさん、大丈夫ですわ！』

　内心で頭を抱えていると、不意にルナの声。

　いま天真は危機的状況に追い込まれているのに、どこが大丈夫なんだ。

　なんて思いながら、天真の方を見てみると……。

「っ！」

　驚くべきことにほとんど溶けてしまっていた服が、今度は徐々に修復されているのだ。

　そして、それは今も継続中。ペースは遅いが、少しずつ肌色の部分が無くなっていく。

　それに天真は少し安あん堵どしたのか、ほっと息を吐いた。

「ルナ、これはどういうことなんだ？」

　思わずルナに訊たずねる。服が戻ってきたとはいえ、いま天真は自分のことで一杯一杯だから気づかれてはいないはずだ。

『わたくし、ついに優吾さんが告白する時に神の力を使えるようになりましたの！』

「っ！　それは本当か！」

『はいですわ！　優吾さんの作戦のおかげですの！　ですから天真さんの服が少しずつ元に戻っているのですわ！』

　ルナは嬉うれしそうな声音で言葉を重ねる。やはり俺が編み出した『メガネ作戦』は間違いじゃなかったんだな。良かった。

　……ってことは、このまま上う手まくいけば俺は天真に告白できるかもしれないのか。

「よくやったぞ、ルナ！」

『はいですわ！』

　……でもそっか。やっと俺は天真に告白できるかもしれないんだな。

　今まで告白を失敗した回数は二十八回。ここまで来るのに長かったなぁ。

『盛り上がっているところ悪いのですが、まだ安心するのは早いのです』

　そんなことを思っていたら、唐突にディアナさんのそんな声が聞こえた。

『天真さんの方をよく見てみるのです』

　ディアナさんの言葉に従って再度天てん真しんの方へ視線を向ける。

　すると、何な故ぜか天真の服はまたさっきみたいに溶け始めていた。

　だいぶ服が戻ってきて油断していた天真が、慌ててもう一回両手で身体からだを隠す。

　そんな彼女の顔は真っ赤に染まっていた。

「っ！　どうして！」

『おそらくアテナが神の力を強めたのですよ』

「力を強める？　とどうなるんですか？」

『今のままでは、たとえルナさんが神の力を使っていても、天真さんが裸になることを阻止できなくなってしまうです』

「えっ、それってまずいじゃないですか!?」

　要するに、このままだと天真があられもない姿になっちゃうし、俺が告白することも出来なくなっちゃうってことでしょ。

　せっかくルナが告白の時でも神様の力を使いこなせるようになったのに。そんなのはあんまりだ。

「ディアナさん、どうにかならないんですか？」

『どうにかなるのです』

　俺が縋すがるように訊たずねると、ディアナさんはあっさりと答えた。

『簡単なことなのです。アテナが神の力を強めるなら、ルナさんも神の力を強めれば良いのです』

「っ！　な、なるほど！」

『ルナさん、出来るのです？』

　向こう側でディアナさんが訊ねると、

『もちろんですわ！　わたくし、優ゆう吾ごさんのために頑張りますの！』

　ルナはすぐにそう答えてくれた。ルナ、お前ってやつは最高だぜ。この場にいたら思わず抱きしめてしまっているかもしれない。

『ではルナさん。すぐに神の力を強めるのです。でないと天真さんがすっぽんぽんになってしまうのです』

　ディアナさんが言った通り、天真は再び窮地に立たされていた。

　胸のある一点と女の子な部分以外は全てなくなってしまっていたのだ。

「や、やだよぉ。ど、どうしよぉ……」

　涙目になっている天真。

　こんな時に不謹慎だけど、可愛かわいすぎるだろ。

『もう一回いきますの！』

　イヤホン越しにルナが声を上げた。

『えいっ！　えいっ！　えいっ！　ですわ！』

　次いで運動会の掛け声のような言葉と一緒に風を切る音が三回。

　たぶんステッキを三回振るったのだろう。

　もしかして神様の力ってステッキを振れば振るほど強まるのか？　なんか簡単だな。

「っ！　天てん真しんの服が！」

　とか思っていたら、ほとんど消えていた天真の服が再び修復されていく。

　ルナはきちんと神様の力を強められたみたいだ。

「すごいぞ、ルナ」

『っ！　あ、ありがとうございますですわ！』

　ルナが照れくさそうに返す。だが──。

『優ゆう吾ごさん、ルナさん。あなたたちは気を抜くのが早すぎるのです』

　ディアナさんが割り込んで言ってくる。

　もしやと思い天真を見やると、彼女の服は三度溶け始めていた。

　しかし、ただ溶け続けていた今までとは少し違って溶けたり修復されたりが繰り返し行われていた。

　ゆえに胸のある一点が見えそうになったり隠れたり見えそうになったり隠れたり……。これぞまさに究極のチラリズム。でも、このもどかしさがたまらない。

　……って、こんなくだらないこと考えてる場合じゃなかったわ。

「な、なんだこれ」

　呟つぶやくと、それにディアナさんが答えてくれた。

『アテナの神の力とルナさんの神様の力が拮きつ抗こうしているのですよ』

「だから天真の服が溶けたり元に戻ったりしているんですか？」

「そういうことなのです」

　ディアナさんの言葉を聞いて納得した。

　つまり今の状況は、バトル漫画でいうところのお互いの必殺技がぶつかり合っている最中みたいな感じってことだな。

『ルナさん、アテナに負けないくらい神の力を強めるのです。そしたら天真さんの服は元に戻るですし、優吾さんも告白が出来るようになるのです』

　ディアナさんは少し急いだ声色でルナに指示を出す。

　それにルナはすぐに『わかりましたわ！』と返したけど……。

「えっ、さっき力を強めたのにそんな簡単にもう一回強めても大丈夫なんですか？」

『大丈夫なのです。もし神の力を強くし過ぎたとしても、次の日にめっちゃキツイ筋肉痛になるくらいなのです』

「そ、そうですか……」

　神様の力の代償って、割と軽いんだな。

『いきますわ！　えいっ！　えいっ！　えいっ！　ですわ！』

　ルナは三回ステッキを振るって、神様の力を強める。

　だがしかし、究極のチラリズムには全く変化がない。まだ力が拮きつ抗こうしているみたいだ。

『ルナさん、もっと強めるのです』

　ディアナさんがもう一度指示をすると、

『えいっ！　えいっ！　えいっ！　ですわ！』

　ルナはもう三回ステッキを振るう。

　すると、究極のチラリズムに僅かな揺らぎが生じた。天てん真しんの胸の辺りが徐々にではあるけれど、布の部分が多くなっていっているのだ。

「おぉ！　良い感じになってきたぞ！」

　イヤホンの向こうにいるルナに伝えるように言う。

『ルナさん。もう一息なのです』

「ルナ！　頑張れ！」

　そんな風に二人でエールを送ると、

『はいですわ！　頑張りますの！』

　ルナは覚悟を決めたような声音で答えた。

　これは明日どんだけキツイ筋肉痛になっても構わないって雰囲気だ。

『これで最後ですの！』

　次いでルナはそう叫んでから、

「えいっ！　えいっ！　えいっ！　ですわ！」

　最後の力を振り絞るような声でステッキを三回振るった。

「っ！」

　直後、今しがたまでほとんど何も着ていない状態だった天真の体を覆うように可愛かわいらしい服が修復されていく。

　そして瞬またたく間に天真の服は完全に元に戻った。

　もしかしてこれって……。

「なんてことなのだ……」

　不意にそんな声が微かすかに聞こえた。

　見ると、天真の奥の方の茂みに少しだけ月つき宮みやの姿が見えた。片手にはラブコメの神様専用のステッキを握っている。

　彼女は顔を真っ青にして、こちらを見ていた。

　勝負に敗北したような、そんな表情だ。

『おめでとうなのです。ルナさんは見事にアテナの告白の邪魔を阻止したのです』

　ディアナさんから告げられると、俺は内心でガッツポーズをした。

　まじかよ。ってことは、俺はやっと天てん真しんに告白出来るのか。

『やりましたわ！』

　ルナの嬉き々きとした声が聞こえてきた。

　お前のおかげでようやく好きな人に想おもいを伝えられる。ありがとな。

『さあ優ゆう吾ごさん。あとはあなたが告白するだけなのです』

　ディアナさんに促されて、俺はぎゅっと拳を握った。

　やっと俺は天真に告白出来るんだな。

　ここまで来るのに長かった。一年生の秋に初めて天真に告白したらパンツの雨が降るところから始まり、告白するたびに天真が魔法少女になったり、猫の少女になったり、幼女化したり、とてつもない苦労があったな。

　でもそれもようやく今日で終わる。

「天真、大丈夫か？」

「う、うん。大丈夫……」

　と言ってはいるが、めっちゃ泣いてるし大丈夫そうじゃない。

　ちょっと告白っていう空気じゃないかもしれない。

　……けど、ルナが頑張って俺に告白するチャンスをくれたんだ。

　この機会を逃すわけにはいかない。

「その……色々あったあとで悪いんだけど、さっきお前に伝えたいことがあるって言ったろ？　それ聞いてくれないか」

　真剣なトーンで訊たずねてみる。

　すると、ずっと泣きっぱなしだった天真は俺の様子から何かを察したのか涙を拭うと、小さく頷うなずいてくれた。

　よし。これで何とか告白しても良い空気になってきた。

　俺と天真は正面から向き合う形になる。

　それから俺は気持ちを落ち着かせるために一つ深呼吸をした。

　この告白が受け入れられるのか、それとも振られるのか俺にはわからない。

　でも確実に俺の気持ちは天真に伝わるはずだ。

　俺がどれだけ天真のことが好きかということ。そしてたとえ天真が変態だったとしても俺の想いは一切変わらないということ。

　もし振られたとしても、今はそれを伝えられるだけで十分だ。

　そんなことを思いながら、俺は自分の気持ちがちゃんと全部伝わるように天真に向かって言った。




「天てん真しん！　俺はお前のことが好きだ！」




　静寂の中、辺りに俺の声が反響した。

　しまった。緊張のあまり声を大きくし過ぎた。

　これご近所に俺の告白が聞こえちゃってるよな。

　やばい。めっちゃ恥ずかしいんだが。

「…………それってほんと？」

　想定外なことが起きて動揺しまくっていると、天真がそう訊たずねてきた。

　彼女の表情はただただ驚いているという感じ。

「あぁ本当だ」

　そう言って頷うなずくと、天真はかぁーっと顔を赤くする。

　すげぇ可愛かわいいが……これは脈ありなのか？　それとも脈なしか？

　なにせ人生で初めて告白したわけだからな。さっぱりわからない。

「そ、そうなんだ。そっか、そっか……」

　天真は小さい声で呟つぶやく。

　そんな彼女の瞳は右へ左へと泳いでいる。

　えっと、さっきから全然目を合わせてくれないんだが。
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　これはやっぱりダメなのだろうか。

「でも、その……ひまりはあれだよ？　ちょっとえっちな子なんだよ？」

　なんて思っていたら、天てん真しんからそう言われた。

　きっとパンツをくんくんしていたことを指しているのだろう。

　あれはちょっとじゃなくて、めちゃくちゃえっちだったけどな。

「たとえ天真がえっちな子でも俺はお前のことが好きだ」

「……ほんと？」

　不安そうにしている天真に、俺は「あぁ」と力強く頷うなずく。

「優ゆう吾ごくんのパンツの匂いを嗅いでいてもひまりのことが好き？」

「あぁ好きだ」

　天真が俺の気持ちを確かめるように訊たずねてくると、俺は躊躇ためらいなく答えた。

　すると、天真は──。

「じゃあ優吾くんの汗が染みついた優吾くんの体操着の匂いを嗅いでいてもひまりのことが好き？」

「っ！」

　おっと、なんか急に新しい事案が出て来たぞ。

　まさかパンツの他に俺の体操着もくんくんしていたとは。

　一旦落ち着け、俺。

　天真がパンツをくんくんしていたのを目撃した時点で何となくわかっていたはずだ。

　今更変態行為の一つや二つ増えたところで全く問題はない。

　それくらいじゃ俺の天真に対する想おもいは変わらないからな。

「俺の体操着の匂いを嗅いでいたとしても天真のことが好きだ」

　俺は自信を持って答えた。

　それに天真はぱぁーっと明るい表情を見せる。

　……だがしかし、彼女は期待に満ちた瞳でこう訊ねてきたのだ。

「じゃ、じゃあじゃあ優吾くんの飲みかけの飲み物を勝手に飲んでいても、優吾くんの写メに何度もキスしてても、優吾くんのリコーダーを許可なく吹いていても、ひまりのことが好き？」

「…………」

　一瞬思考が停止した。

　ちょっと待ってくれ。確かに変態行為が一つや二つ増えたところで天真への気持ちは変わらないけれど、これは少し濃すぎやしないか？

　しかも今までは匂いくんくんシリーズだったのに、今回から急に別シリーズが登場したんだが。

　飲みかけの飲み物とか勝手に飲まれてたのか。あとリコーダーも吹かれてたのか。ということは、俺はその度に天てん真しんと間接キスをしていたということに……ふむ、悪くないな。

　いや違う違う。俺まで変態思考になってどうする。

　俺よ、もう一度冷静になるんだ。天真は匂いをくんくんする他にもっと変態的な行為をしていた。そしてたぶん俺が聞いていない彼女の変態行為はまだまだあるんだと思う。

　──それでもやっぱり俺の天真に対する気持ちが変わることはない。

　どれだけ変態行為をしていたとしても、今まで俺と接してくれていた天真が嘘うそになるわけじゃないからな。

　だから──。

「天真がどんなえっちなことをしていても俺はお前のことが好きだ！」

　大声で叫ぶと、再び辺りに俺の告白が反響する。

　ご近所さんが聞いていたら「あいつ二回も告白しやがったぞ」とか思っているかもしれない。

　それから俺は一歩天真に近づくと、続けて言った。

「だからもし良かったら俺と付き合ってください！」

　頭を下げて、天真の前に手を差し出す。

　顔は下を向いているから、視界には地面しか映らない。

　いま天真は一体どんな表情をしているだろうか。

　いきなり告白されて戸惑っているだろうか、それとも嬉うれしがってくれていたりするのだろうか。

　そんなことを考えていたら、不意に優しく手を握られた。

「っ！」

　驚いてすぐに顔を上げると、天真は瞳から涙を零こぼしながら笑顔を浮かべていた。

　そして彼女は……。

「うん。こんなひまりで良ければ」

　その答えに俺は思わず固まってしまった。

　えっ、それって……。

「俺と付き合ってくれるってことか？」

　そう訊たずねると、天真は恥ずかしそうに小さく頷うなずいた。

　……まじか。

　やった！　やったぞ！　俺は天真と付き合うことが出来るんだ！

　あの天真と恋人になったんだ！

「よっしゃぁぁぁぁぁぁ」

　告白した時と同じくらい、もしくはそれ以上の声で叫んだ。

　正直、告白が上う手まくいってもスマートに喜ぼうと密ひそかに思ってたけど、無理だったわ。

　そりゃそうだ。今まで何度も告白をしてきたけど、一向に気持ちを伝えられすらしない日々が続いた中。今日初めて好きな人に告白出来て、さらに告白が受け入れられて恋が叶かなったのだ。叫び出してしまうくらい嬉うれしいに決まってる。

「優ゆう吾ごくん、喜びすぎ」

　天てん真しんはくすっと笑いながら呟つぶやいた。

　そんな彼女はもう泣いてはいないが、頬ほおには涙が伝った跡が残っているし瞳はまだ赤い。

「だって天真と恋人になったんだぞ！　喜ぶに決まってるだろ？」

「ふーん、そんなにひまりのことが好きなんだ」

「あぁ、すげぇ好きだ」

　そう答えると、ボッ！と天真の顔が一気に赤くなる。

　もしかして照れてるのだろうか。可愛かわいすぎる。

「と、とにかく優吾くん。これからよろしくね。今日からその……ひまりは優吾くんの彼女だから」

「お、おう。よろしくな」

　本当に天真が俺の彼女になったんだ。夢じゃないんだよな。

　そう思い試しに自分の頬をつねってみる。大丈夫、痛い。夢じゃない。

「優吾くん？」

　俺を見て、天真は少し不思議そうに訊たずねてくる。

　いかん。彼女の前で早速おかしな行為をしてしまった。

「その、あれだな……ひとまず一緒に月つき宮みやん家ちに戻るか」

　誤ご魔ま化かすように言いながら、俺はさりげなく天真の前に手を差し伸べる。

「優吾くん、ひまりと手を繋つなぎたいの？」

　天真はからかうような笑みを浮かべている。

　こっちはさらっと手を繋ぎたかったのに、これはわざとだな。

「そうだな。天真と手を繋ぎたい」

「そうなんだぁ」

　天真は満足げな表情を見せる。

　なんか天真に言わされてちょっと悔しい。でも彼女の反応が可愛いから別にいいか。

「まあひまりも優吾くんと手を繋ぎたいんだけどねっ！」

「っ！　そ、そっか」

　なんだ今の不意打ち。ずるいだろ。

　おかげでめっちゃ心臓がバクバク鳴ってるぞ。

「それじゃあ一緒に手を繋いで帰るか」

「うん！」

　天てん真しんの元気な返事を聞いたあと。

　俺はそっと彼女の小さな手に自分の手を近づけた……のだが。




「ちょっと待つのだ！」




　刹那、そんな声が辺りに響いた。

　声がした方に視線を向けると、そこには月つき宮みやがいた。

「我は優ゆう吾ごと天真陽ひ毬まりが付き合うことには断固反対なのだ！」

　突然現れたかと思いきや、月宮は頑固親父おやじみたいなことを言い出す。

　こいつ、もしかして俺の告白が上う手まくいったからって今度は直接邪魔しに来たのか。

「月宮、残念だが俺と天真は恋人になったんだ。だから俺のことはもう諦めてくれ」

　月宮が俺と天真が付き合うことになったのにもかかわらず、こうやって邪魔してくることには当然怒っている。

　でもこの数カ月、月宮と毎日のように過ごしてきた中で彼女の俺に対する想おもいがどれだけのものか十分に理解したからな。

　きっと俺の告白が上手くいっても直接邪魔しに来るくらいのことはやってくるだろうなとは思っていた。

　だからこうやって冷静に説得を試みてはいるのだが……。

「嫌なのだ！」

　月宮はぶんぶんと首を左右に振る。

　嫌ってなんだよ。そもそも俺と天真が付き合うのにお前の許可なんていらないんだが。

「優吾くん……」

　隣から天真が心配そうにこちらを見てくる。

　彼女は月宮が俺に好意を抱いていることを知っている。とはいえ、こんな展開になったら動揺もするよな。

「安心してくれ。月宮は俺が説得するから」

　次いで俺は月宮に向かってもう一度説得をする。

「いいか月宮。俺は天真に告白して彼女と恋人になったんだ。この意味わかるよな？」

　それはつまり月宮からの邪魔を阻止して告白が上手くいったということ。

「だからもう一回言うぞ。俺のことは諦めてくれ」

「嫌なのだ！　無理なのだ！」

　月宮は駄だ々だをこねるように言い張る。

　ダメだ。全然諦めるつもりないぞ、こいつ……。

「優ゆう吾ごと恋人になるのは我なのだ！」

「いやそれこそ無理だろ」

　もう俺には天てん真しんっていう彼女がいるんだから。

「だ、だって我が優吾と恋人にならなければ……」

　月つき宮みやは顔を俯うつむけると、ぽろぽろと泣き出した。

　ここで泣かれてもなぁ……。




「アテナ、みっともない姿を見せるのは止やめるのです」




　現状にどう対処すればいいか困っていると、不意に女性の声。ディアナさんだ。

　えっ、どうしてこの人が出てきたの。

　予定では俺の告白が上う手まくいった場合はルナと一緒に先に月宮家に戻っているはずなのに。

「あなたは失恋したのですよ。この恋に負けたのです。敗者なのです。そんなあなたが出来たてほやほやのカップルの前で泣き喚わめくのは良くないのです」

　ディアナさんは説教じみた口調で月宮に言った。

　この人、見た目はマスコットキャラみたいなのに時々かなり毒舌だよな。

　昨日初めて会った時もクソガキ呼ばわりされたし。まああれは俺が悪かったんだけど。

「で、でも母上……」

「でも、ではないのです。あなたは優吾さんから手を引くのです」

　ディアナさんはぷんすかと怒ると、続けてこう言った。

「あと約束はきちんと覚えているのです？」

「……覚えているのだ」

　月宮は小さく頷うなずいた。

　約束？　って一体何だろうか。




「今日中にあなたが優吾さんと付き合うことが出来なければ、あなたは天界に帰る。これがあなたと私が交わした約束なのです」




　ディアナさんは確かめるように話した。

　月宮が天界に帰る……？

「ディアナさん。その話は本当なんですか？」

「本当なのです」

　淡々と答えるディアナさん。

　それは今までの彼女とは違って、何というか少し恐こわい。

「優ゆう吾ごくん……」

　隣では天てん真しんが困惑した表情を浮かべている。

　だがしかし、正直今は彼女を気にしている余裕はなかった。

「その……どうしてそんな約束をしたんですか？」

「簡単な話なのです。そもそもアテナはラブコメの神様としてあるまじき行為をしていたのです」

「あるまじき行為？」

　訊きき返すと、ディアナさんは「そうなのです」と首を縦に振った。

「それは優吾さんの告白を邪魔し続けたことなのです」

「っ！」

　やっぱり月つき宮みやが俺の告白を邪魔し続けていたことはラブコメの神様としてやってはいけないことだったのか。

　まあそうだよな。ラブコメの神様は浮気とかをしている人に天罰を与えることは許されているらしいが、俺は別に不ふ埒らちなことなんて一つもしていないし。

「本来ならすぐにでもアテナを天界に戻してラブコメの神様としての再教育をしなければならないのですが、アテナがどうしても帰りたくないと言って私の言うことを聞かないのです」

　話したあと、ディアナさんは「なので」と続ける。

「私はアテナと約束を交わしたのです。もし今日までにアテナが優吾さんと付き合うことが出来れば今まで優吾さんの告白を邪魔してきたことを見逃すと」

「そ、そうなんですか……」

「はいなのです。ですが優吾さんは陽ひ毬まりさんと付き合うことになったので、もうアテナが優吾さんと付き合うことはできないのです。だからアテナは天界に帰らなければならないのです」

　ディアナさんの話を聞いて、ふとある事を思い出す。

　そして、今までのことが全て繋つながった気がした。

　昨日、浴室で倒れたあとディアナさんの部屋で目覚めると、月宮とディアナさんが揉もめている様子だったが、きっとこの約束の話をしていたんだろう。

　それに昨晩、月宮が強引に夜よ這ばいしに来たのも、どうにかして俺と付き合って天界に戻されないようにするためだったんだ。

　最後にディアナさんが俺の告白にやたらと協力的だったのは、俺と天真を付き合わせていち早く月宮を天界に帰らせるためだったのか。

「月宮はその……いつ頃天界に帰るんですか？」

「そうですね、今日の日暮れには帰すつもりなのです」

　今日の日暮れ……もうほとんど時間がないじゃないか。

「話はもういいのです？」

「えっ……はい」

「では、私とアテナは先に失礼するのです」

　そう言ってディアナさんは月つき宮みやを連れてこの場を去っていった。

　去り際、月宮は悲しげにこちらを見ていたが、俺にはどうすることも出来ない。

　そもそも月宮が悪いことをやってしまったのだし。

「優ゆう吾ごくん、今のどういうことかな？　らぶこめのかみさま？とか聞こえた気がしたんだけど……」

　俺と天てん真しんの二人だけ残された中。事情を把握できていない天真が訊たずねてくる。

　それに俺がどう話そうか困っていると、

「あとアテナちゃんが優吾くんの告白を邪魔してたって……」

　重ねて天真は言ってきた。

　本当なら彼女に説明してあげたいけど、正直に話したところで逆にもっと混乱させてしまうかもしれない。

「悪い。今は話せない」

「……そっかぁ」

　俺の様子を見て気遣ってくれているのか、天真はそれ以上追及してこない。

　こんな時でも天真は優しいんだな。

「じゃあとりあえず戻ろっか」

「……あぁそうだな」

　そうして俺と天真は一緒に月宮の家へと戻っていった。

　その時、俺と彼女が手を繋つなぐことはなかった。
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　月つき宮みや家に戻った後。俺は天てん真しんと別れると自分の部屋のベッドにごろんと寝転んでいた。

　先に帰っていた月宮とディアナさんは二人ともディアナさんの部屋にいるらしい。

　ちなみに天真は月宮家に帰ったあとも、特に何も聞かずにいてくれた。

　俺に気を遣ってくれているのだろう。

　今頃彼女は他の女子たちと一緒に帰る支度をしているはずだ。

　もう昼過ぎだからな。昨日決めた通りもう帰宅する時間だ。

　本当は俺も色々と荷物を片付けないといけないのだが……何な故ぜか気が進まない。

「このままだと月宮が天界に帰らされちまうのか……」

　先ほどのことを思い出して、一人呟つぶやいた。

　確かに月宮はラブコメの神様としてやっちゃいけないことをしたかもしれない。

　ラブコメの神様は人間の恋愛を手助けしなくちゃいけないのに、事もあろうに人間の恋路を邪魔していたんだからな。

　天界に帰らされてしまうのも無理もない。

　こう言っちゃ悪いけど、自業自得と言わざるを得ないな。

　正直、俺にとっては今まで散々告白を邪魔してきた月宮がいなくなっても良い事しかないんだ。

　優ゆう吾ご、優吾と名前を連呼されながら付きまとわれることもなくなるし、めちゃくちゃな我わが儘ままを言われることもなくなるし、何度もラブアタックされることもなくなる。

「本当に良い事しかないんだよなぁ……」

　それなのにやたら胸の辺りがモヤモヤする。

　誰かからこのまま素直に帰していいのかと問われている気がした。

　……まあ気のせいかもしれないけど。




「優吾！　入るわよ！」




　一人で悶もん々もんとした時間を過ごしていると、不意にドンッ！と勢いよく部屋の扉が開いた。

　いきなり入って来たのはユノだ。彼女は何やら至極不機嫌な表情をしていた。

　理由は聞かなくても何となくわかる。

「ちょっと！　姉さんが天界送りってどういうことなのよ！」

　想像通りの内容で怒ってくるユノ。

　シスコンなこいつのことだからな。月宮に関する情報はすぐに耳に入れてると思った。

「それ、誰から聞いたんだ？」

「ママよ！」

「ディアナさんか」

「えぇ。あんた、天てん真しんさんに告白して上う手まくいったらしいじゃない？　それを話されたあとに姉さんが天界に帰っちゃう話も聞かされたのよ」

　なるほど。つまり、こいつは俺の告白が成功したことを知ってるわけだな。

　それなのに俺に祝福の言葉とか一切ないけど……まあ大好きな姉が危機的状況だからな。

　そんなことしてる余裕ないか。……ちょっと寂しい。

　なんて思っていると、ふと気になることが頭を過よぎる。

「そういやお前は天界に帰らされたりしないのか？」

「そんなことされるわけないでしょ。別にあたしはあんたの恋の邪魔なんてしてないんだから」

　めっちゃキレられた。今のこいつ、すげぇ恐こわいんだけど。

「それよりも優ゆう吾ご、どうにかしなさいよ」

「は？　どうにかってなんだよ」

「姉さんを助けなさいってことよ！」

　ビシッ！と指をさされた。

「いやいや無理だろ。第一、悪いことをしたのは月つき宮みやなんだし」

「そこを何とかするのが、あんたの役目でしょうが」

　えっ、いつから俺そんな役に任命されたの？　承諾した覚えないんだけど。

「あのなぁ、俺はもう帰るんだよ。その支度をしないといけないんだ。だからもう出て行ってくれ」

「それなら安心しなさい。女の子たちはみんな夕方に帰ることになったから」

　唐突にユノから通告された。

「なんで？」

「あたしが夕方までゆっくりしていってって言ったのよ。だから今頃みんなリビングで遊んでいると思うわ」

「……どうしてそんなことをしたんだよ」

「姉さんが緊急事態だっていうのに、あんたに帰られちゃ色々と困るからよ。自分の彼女を置いて先に帰ったりはしないでしょ？」

　確かに天真が月宮家に残るなら、彼氏の俺が先に帰るわけにもいかないか。

　まあ俺、天真の彼氏ですからね。

「別に俺に帰られちゃ困ることなんてないだろ」

「あるわよ。だって優吾が姉さんと付き合えば姉さんは天界に帰らなくていいんでしょ？」

　ユノはそう訊たずねてくる。

　一瞬、何で知ってんだ？と思ったけど、それもたぶんルナから聞いたんだろうな。

「優ゆう吾ご、あんたは姉さんと付き合いなさい」

　なんて思っていたら、不意にユノがとんでもないことを言い出した。

「お前、頭おかしいのか？」

「失礼ね！　全くおかしくないわよ！」

「どこがだよ。彼女持ちのやつに他の女子と付き合えなんて言うなんてあり得ないだろ」

「だってしょうがないじゃない！　そうするしかもう姉さんを助ける方法はないんだから！」

　部屋中にユノの声が響いた。

　大好きな姉と離れ離れになってしまいそうだからか、余裕がなくなってるな。

「もしかして月つき宮みやが天界に戻ったらお前は二度とあいつと会えなくなったりするのか？」

　ユノを心配して訊ねてみると、彼女は小さく左右に首を振った。

　どうやら全く月宮と会えなくなるわけじゃないらしい。

　だったらどうしてここまで必死に……。

「別にあたしのためだけに優吾を説得しに来たわけじゃないわよ」

　ユノは少し表情を曇らせて呟つぶやいた。

　今までのやつって説得だったのか。どちらかというと命令されてたんだけど。

「もしこのまま姉さんが天界に帰っちゃったら、優吾とは二度と会えなくなるわ。そしたら絶対に姉さんが悲しんでしまうじゃない」

「っ！」

　そうか。こいつは最初から月宮の気持ちのことも考えて行動していたのか。

　さすがシスコンというか……まあこいつも普段は余計なことばっかり言ってくるけど、根は優しいんだよな。

「ねぇ、優吾はこのまま姉さんが天界に戻ってもいいの？」

「そ、それは……」

　不意の質問に、俺は言葉に詰まってしまう。

　本当はすぐに「別に良い」と答えるつもりだったのに。

　一瞬、昨夜見せた月宮が泣いていた表情を思い出してしまった。

　それくらい彼女は天界には帰りたくないんだろう。

　それに自分でこういうのもあれだけど、泣いてしまうくらい俺に好意を抱いてくれているのかもしれない。

　そんな彼女を本当にこのまま天界に帰してしまっていいのだろうか。

　……薄々気が付いてはいた。部屋に戻ってもすぐに帰る支度を全くしなかったのも、さっきから胸の辺りに違和感を感じるのも、全ては月つき宮みやが原因だ。

　頭の中では月宮は散々告白を邪魔してきたんだから助けなくても良いと考えつつも、心の底では彼女を助けたいと思っていたのだ。

　あいつはうるさくて迷惑なやつだけど、何だかんだ言って一緒にいたらいつも楽しかったからな。……でも。

「俺はもう天てん真しんと付き合ってるんだ。月宮と付き合って助けるなんてことは出来ないぞ」

「いいえ、出来るわ」

　そう返したユノは小さく笑っていた。

　たぶん俺が月宮を助けたいと思っていることがわかったからだろう。

「あんたには言ってなかったけど、天界はね一夫多妻制なのよ」

「一夫多妻制……がどうかしたのか？」

「あんた一夫多妻制もわからないの？」

「それくらいわかるわ。一人の男性が何人の女性とも結婚して良いってやつだろ？」

　それにユノは「そうよ」と返す。

「つーか、天界に住んでるのはみんなラブコメの神様なんだろ？　ラブコメの神様が女性と何人も結婚して良いのかよ」

「別に良いのよ。全員の同意があればね」

　あっさりと答えるユノ。

　まあ愛に自由ってところがラブコメの神様っぽいのか。よくわからんが。

「つまり天界に一夫多妻制があるなら、優ゆう吾ごも天真さんと付き合っていてもラブコメの神様の姉さんと付き合えるのよ」

「何だよ、その意味不明な理論は」

　正直めちゃくちゃだ。

　でも彼女の言いたいことは何となくわかる。

「とにかく天界のルール的には優吾が天真さんと付き合いながら姉さんと付き合っても問題ないのよ」

「いやいや問題大アリだって」

「問題ないって言ってるでしょ！　ホント細かいことを気にするわね！」

　ぷんすかと怒るユノ。

「じゃあどうするのよ。このままだと優吾は二度と姉さんと会えなくなるのよ。それでもいいの？」

　ユノは今度はさっきとは違う聞き方をしてきた。

　月宮ともう会えなくなる。

　出会った頃なら躊躇ためらいもなく「全然良い」と返していただろう。

　でもいまはそんな言葉は出てこなくて、心臓のあたりがギュッと締め付けられる。

　彼女との今までを思い返す。

　毎日のように俺にアピールをしてきて、騒がしくて面倒なやつ。

　それが月つき宮みやの最初の印象だった。

　……でも一緒に過ごしていくうちに段々と彼女はただ面倒なやつじゃないってことがわかってきたのだ。

　一年生の時、月宮は俺のために天てん真しんとの関係を進展させてくれていた。

　ユノが姉のことを本気で好きでも、何の躊躇ためらいもなく受け入れていた。

　文化祭の時はルナのために神の力の練習に付き合ってくれた。

　詰まるところ、月宮アテナって子は思いやりのある優しい女の子だったのだ。

　……だから月宮と二度と会えなくなるのは嫌だ。

　だって、月宮と過ごす日々はとても新鮮で面白かったんだから。

「っ！」

　そっか。俺にとって月宮はもう掛け替えのない存在になっているのかもな。

　だったら考えなくちゃいけない。月宮を天界に帰らせないようにするにはどうすればいいか。

　月宮のことは助けてやりたい。でも天真のことは裏切りたくない。

　ならこの二つをどっちもやり通すしかない。

　月宮のことを助けることが出来て、天真のことを裏切らないで済む方法。

　それは……。

「わかった。俺は月宮と付き合うためにあいつに告白をする」

「ホント！」

　ユノは嬉うれしそうにキラキラと瞳を輝かせる。

「あぁ、俺は月宮に告白をする。……ただし一つだけ条件があるがな」

　そう言った瞬間、ユノが「はぁ!?」と声を上げた。

「そんなの聞いてないわよ！」

「そりゃ今言ったからな。あとこの条件が満たされなければ俺は月宮に告白はしない」

「なにそれ！　優ゆう吾ごのいくじなし！　バカ！　童貞！」

「童貞は今は関係ないだろ」

　まさかこんな時にも童貞呼ばわりされるとは。ほんと失礼なやつだな。

「それでその条件ってのは何なのよ」

　ユノは明らかに怒っている様子で訊たずねてきた。

「条件はだな、月宮に告白するのを天真に話すことだ」

　天真に全ての事情を説明して、彼女に月宮に告白をしても良いか訊ねる。

　それで彼女が嫌な思いをするんだったら、俺は月つき宮みやに告白はしない。月宮を助けることも諦める。

　と、ユノに説明すると、

「なによそれ。ただあんたが天てん真しんさんに嫌われたくないだけじゃない」

「何と言われようと構わない。でも俺は自分の彼女を悲しませたくないだけだ」

　真剣に言うと、ユノは少し驚いたような表情を浮かべる。

　その後、彼女は小さく溜ため息いきを吐ついた。

「わかったわ。ならあんたの好きなようにすればいいじゃない」

　渋々ユノは納得してくれたみたいだ。良かった。

「じゃあ俺は早速天真のところに行ってくる」

　それから俺はベッドから立ち上がった。

「そう。まあ頑張りなさいよ」

　ユノは素っ気ない感じで励ましてきた。でも頬ほおは少し赤い。

　ツンデレしてるなぁ。

「おう、頑張るわ」

　そう返すと、俺は自室を後にした。

　ユノにとっては少しずるいやり方に見えるかもしれないけど、それでも俺が月宮を助けたい気持ちは本気だ。だから天真を全力で説得しなくちゃな。







「あっ、優ゆう吾ご」

　天真を探していると、エントランス付近で偶然にも千歳ちとせと会った。傍かたわらにはルナもいる。

　……そういえばルナは月宮が天界に帰らされそうになっていることを知っているんだろうか。

「優吾さん……」

　そう思っていたが、ルナの心配そうな表情からして彼女は月宮が天界に帰らされそうになっていることを知っているっぽい。

　きっと神社でディアナさんが話していたのを聞いていたんだろう。

「なんか急いでいるように見えるけど、何してるのさ？」

　不意に千歳からそう問われる。

「いま天真を探してるんだよ。そうだ！　お前ら天真がいまどこにいるかわかるか？」

「陽ひ毬まりちゃん？　ならリビングで休んでいると思うよ」

「そっか。サンキューな」

　それだけ告げて、俺はもう一度天真を探しに行こうとすると、

「ま、待ってくださいですわ！」

　ルナに呼び止められた。

　割とガチで急いでいるんだが。何の用だろうか。

「なんだ？」

　俺が振り返って訊たずねると、

「優ゆう吾ごさん、頑張ってくださいですわ！」

　ルナはガッツポーズをしてそう言ってくれた。

　何となく俺が月つき宮みやのために動いているってことに気づいているんだろう。

「なんかよくわかんないけど、頑張って！」

　千歳ちとせも笑顔で励ましてくれた。

　よくわかんないのかよ。まあ嬉うれしいけど。

「おう」

　軽く笑って二人に言葉を返したのち、俺はこの場を後にした。







　リビングに行くと、あっさり天てん真しんを見つけ出すことが出来た。

　千歳が言った通り、彼女はソファに座って一人で休んでいる。

「天真」

　俺が声を掛けると、天真はくるりと振り向く。

　すると、俺を見た途端可愛かわいらしく笑った。

　もしかして彼氏の姿を見て嬉しがったりしてくれているのだろうか。

　やばいぞ。幸せ過ぎる。

「どうしたの？　優吾くん」

　ニコニコとしながらこちらに近寄ってくる天真。

　そんな彼女に俺は今から月宮に告白すると言わなくちゃいけないのか。

　……やっぱり止やめようかな。

　なんて、ほんの少し思ったりしないこともないが、これも月宮を助けるためだ。やるしかない。

「話があるんだ。少し良いか？」

　それに天真は不思議そうな表情を見せたが「うん」と笑って答えてくれた。

　それから俺は彼女の隣に腰を下ろす。

「それで話って何かな？」

「そ、それはだな……」

　話さなくちゃいけない内容が内容なだけに言葉に詰まってしまう。

　月つき宮みやに告白することもそうだが、その前に彼女には月宮がラブコメの神様であることなど、色々と説明しなくちゃいけないことがある。

　でも信じてくれるだろうか。まあ信じてくれなくちゃ困るんだけど。

「優ゆう吾ごくん、どうしたの？」

　あれこれと考えていると、天てん真しんが心配そうにこちらを見てくる。

　うじうじしていても仕方がない。

　ひとまず月宮のことについて話さなくちゃな。

「天真、実はな……」

　その後俺は月宮がラブコメの神様であること、彼女がラブコメの神様の力を使って俺の告白を邪魔していたこと、そして彼女のおかげで一年生の時の俺と天真の関係が進展したことを明かした……のだが。

「あのね優吾くん。今日はエイプリルフールじゃないんだよ？」

　ダメだ。全然信じてくれていない。

　俺だって今日がエイプリルフールじゃないことはわかってるんだけどな。

「……どうしよう」

　天真には聞こえないように言葉を零こぼした。

　このままだと月宮に告白することを天真に相談する以前の問題だ。

　一人頭を悩ませていると、隣からくすくすと笑い声。

「そんな悲しそうな顔しないで。優吾くんが今言ったことちゃんと信じてるから」

「えっ、そうなのか？」

　訊たずねると、天真は「うん」と頷うなずいた。

「だって今まで散々優吾くんと二人きりになった途端、不思議なことがたくさん起こってたからね。それが神様の仕業だって言われたら逆に納得しちゃった」

「でもさっきはエイプリルフールじゃないって」

「あれはからかっただけだよぉ」

　天真はいたずらっぽく笑った。

　なんだよそれ。可愛かわいすぎるだろ。

「でもそっかぁ。アテナちゃんって神様だったんだねぇ」

　のんびりとしたトーンで呟つぶやく天真。

「あんまり驚いていないのか？」

「ううん、驚いてるよぉ。でもアテナちゃんってほら、なんか他の子と違う感じがするから。神様でも不思議じゃないかなぁって」

　そうだろうか。俺は月宮がラブコメの神様だって知ったときはかなり驚いたけどな。

　でも彼女が言った通り、確かに他の女子と違うところはある。

　ポンコツなところとか、ポンコツなところとか、ポンコツなところとか。

「そういえばさっき一年生の時にひまりと優ゆう吾ごくんが仲良くなれたのはアテナちゃんのおかげだって言ってたけど、それってほんと？」

「本当だ。何でも月つき宮みやは神様の力を使って俺と天てん真しんの仲を取り持とうとしてくれていたらしい」

「そっかぁ。じゃあこうして優吾くんと付き合えたのはアテナちゃんのおかげなのかな」

「そういうわけでもないけどな。さっきも話したけど月宮は俺の告白を散々邪魔してたわけだし」

　そう言うと、天真は「おぉ！」と声を上げて、

「そういえばそんなことも話してたね」

「忘れてたのか」

　まあ話した量が多かったからな。少しくらい忘れていてもしょうがない。

「でもアテナちゃんは優吾くんとひまりのことを応援してくれていたんでしょ？　どうして優吾くんが告白する時に邪魔しちゃうの？」

「あぁ、それはだな──」

　天真の問いに答えようとすると、不意に彼女が手の平を前に出して制止してきた。

「そんなの決まってるよね。だってアテナちゃんも優吾くんのことが好きだったんだから」

「まあそういうことだな。あいつは俺に好意を抱いていたのにもかかわらず、俺と天真のことを恋人にさせようとしてくれた。でもいざ俺が告白するとなったら気持ちが抑えきれなくなって告白を邪魔しちゃったんだよ」

　以前、月宮たちと遊園地に遊びに行った時にユノや月宮から聞いたことをそのまま天真に話した。

　すると天真は「そっかぁ」と呟つぶやきながら少し上の方をじーっと見る。

　何か感傷に浸っているって感じだ。

「その……天真は月宮が告白を邪魔し続けていたことってどう思う？」

「うーん、仕方がないことじゃないかなぁって思うかな。だって好きって気持ちは抑えきれないもん。特に女の子ならなおさらだよ」

　気になって訊きいてみると、天真は笑顔で答えてくれた。

　この感じなら今後月宮と天真の仲が険悪になったりすることはなさそうだ。

「それでひまりに話したかったことって、アテナちゃんが神様だよって話なのかな？」

「それもそうだけど、本当に話したいことは別にある」

「うん、じゃあそれも聞かせてくれるかな？」

　天真は女神のように優しく微笑ほほえんだ。

　俺の彼女、まじで可愛かわいいな。

　そんな風に天てん真しんに見み惚ほれたあと、俺は口を開いた。

「いきなりであれだが月つき宮みやはいま月宮の母親によって天界に戻されるかもしれないんだ」

「それはその……どういうことかな？」

　天真は困惑した表情を浮かべる。

　しまった。気持ちが焦あせるあまり説明が足りなかった。

「そのつまり月宮は月宮の母親によって故郷に帰らされそうになってるんだよ。そしてもう二度と俺たちと一緒に過ごすことは出来ないかもしれない」

「っ！　そ、そんな……」

　今度は上う手まく説明できたのか、天真は悲しそうな反応を見せる。

「でもな天真。一つだけ月宮が天界に帰らずに済む方法があるんだ」

「そうなの？　じゃあその方法を使えばアテナちゃんはどこかに行かなくて良くなるんだよね？」

「そうだ。だがそれには大きな問題がある」

　それから続けて俺は月宮と月宮の母が交わした約束のことを話す。

　すると、天真は理解してくれたのか目を見開いて驚いた。

「それってつまり……」

「俺が月宮と付き合えば月宮はここから居なくなることはなくなる」

　そう話すと、突然天真の瞳から涙が溢あふれだした。

　えっ、どうして。なんでここで泣くんだ。

「もしかして……ゆ、優ゆう吾ごくんはひまりと別れるつもりなのかな？」

　一人パニックになっている中、天真から訊たずねられた。

　天真は俺が月宮を助けようと彼女と付き合うために、自分と別れると思っているのだ。

　つーか、俺と別れるってなったら泣いてくれるのか。

　自分の彼女が泣いている時に不謹慎かもしれないけど、ちょっと嬉うれしくなってしまう。

「違うぞ天真。俺はお前と別れるつもりはない」

　必死に否定すると、天真はきょとんとする。

「で、でもアテナちゃんと付き合うんじゃ……」

「そ、そのことなんだがな……」

　ついに来てしまった。この時間が。

　俺が今から天真と付き合ったまま月宮に告白したいと言わなければならない。

　それもこれも全て月宮を助けるため。

　天真は賛同してくれるだろうか。

　もし天真が嫌だと言えば、俺は月宮に告白はしない。

　当然だろう。自分の彼女を大切にするのは彼氏の務めだからな。

　……でもやっぱり出来ることなら月つき宮みやのことは助けてやりたい。

　だから俺は自分の彼女を信じる。

「実は天てん真しんと付き合いながら月宮に告白しようと思っているんだ」

　思い切って話すと、天真は瞳を丸くする。

　相当びっくりしているようだ。

　当然だろう。今日出来たばかりの彼氏が違う女の子に告白したいって言ってるんだから。

「うーん、そっかぁ」

　天真は唸うなりながら暫しばらく考える素振りを見せる。

　悩んでいる天真も可愛かわいいな。

　でもこれがきっかけで天真から別れようと言われたらどうしよう。

　俺は今後の人生を生きていけないかもしれない。

「うん。いいよ」

　物もの凄すごく不安になっていると、天真はあっさりと言った。

　えっ、今いいよって言ったよな。

「本当に良いのか？　もう一度言うけど、俺は天真と付き合ったまま月宮に告白するんだぞ。それで月宮と──」

「アテナちゃんと付き合うんでしょ？　ひまりは別に大丈夫だよ」

　ふふっと笑う天真。

　可愛い……けど今は笑うような場面ではないのでは。

「で、でも俺が月宮に告白して付き合うことになったら、天真と月宮の両方と付き合うことになって、その……」

「二股になっちゃうね」

　くすくすと笑う天真。

　いやいやだから笑うところじゃないってば。

「俺から言い出してあれだけど、本当に自分の彼氏が二人の女の子と同時に付き合っても良いのか？」

「うん！　だってアテナちゃんを助けるためなんでしょ？」

「それはそうだけど……」

「ひまりだってアテナちゃんと会えなくなるのは寂しいからねぇ。ひまりのためにもアテナちゃんのことを助けてあげて」

「天真……」

　まさか俺の彼女がこんなにも器の大きな人だったなんて。最高の彼女だな。

「さてここで優ゆう吾ごくんに一つ質問があります」

　自分の彼女に感銘を受けていると、不意に天真が言い出した。

「お、おう。どうした急に」

　そんな感じで動揺しながら返すと、

「優ゆう吾ごくんはひまりとアテナちゃん、どっちが好きかな？」

「……はい？」

　これは一体どう意味だろう。いや意味はわかるんだけど、質問の意図がわからない。

　だってこんなの答えが決まってるし。

「そりゃもちろん天てん真しんだけど」

「そっかぁ。良かった」

「えーと、この質問にはどういった意味が？」

　戸惑いながら天真に訊たずねると、

「だって優吾くんはこれからひまりとアテナちゃんの両方と付き合うかもしれないんでしょ？　それは良いんだけど、やっぱりひまりが一番が良いなぁって」

「当たり前だろ。たとえ月つき宮みやと付き合っても一番は天真に決まってる！」

「っ！　そ、そっか……」

　俺が強く宣言すると、天真は恥ずかしそうに頬ほおを真っ赤に染める。

　なにこれ、可愛かわいすぎるんだが。正直、今すぐ抱きしめたい。

「っ！」

　なんて考えていたら、ポケットに入っているスマホに着信音。

　すぐにスマホを手に取って画面を見ると、ユノからの通話だった。

「もしもし、どうした？」

『大変よ。姉さんのことが心配だから監視していたのだけど、たったいま姉さんとママがどこかへ出かけたわ。きっと今から姉さんを天界に帰らせるつもりなのよ』

「まじかよ!?」

　窓の外を見ると、空は茜あかね色いろに染まってもう夕暮れになっていた。

　くそう。色々とやっていたせいで時間を気にするのをすっかり忘れていた。

「二人が向かっている場所とかわからないのか？」

『いま二人を尾行しているわ。この方向は……河川敷みたいね』

　河川敷。それは俺が事前に調べた告白スポットの一つだ。

「どうしてわざわざ河川敷に行くんだ？　ここじゃ月宮を天界に帰らせることは出来ないのか？」

『天界に帰るためにはラブコメの神様本来の姿になって、上空にある天界に向かって飛ばなくちゃいけないのよ』

「えっ、そうなのか？」

『えぇそうよ。そんなこと住宅街じゃ出来ないでしょ？　だからママと姉さんは人ひと気けがあまりない河川敷に移動してるのよ』

　まあ確かに。外に出ていきなり翼と天使の輪みたいなやつを付けた女の子が二人もいたら、きっとご近所さんたちは腰を抜かしちゃうだろう。

　つーか、天界が上空にあるって何気に初耳なんだが。何となくわかっていたけど。

『それよりも優ゆう吾ご。急いでこっちに来なさい。場所はメールで送ってあげるから』

　ユノは焦あせっっているような口調で言う。

「わかった。でも河川敷なら場所はわかるからメールはいらないぞ」

『そうなの？　とにかく早く来てちょうだい。もう時間がないわ』

　そんなやり取りを終えたあと、ひとまず通話を切る。

「悪い天てん真しん。もう行かないと」

　そう告げて、俺は急いで走りだそうとすると、

「あっ、待って優吾くん」

　唐突に天真に腕を掴つかまれた。

　どうしたのかと思い振り向くと、天真は俺の手を両手で包みこむようにしている。

　だが暫しばし経たつと、天真は優しく俺の手から両手を離した。

「はい、これでオッケーです」

「……何がオッケーなんだ？」

「たったいまひまりの頑張れパワーを優吾くんに注入しました」

　そう言ってから、天真は「えへへ」と笑った。

　可愛かわいすぎる！　もう叫び出したくなるくらい可愛い！

「ありがとな。十分パワーが注入されたわ」

　これで普段の何百倍、いや何千倍も頑張れる。

　よし行くぞ、俺。自分の彼女にここまでされたんだ。絶対に月つき宮みやを助けてやる。

　そう決意して、俺は月宮たちがいる場所へと向かったのだった。







　月宮家を出てからひたすら河川敷まで走った。

　そして到着したのは出発してから十分ほど。

　まだ月宮が天界に帰されてなければいいんだが……。

「っ！　ユノ！」

　河川敷の入口にはユノが一人でいた。

「優吾！　こっちよ！」

　こちらに気づくと、ユノは手を使って呼んでくる。

「それで、その……ディアナさんと月宮は？」

　走って乱れた呼吸を整えつつ、俺は訊たずねた。

「あそこよ」

　ユノが示した先──河川敷の階段を下りたところにディアナさんと月つき宮みやがいた。

　二人は川岸で並んで佇たたずんでいる。

　天てん真しんに告白する場所を探すときに前もって調べた情報によると、この河川敷は人がほとんど来ないため、今も周りには誰もいなかった。

　さっきユノが電話で言っていた通り、ここでディアナさんは月宮を天界に帰すつもりなんだろう。

「よし。じゃあ行くぞ」

　俺は走り出そうとする……だが、何な故ぜかユノは付いて来ようとしない。

「どうしたんだ？」

　心配になって訊ねると、ユノはゆっくりと首を左右に振った。

「今からするのは優ゆう吾ごの告白でしょう。あたしまで行ったら邪魔になっちゃうじゃない」

「えっ、でも……」

「いいから早く行ってきなさい。それで姉さんを絶対に助けてあげて」

　ユノは今までにないくらい真剣な面持ちで言う。

　たぶんユノが今言ったことが彼女の中での最善策なのだろう。

「わかった。お前の言うとおりにするよ」

　俺が言うと、ユノはびっくりしたように目を丸くする。

「そ、そう。それは良かったわ。……あっ、でもあんたがあまりにもピンチになったら、その時はあたしが助すけっ人ととして登場するからね」

「そっか。そりゃ頼もしいことで」

　じゃあもし月宮を助けられそうになかったら、全力でユノを頼ることにしよう。

「あと一つだけ忠告しておくわ。ママに逆らったら絶対に面倒なことになるから、そこだけは覚悟しておきなさい」

「おう。わかったよ」

　ディアナさんって見かけによらず恐こわいからな。たしかに逆らったら面倒なことになりそうだ。

「じゃあ行ってくる」

「えぇ、行ってらっしゃい。頑張って」

　ユノに今日二度目のエールを送られたあと、俺は月宮たちがいる場所へと向かった。

　待っとけ月宮。絶対にお前を天界に帰らせたりはしないからな。







　ユノと別れてからすぐに移動すると、あっという間に月つき宮みやたちの下に着いた。

　空には綺き麗れいな夕陽が見えて、辺りには三人以外誰もいないためゆったりとした川の流れる音だけが聞こえる。非常に魅力的な場所だった。

　ここが告白スポットと呼ばれているのも納得だ。

　川岸にいる二人の銀髪少女を見る。

　ディアナさんの頭の上には天使の輪みたいなものが浮かんでおり、背中からは翼を出している。

　いつぞやの月宮の姿と全く同じだ。あれがラブコメの神様の本来の姿なんだよな。

　ユノ曰いわく、あの姿じゃないと天界には帰れないらしい。

　……って、のんびり鑑賞してる場合じゃなかった。早く月宮を助けないと。

「月宮！」

　大声で叫ぶと、月宮がくるりと振り返る。

　すると、最初は泣きそうになっていた彼女の表情はみるみるうちに明るくなっていった。

「優ゆう吾ご！」

「おう」

　月宮に返すと、彼女は「優吾！　優吾！」と何度も呼ぶ。

　いやそんなに何度も名前を呼ばれても困るんだが。

「あなた、何しに来たのです？」

　不意に月宮の隣にいるディアナさんがつまらなそうに訊たずねてきた。

　やっぱりこの人、最初に会った時と全然違うな。

　昨日とか今日の途中まではそんな感じなかったのに、今は神様の圧力的なものを重く感じる。

「そんなの決まってますよ。月宮を助けに来たんです」

「アテナを助けになのです？」

　ディアナさんは呆あきれたように首を左右に振った。

「それは無理なのです。アテナが天界に帰ることはもう決定事項なのです」

「それでも無理かどうかはわからないと思いますけどね」

　少し挑発的に言ってみたが、ディアナさんは全く動じない。

　きっとどうせ何もすることは出来ないと思っているのだろう。

「母上、我は嫌なのだ。天界になんて帰りたくないのだ」

「仮にもラブコメの神様が『天界なんて』などと言うのではないのです」

　ギロリと睨にらみつけるディアナさん。

　それに月宮は「ひっ！」と声を上げながら後ずさった。

　なんか今ので月宮が家庭内でどんな立ち位置なのか分かった気がする。

「優ゆう吾ごさん、あなたがいると邪魔くさいのです。早く帰ると良いのです」

「いやいやだから言ったでしょ。俺は月つき宮みやを助けるって」

　それにディアナさんは今度は大きく溜ため息いきを吐ついた。

「助ける、助けるって、一体どうやって助けるのです？」

「決まってますよ。ディアナさんは月宮と約束をしていましたよね。俺と月宮が付き合うことが出来れば、月宮は天界に帰らずに済むってやつです」

「そうなのです。ですが、優吾さんはもう陽ひ毬まりさんと付き合っているのです。だからアテナは優吾さんと付き合うことはできないのです」

　きっぱりと断言するディアナさん。

「そんなことないですよ。俺はまだ月宮と付き合うことが出来るんです」

「？　何を言っているのです？」

　俺の言葉に、ディアナさんは首を傾かしげる。子供な見た目と相まって可愛かわいい。

　こうして見たら本当に二児の母親とは思えないな。

「ユノから聞きましたよ。天界って一夫多妻制なんですよね？」

「そうなのです。私の夫の妻は私しかいないのですけどね」

　ふむ、月宮の父親の妻はディアナさんだけなのか。

　一いち途ずな人なんだな。非常に共感できる。

　まあ俺の場合はこれから一途とは程遠いことをしなくちゃいけないんだけど。

「天界が一夫多妻制なら、やっぱり俺は月宮と付き合うことが出来るんですよ」

「っ！　優吾さん、あなた……」

　俺が自信満々に言ってのけると、ディアナさんは目を見開いた。

　どうやら彼女も今から俺が何をやろうとしているのか気づいたようだ。

「月宮！」

　強く叫ぶと、月宮は驚いたようにこちらに視線を向ける。

「一応聞くけど、お前は天界に帰りたくないんだよな？」

「そ、そうなのだ！　我はまだ優吾と一緒にいたいのだ！」

　月宮は心の底から叫ぶ。

　そんな風に言ってくれると、こっちもここまで来たかいがある。

「じゃあ俺が今からお前を絶対に助けてやる！」

「ほ、本当か！」

　それに俺は「もちろんだ」と返したのち、続けた。

「でも、そうするためには、俺は月宮に伝えなくちゃいけないことがあるんだ」

「我に伝えなくちゃいけないこと？」

「あぁそうだ」

　不思議そうな表情を浮かべる月つき宮みやに、俺は一つ頷うなずいた。

　それから彼女に俺は話し始めた。

「ぶっちゃけお前は俺にとって迷惑なやつだった」

「っ！」

　直後、月宮はガーン！みたいな効果音が出そうな顔を見せる。

　ショックを受けているっぽい。

「だってお前はポンコツなことばっかりしてくるし、すぐに好きとか言ってくるし、告白したら邪魔してくるし、本当にお前のことで何度頭を悩ませたことか」

　話している最中、月宮の心にグサグサッと矢が刺さるような音が聞こえた気がした。

　肩をがっくりと落としているし、だいぶ落ち込んでいるみたいだ。

　ちなみに今話したことは俺の本心だ。

　そりゃそうだろう。これまで俺は告白を二十八回も邪魔をされてるんだぞ。

　凡人だったら告白することを諦めていてもおかしくない数字だ。

　まじで月宮と一緒にいたらロクなことがない。

　……でも。

「でも月宮と一緒にいて良かったこともある」

　まずユノとルナ。あいつらと出会えたのは紛まぎれもなく月宮のおかげだ。

　こいつと一緒にいなかったら、きっと二人とは知り合うことすら出来なかっただろう。

　月宮と一緒に人間の恋愛の手助けに行ったときは多くの人々の恋が進展したり、叶かなったりする瞬間を見た。あれはすごく気持ちが良いものだった。

　そして遊園地や文化祭で月宮と二人きりで過ごした時、素直に俺は楽しかった。

　月宮はうるさいし、すぐに泣くし、我わが儘ままだけど。

　彼女はいつも一生懸命なのだ。

　それは自分のためであったり、俺のためであったり、他の人のためであったり。

　そんな彼女と過ごす時間はハチャメチャだけど楽しかった。

「優ゆう吾ごぉ……」

　俺の話を聞いて、月宮は泣きそうになっている。

　こいつ、涙もろすぎだろ。まだ最後に言わなくちゃいけないことがあるんだぞ。

「月宮、今から言うことをよく聞けよ！　一度しか言わないからな！」

　強く言ったあと、俺は一度深呼吸をした。

　さすがに天てん真しんの時ほど緊張はしないな。

　正直な話。俺が月宮に対して抱いている気持ちが恋愛感情まで至っているかというと、よくわからない。

　少なくとも天真に抱いている気持ちほど強いものはない気がする。

　でも千歳ちとせやユノ、ルナに抱いている気持ちとは明らかに違うのも確かだ。

　だから俺はここで素直な気持ちを月つき宮みやにぶつけるんだ。

　月宮には絶対に天界に帰って欲しくないからな。

　決意を固めると、拳を握りしめて俺は月宮に向かって言った。




「俺はお前と離れたくない！　だから俺と付き合って欲しい！」




　全力で叫ぶと、月宮はぽかんと口を開ける。

　相当驚いているみたいだ。

「それは本当なのか？」

　それから暫しばし経たつと月宮は訊たずねてきた。

「あぁ本当だ」

「本当に我と付き合ってくれるのか？」

「当然だろ。俺から告白したんだから」

「その……無理はしていないだろうな？」

「いいや無理してねぇって」

　こいつ、どんだけ心配してんだよ。

「それで返事は？　月宮は俺と付き合ってくれるのか？」

　そう訊ねると、月宮の瞳からポロポロと涙が流れる。

　でも彼女は幸せそうな笑顔を浮かべていた。

　それを見て鼓動が一気に速くなった。

　もしかしたら今までみた笑顔の中で断トツに可愛かわいいかもしれない。

　そしてそれから──。

「もちろんなのだ！　付き合うのだ！」

　月宮は俺の告白を受け入れてくれた。

　まあさすがにわかってはいたけどな。

　さてこれで月宮はもう天界に帰らずに済むはずだが……。

「ちょっと待つのです！」

　なんて考えていたら、不意にディアナさんが声を上げた。

「優ゆう吾ごさん、あなたは陽ひ毬まりさんと付き合っているのです。だからアテナと付き合うことはできないのです」

　むすっと明らかに怒っている顔で指摘してくるディアナさん。

「だって天界には一夫多妻制があるんですよね？　だったら俺が天てん真しんと月宮と同時に付き合っても問題ないはずです」

　そう説明している間、どんどんディアナさんの機嫌が悪くなる。

「なんと!?　優ゆう吾ごは天てん真しん陽ひ毬まりと別れていなかったのか！」

「当然だろ。今日付き合ったばかりの彼女とそう簡単に別れるか」

「むぅ、ということは優吾の彼女は我だけじゃないのか」

　おいおい。なんだその反応。まさかやっぱり告白を断るとか言い出さないよな。

「月つき宮みや、俺と付き合うと沢山ラブラブできるぞ！」

「っ！　優吾と沢山ラブラブ……！　それなら天真陽毬がいても仕方がないか」

　ふふっと笑って機嫌が良くなる月宮。

　ふぅ、こいつがちょろくて助かった。

「言っておきますがここは地上なのですよ。天界のルールはあまり関係ないと思うのです」

「でも月宮はラブコメの神様ですよ。だったら天界のルールを使っても良いんじゃないですか」

　互いに一歩も譲らないでいると、話についていけていないのか月宮がキョトンとしている。あいつにも加勢して欲しいんだが、無理っぽいな。

「それに陽毬さんの気持ちはどうなるのです？　自分の彼氏が同時に他の女性と付き合うなんてきっと許さないのです」

「天真にはちゃんと話しましたよ。月宮と付き合って良いとも言われました」

　そう返すと、ディアナさんは目を丸くした。

　すると急に顔を俯うつむけて黙り込んでしまった。

「あの……これで月宮は天界に帰らずに済むんですよね？」

　暫しばらく経たっても全く口を開かないので、とりあえず俺はディアナさんに訊たずねた。

「……嫌なのです」

　すると、ディアナさんはぼそりと呟つぶやいた。

　嫌なのです……？

「嫌なのです、嫌なのです、嫌なのです、嫌なのです、嫌なのです、嫌なのです、嫌なのです、嫌なのです、嫌なのです」

　ディアナさんは急に地面の上に大の字に寝転ぶと、手足をバタバタとさせだした。

　それはもう完全に駄だ々だっ子のそれだ。

　しかも見た目が子供だから完璧な駄々っ子にしか見えない。

　おいおいまじか。

　この人、外見は子供でも精神年齢は大人な方だと思ってたけど、全然違うじゃねぇか。

　月宮が我わが儘ままに育ってしまったのは、確実にディアナさんのせいだな。

「ディアナさん、月宮と約束したんですよね？　だったらちゃんと約束守りましょうよ」

「嫌なのです！」

　ダメだこりゃ。下手したら月つき宮みやよりひどいかもしれん。




「ママ、いい加減にしなさい！」




　幼児と化したディアナさんに手を焼いていると、不意にそんな声が響いた。

　視線を向けると、そこにはユノが立っていた。

「ユノ、お前どうして……」

「ホントは何もしないつもりだったけど、あんたが困ってそうだったから助けに来たのよ」

　ユノはそう返すと、

「ママ、もう駄だ々だをこねるのはやめて」

　次いで寝転んでいるディアナさんに言った。随分と強い口調だな。

「だってアテナが帰らないって言うのです」

「だって、じゃないのよ」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐つくユノ。娘と親の立場がまるで逆だな。

「おい、これはどういうことなんだ？」

　力関係が明らかにおかしいので訊たずねてみると、

「言ったでしょ。ママに逆らうと面倒になるって」
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「えっ、それってもしかして……」

「そうよ。ママに逆らうと必ず駄だ々だをこねてくるの」

　なんじゃそりゃ。面倒ってそういう意味だったのかよ。

「優ゆう吾ご、こんなママを怒らないであげてね」

「えっ、別にそんなことするつもりないけど」

　一応この人年上だし、神様だし。

「姉さんから聞いたでしょうけど、ママは偉い神様だから、天界で色々とやるべきことがあるの」

「あぁ、そういえばそうだったな」

　ディアナさんは人間社会で言うところの単身赴任みたいなもんだって、昨日月つき宮みやから聞かされた。

「だからきっと寂しかったんでしょうね。どうしても姉さんを天界に帰らせたいみたい」

　今のママを見て確信したわ、と付け加えるユノ。

　なんだよ。ディアナさんはただ娘のことが大好きなだけだったのか。

　だとしたら、たぶん俺の告白を邪魔したのがユノだったらユノを何が何でも天界に帰らせていたんだろうな。

「ママ、優吾と姉さんは付き合うことになったんだから、ちゃんと約束を守りなさい」

「無理なのです。嫌なのです」

　唇を尖とがらせて拗すねるディアナ。全然言うこと聞かないな。

「あらそう。だったらあたしと姉さんはママと絶縁するわよ」

「っ！　それはダメなのです！」

　ユノの言葉にディアナは飛び起きる。

　この人、やっぱりすげぇ娘のことが大好きなんだな。

「じゃあちゃんと約束を守って。姉さんを天界に帰らせないと言って」

「むぅ……」

「むくれないで。ちゃんと言いなさい」

　ユノが語気を強めると、ディアナさんはびくりと身体からだを反応させた。

　やばいな。ユノのことが頼もしすぎる。

「母上、我もお願いなのだ。我は優吾と……優吾たちと離れたくないのだ！」

　月宮もディアナさんに訴える。

　優吾たち、か。

　たぶんそこにはユノやルナはもちろん、天てん真しんたちも入っているんだろうな。俺にはそう聞こえた。最初の頃に比べたら月宮も成長してるってことか。

「わかったのです。アテナは天界に戻さないのです」

　姉妹の言葉が効いたのか、ディアナさんは諦めたように溜ため息いきを吐ついた。

「母上！　本当か！」「ママ！　ホント！」

「本当なのです。私は嘘うそを吐かないのです」

　ディアナさんはこくりと頷うなずいた。嘘を吐かないのなら駄だ々だをこねるのも止やめて欲しかったんだが。

「ですが優ゆう吾ごさん」

　スッと近寄ってくるディアナさん。

「もしアテナに変なことをしたらその時はあなたの大事なところちょん切るのでそのつもりでいてくださいなのです」

「は、はい。わかりました」

　思わず股間を押さえてしまった。やっぱりディアナさんって恐こわい気がする。うん。

「じゃあママ。あたしたちはさっさと帰るわよ」

「えっ、何でなのです？」

「いいから行くの！」

　そう言ってユノはディアナさんの腕を掴つかんで強引に連れて行く。

　ディアナさん、めちゃくちゃ暴れてるけど大丈夫か。

「あとは彼氏彼女でせいぜいイチャつきなさい」

　そう言い残して可愛かわいくウィンクしたあと、ユノはディアナさんと一緒にどっかへ行ってしまった。

「よし、では優吾。今からチューをしよう」

　突然、月つき宮みやがとんでもないことを言い出した。

「いや何でだよ」

「だってユノがイチャつけと」

「だからっていきなりチューはおかしいだろ」

　そう言うと、月宮はぷくっと頬ほおを膨らませる。

「ならばどうイチャつけばいいのだ」

「無理にイチャつかないでいいだろ」

　と言っているのに、月宮は必死にイチャつく方法を考える。

「あのなぁ、俺はお前と付き合ってはいるが天てん真しんとも付き合っているんだぞ。そして当然だがお前よりも天真の方が好きだ」

「なんだと!?　優吾は我よりも天真陽ひ毬まりのことが好きなのか！」

「そりゃそうだろ。天真のことは一年以上好きだったんだからな。だから天真とのイチャイチャ以上のイチャイチャは月宮とはまだしない」

　それに月宮はまた不満げな表情を見せる。

　ちょっと後半は自分でも意味がわからなくなったが、無事伝わったっぽい。

「むぅ、さっき優ゆう吾ごとラブラブ出来るって言ってたくせに」

「そ、それは……」

　言葉に詰まっていると、月つき宮みやはにこりと笑った。

「まあ良い。これからどんどん優吾とラブラブして天てん真しん陽ひ毬まりよりも我に夢中にさせてみせれば良いだけのことなのだ」

「そ、そうか。そうしてくれると助かる」

「そうするのだ！　えいっ！」

　月宮はいきなり俺に抱きついてきた。

「お、おい！　止やめろよ！　俺はまだ天真とハグなんてしてないんだぞ！」

「知らないのだ！　チューはしないけど、ハグはするのだ！」

　月宮はギューッと抱きしめてくる。

　そして彼女の力が強まるたびに胸の辺りに柔らかくて心地よい感触がはっきりとしてくる。

「……勘弁してくれよ」

　俺は呆あきれて溜ため息いきを吐つく。

　……でも月宮が天界に帰らずに済んで本当に良かった。
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　やっぱりこいつがいないと寂しいからな。

　これからもよろしくな、月つき宮みや。

　彼女にバレないように、俺は胸の内でそう言った。
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　夏休みが明けた。夏休み中、天てん真しんと月宮の二人と付き合うことになった俺は彼女たちの提案でほぼ毎日のようにデートをしてかなり楽しい日々を送っていたんだが……もう登校日か。

「まさか陽ひ毬まりちゃんと月宮さんの二人と付き合うことになるなんてねぇ」

　そんな感じで憂鬱な気分になっている俺に、千歳ちとせはからかうように言ってきた。

「珍しく教室に来たと思ったら、そんなことを言いにきたのか」

　千歳には夏休み中に二人と付き合うことになったことを既に明かしている。

　すると、彼女は最初は驚いていたが「優ゆう吾ごのことだから何か事情があるんでしょ」と特に罵倒されることもなかった。

　いくら千歳でもこれは怒るとばかり思っていたが、彼女も天真と同じように物もの凄すごく器が大きい子だったらしい。これには親友の俺も驚いたな。

「でも二人と付き合えるってことは、三人と付き合えるってことだよね？」

「いやそうはならないだろ」

　二人目の月宮はあくまでも特別だからな。

　それにもうこれ以上俺を好きになってくれる人なんて現れないだろ。

「じゃあボクが三人目に立候補しちゃおっかなぁ」

　他人の話を聞かずに、楽しそうに笑う千歳ちとせ。まったくこいつは。

「そういや月つき宮みやの家に行った時は色々とありがとな。助かったよ」

「ボクは優ゆう吾ごの親友だからね。あれくらいは当たり前だよ」

「そうか。さすが俺の親友だ」

　それに千歳は満足げな表情を見せる。

「あっ、でももしボクに惚ほれたら言ってくれて構わないよ。その時は親友から三人目の彼女になるから」

「お前な……」

　そんなやり取りをしたあと、二人して笑い合った。

　やっぱり千歳は最高の親友だ。







「あら、優吾じゃない」

　休み時間。廊下を歩いていると、偶然にもユノに会った。隣にはルナの姿もある。

「よう、二人とも」

「あんた、姉さんと天てん真しんさんと上う手まくいってるみたいね」

「まあな」

「そうですの？　それは良いことを聞きましたわ」

　ルナは嬉うれしそうな表情を浮かべる。

　彼女はいつも俺のことでこうやって嬉しがってくれるんだよな。優しいやつだ。

「月宮の家に行った時、お前らにも沢山助けられたよな。ありがとな」

　ルナがいなかったらきっと天真に告白できなかったし、ユノがいなかったら天界に戻されそうになっていた月宮を助けることは出来なかっただろう。

　ちなみにディアナさんは月宮が帰らないと決まったあと、すぐに天界に戻って行ったらしい。何でもラブコメの神様として色々とやるべきことがあったのだとか。

「何よいきなり。お礼なんて言ってくるんじゃないわよ」

「わたくしは優吾さんの告白の協力者ですので、当然のことをしたまでですわ」

　ユノはツンツンしながら、ルナは優しく微笑ほほえんで言葉を返した。

　ユノのやつ、ぶつぶつ言いながらも顔を赤くしてるじゃないか。照れ屋さんだな。

「それよりもあんた、夏休み中姉さんと沢山デートしたらしいわね」

「えっ、まあそうだけど……」

「まったく、羨ましいわね。あたしはそのあんたのせいで全然姉さんとデート出来なかったっていうのに」

「まじか。それはなんか……すまん」

　シスコンのユノのことだ。デートがあまり出来なかったことは相当残念がってるだろう。

「それで月つき宮みやとのデートはどれくらいだったんだ？」

「そうね。二十回くらいしかできなかったわ」

「めっちゃデートしてんじゃねぇか」

　二日に一回のペースだぞ、それ。確実に俺より多い。

「あたしはもっとデートしたかったのよ」

「そんなの知るか」

　まったく人騒がせな。結局俺は全然悪くないじゃん。

「ルナは夏休みどんな風に過ごしたんだ？」

　ユノのことは放っておいて、ルナに訊たずねた。

「ユノとお買い物をしましたわ！　あとユノとプールにも行きましたの！」

　ルナは綺き麗れいな瞳をキラキラとさせながら答えた。

　きっと楽しかったんだろうな。

「じゃああたしたちは次の授業があるから」

「わたくしも失礼しますわ」

「おう、そうか」

　それから二人は俺の横を通り過ぎて行った。

　何となく気になって彼女たちの方を見ると、二人は仲良さげに会話をしていた。

　あの二人。なんだかんだ言って仲良いんだよな。

　たぶん俺と千歳ちとせみたいな関係なんだろう。

　依然、ユノとルナが楽しそうにお喋しやべりをしている姿を見て少し嬉うれしく思いながら、俺は歩き出した。







　午前の授業が終わり、昼休みを迎えた。

　夏休み前の俺なら千歳と二人で昼食を食べていただろうが、今は違った。

「はい、あーん」「あーん、なのだ」

　中庭のベンチに座っている俺は、両隣にいる彼女たちからあーんをされている。

　というのも、天てん真しんと月宮が弁当を作ってきたらしいのでそれを彼氏の俺が食べることになったのだ。

「ちょっとアテナちゃん。先に優ゆう吾ごくんにあーんをするのはひまりだよぉ」

「違うのだ。我が先に優吾にあーんをするのだ」

　どちらが先にあーんをするのか、俺を挟んで喧けん嘩かする二人。

　この状況、男としては嬉うれしい事この上ないのだろうが、正直周りの視線がヤバい。

　特に男子たちの視線からは今にも殺されそうなプレッシャーを感じる。

「わかった。じゃあ一緒にあーんしよっか」

「むぅ、でも我が先に優ゆう吾ごにあーんをしたい」

「あんまり我わが儘まま言うと、優吾くんに嫌われちゃうよ」

「っ！　し、仕方がないな！　今回は二人で一緒にあーんをしよう」

　何やら二人同時にあーんをすることに決定したらしい。

　それは俺の口の中がパンパンになるパターンなのでは。

「じゃあ優吾くん。あーん」

「優吾よ。あーん、なのだ」

　右からは天てん真しんの手作りの唐揚げが、左からは月つき宮みやの手作りの玉子焼きが迫ってくる。

　ってか月宮。お前はまた玉子焼きなのか。

　そんなことを思っていると、一気に両サイドから唐揚げと卵焼きをねじ込まれた。

　ほら、やっぱり口の中がパンパンになった。

「優吾くん、美お味いしい？」「優吾よ、美味しいか？」

　二人に訊たずねられるが、口がリスみたいに膨らんでいるので喋しやべることすら出来ない。
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　ちょっと待って、と手でジェスチャーしたあと。

　俺はしっかりと唐揚げと卵焼きを味わって飲み込んだ。

「うん、二つとも美う味まいな」

「ほんと！」「やったのだ！」

　天てん真しんは笑顔を浮かべて月つき宮みやは小さくガッツポーズをして嬉うれしそうにしている。

　そんなに喜ばれたら、こっちまで嬉しくなるな。

「えへへ、優ゆう吾ごくん」

　天真はギュッと俺の腕に抱きついてくる。

「お、おい。まだ昼飯を食べている」

「ひまりは優吾くんの彼女でしょ？　ならどこでイチャイチャしても良いと思うけどなぁ」

　天真は上目遣いでこちらを見つめてくる。これは可愛かわいすぎる。

「まあ確かにそうかもな」

　天真は「えへへ」と笑いながら、俺に抱きつく力を少し強めてきた。

　これ以上を俺を惚ほれさせて天真はどうするつもりなんだ。

「むっ、天真陽ひ毬まりばかりずるいぞ」

　そんなことを思っていると、今度は逆サイドから月宮が抱きついてきた。

「月宮、お前な……」

「我も優吾のその……か、彼女なのだぞ！　それなら我も優吾に抱きついて良いのだ！」

　そして月宮もぎゅっと俺の腕を抱きしめてくる。

　右には天真の柔らかな感触。左には月宮の柔らかな感触。

　俺はいままさに幸せの絶頂を迎えているのだが……おかしい。

　四方八方からの殺気がエグイ。

　恐る恐る辺りを見回してみると、十数名の男子たちが金属バットやスコップを手に持っていた。ターゲットは間違いなく俺だろう。

「……まじか」

　二人の彼女持ち生活にかなり不安を感じた瞬間だった。







　一日が終わり、迎えた放課後。俺は月宮と二人で一緒に帰路についていた。

　でも明日は天真と帰る予定だし、その次の日は今日と同じように月宮と帰る予定だ。

　とまあこんな感じで俺は二人の彼女と一日ごとに一緒に帰ることになっている。

「優吾と帰宅なのだ！」

　月宮はニコニコしながら隣を歩く。

「そんなに嬉しそうにするなよ。なんか恥ずかしいだろ」

「我は恥ずかしくないのだ」

　そう言って昼休みと同じように腕に抱きついてくる月つき宮みや。

「お前、すぐに抱きついてくるよな」

「ではチューの方が良いか？」

「いやそういう意味じゃねぇよ」

　まったく。本当にこいつの頭はポンコツだな。

「我は優ゆう吾ごの彼女になれて良かったのだ」

「なんだよ急に」

　そう言うと、月宮は俺の腕に頬ほおをスリスリしながら、

「だってこうやってラブラブ出来るんだもん」

「っ！　そ、そうか……」

　だもん、ってこういう甘える時に使うパターンもあるんだな。

　不意打ちだったからドキッとしてしまった。

「くちゅん」

　未いまだに鼓動が高鳴っている中、月宮がくしゃみした。

　もうそろそろ秋を迎えるからな。この時間帯は割と寒い。

「月宮、ほれ」

　そう言って、月宮の肩に自分のブレザーを掛けてやる。

「あ、ありがとうなのだ」

　月宮は小さく呟つぶやく。そんな彼女の頬はほんのり染まっていた。

「こんくらい当たり前だ。俺はお前の彼氏だからな」

　なんてちょっと調子に乗ってカッコつけてみたら、ふと違和感を感じた。

　そういえば前にもこんな場面があったような……。

「優吾、どうしたのだ？」

　俺の様子がおかしいことに気づいたのか、月宮が訊たずねてきた。

「いや大したことじゃないんだが、前にも寒がっている誰かに上着を貸したことがあった気がするなって思って」

　まあ多分気のせいだとは思うけど。

　そう思っていたら、なぜか月宮がじーっとこちらを見ていた。

　どうしたんだろう？　もしかして具合でも悪くなったとか。

　そんな感じで心配していると、

「優吾、チューしても良いだろうか」

「いや何でだよ」

　あまりにも唐突過ぎる。そして俺の心配を返せ。

「では手を繋つなごう」

「それもまだだな」

「いいや、まだではないのだ。我は聞いたぞ。夏休み中に優ゆう吾ごは天てん真しん陽ひ毬まりと手を繋いだと」

「っ！　お前それ誰から……」

　確かに月つき宮みやが言った通り、夏休み中に天真と水族館デートした時に彼女とは手を繋いだ。

　でもそのことは俺は誰にも言ってないぞ。

「天真陽毬から聞いたのだ」

　月宮はなぜか自慢げに答えた。まさかの天真本人かよ。

　同じ彼女同士で隠し事はしたくなかったのだろうか。優しい彼女のことだから十分あり得るな。

「天真陽毬は優吾と手を繋いで、我だけ優吾と手を繋いでいないのは不公平なのだ。だから優吾よ、我と手を繋ごう！」

　無邪気な笑顔を向けてくる月宮。

　まあ彼女が言っている通り、あまりにも不公平なことをするのは良くないよな。

　それにこんな表情をされると、さすがに断れない。

「ったく、仕方がないな」

　そう言って俺は月宮の手をそっと掴つかんだ。

　彼女の手は小さくて柔らかくて、少し冷たい。

　でも、ずっと手を繋いでいるとじわじわと温かくなってきた。

「幸せなのだ」

　月宮は心の底から嬉うれしそうに呟つぶやいた。

　そんな彼女を見て俺は思う。

　この先月宮には今までと同じように何度も迷惑を掛けられるだろう。

　でも、それ以上に楽しいこともきっと沢山あると思うのだ。

　だってこの『ラブコメの神様』はいつだって俺に新鮮でワクワクするような日々をくれるのだから。











（完）







あとがき




　初めまして、もしくはお久しぶりです。三み月つきみどりです。

　このたびは『ラブコメの神様なのに俺のラブコメを邪魔するの？』、第三巻をお手にとってくださってありがとうございます。

　表紙の裏（←この部分の正式名称が未いまだにわかりません……）のコメントでもお伝えした通り、本作はこの第三巻をもって最終巻となります。

　最後はアテナの母親が出てきたり、表紙の女の子が本気を出したり、アテナのアタックがより一層増したり、色々とハチャメチャな内容になった気がしますが、いかがだったでしょうか。最後まで楽しんで頂けたなら幸いです。

　さて、いきなりですが読者の皆様は過去に女の子から猛アタックをされた経験とかはありますか？

　スキンシップがすごく多かったりだとか、デートに頻繁に誘われたりだとか、告白を何回もされたりだとか。

　もちろん僕はそんな経験はありません。むしろ学生時代に女の子にアタックをして木端みじんにされました。

　そしてその直後にアニメに出会い、ライトノベルに出会い、今に至るという感じですね。

　……え？　これなんの話？







　閑話休題







　要するにあれですね。

　僕も一度でいいから女の子に猛アタックとかされてみたいなぁとか思うわけです。

　やたら話しかけられて、連絡先も聞かれて、めちゃくちゃ優しくされて。

　そして「えっ、もしかしてこの子、僕のこと好きなの？」とか思っちゃって、告白して、撃沈する……あれ？　おかしいな？　いつの間にか僕の学生時代の話になってる。

　あっ、ちなみにこれは僕が中学生のときの話ですよ。




　では、改めて自己紹介をしたいと思います。

　中学生時代に勘違いで告白して見事に粉砕されました。どうも三月みどりです。







　……はい。おふざけはここまでにして、ここからは本作──『ラブコメの神様なのに俺のラブコメを邪魔するの？』について少し話したいと思います。

　先ほどもお伝えした通り、本作は今回の第三巻で最終巻となるのですが、初めての作品を完結という形で終わらせることが出来たのは、間違いなく読者の皆様のおかげです。

　たったいまこの文章を読んでくださっている皆様方がいるからこそ、最後にヒロインたちがあーんなことやこーんなことが出来たのです。

　本当にありがとうございます。







　以下謝辞です。

　イラストのなえなえ様。今回のイラストも可愛かわいくてえっちえちでサイコーですね！　一巻の時からそうなのですが、毎回なえなえ様のイラストが送られてくるのをすごく楽しみにしていました。初めての作品のイラスト担当がなえなえ様で本当に良かったです。

　担当のＮ様。一巻、二巻に引き続き色々と助けて頂きありがとうございました。Ｎ様のご意見やご助言、本当に助かります。どうか今後ともよろしくお願いします。

　その他にも本書に携わってくださった全ての方々に感謝します。

　そして、このシリーズをここまで読んでくださった読者の皆様方。

　大切なことなのでもう一度言わせて頂きます。

　皆様方のおかげで、最後にアテナのあーんなシーンや天てん真しんのこーんなシーンをお届けすることが出来たのです。本当に本当にありがとうございます。

　それでは、またどこかでお会いできる機会があることを心から願って──。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『アテナと名前の呼び方』





「なあ優吾よ」

　とある日の休み時間。教室で自分の席に座っていると、月宮からそう声を掛けられた。

「ん？　なんだ？」

「我は優吾の彼女なのだ」

「……なんだよ急に」

　唐突に彼女宣言されても困るんだけど。……でも彼女が言ったことは本当のことだ。

　夏休みに月宮家で起きた一件以来、月宮は俺の彼女になっている。

　しかも告白したのは俺の方からだ。

「その……そろそろ我のことを名前で呼んで欲しいのだ」

　月宮は人差し指をツンツンしながら、恥ずかしそうに呟く。

「名前で呼んで欲しいって……」

　全然気が進まないんだが。そんなことしたら月宮が調子に乗りそうだし。

「だ、だって我は優吾の彼女なのだろう？　だったら彼氏が彼女を名前で呼ぶのは当然のことではないのか？」

「ま、まあそうかもしれないけど……」

「だったら良いではないか。……そ、そうだ！　試しに一回言ってみるのはどうだ？」

「えー」

「お願いなのだ！　一回だけでいいのだ！」

　めちゃくちゃお願いしてくる月宮。

　さすがにこれだけ頼まれちゃ断りにくい。それに月宮は俺の彼女だしな。

「わかったよ。一回だけだぞ」

「ほ、本当か！」

　月宮の嬉しそうな声に頷いたあと、俺は一つ間を置いた。

　そして、

「そ、その……あ、アテナ」

　少し言葉に詰まりながらも月宮の名前を呼ぶ。

　すると、

「はい、旦那様」

「誰が旦那様だ」

　月宮に軽くチョップしてやると、彼女は「痛いのだぁ」と頭を押さえる。

　それから俺は呆れたように息を吐いた。

　どうやら月宮を名前で呼ぶのはまだまだ先の方が良いっぽい。
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